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　第二十話　休息




　私の体に覆いかぶさるようにして、奈都なつが小さな寝息を立てている。少し暑くなってきたからエアコンを入れたいが、リモコンに手が届かない。身じろぎしたら奈都を起こしてしまいそうで、息すら潜ひそめている状況だ。

　奈都は恐らく標準体重で、ＢＭＩで言えばやせ型に分類される方だろうが、それでも枕やぬいぐるみとは違う。奈都がしがみついている左半身がだんだん痺れてきて、さすがにそろそろ這はい出そうか考え始めた。

　時計が静かに時を刻んでいる。文化祭の翌日、月曜日。学校は休みで、涼夏すずかにも絢音あやねにも振られたから、今日は家でのんびり過ごそうと思っていた。

　この一週間、平日は文化祭の準備で毎日遅かったし、土日は文化祭で走り回り、楽しかったけれど体は疲れていた。だから今日は、せめて昼までは寝ようと思っていたが、いつもの時間に目が覚めて、そのまま二度寝するタイミングを逸いっしてしまった。

　奈都は暇していないかと電話をしたら、呼出音で起こしてしまったらしく、実に眠そうに電話に出た。暇なら遊びに来ないかと誘ったら、奈都はあくびをしながら言った。

『誘いは嬉しい。でも、私は今日は寝る』

「じゃあ、パジャマを持って来て、うちで寝て」

　咄嗟とっさにそう、わけのわからないことを言ってしまった結果、今こうなっている。まさか本当にパジャマを持ってくるとは思わなかったし、来て早々ベッドに潜り込むとも思わなかった。

　きっと文化祭の打ち上げで疲れたのだろうと思ったら、昨日に引き続き遅くまでアニメを見ていたらしい。長いテレビシリーズのバレーボールのアニメにはまっているそうだ。

　私も元々寝ようと思っていたし、もう一度パジャマに着替えて一緒にベッドに入ったものの、奈都に抱き付かれて眠れそうにない。強く押し付けられる柔らかな感触を楽しんでいたが、そろそろ限界だと感じて奈都の体を押し退けた。

　奈都は「んん」と喉から声を漏らしてから、体勢を変えて私に抱き付いてきた。そして、首筋に顔をうずめて息っぽい声で囁ささやいた。

「今日は一〇〇％チサの匂いがする」

　意味がわからない。いつもは一体何の匂いが混ざっているのか聞いたら、奈都は仰向あおむけに寝ている私の胸やお腹に手を這わせながら、眠たそうに答えた。

「今日のチサはまだ外気に触れてないから」

　そんなに敏感に匂いを嗅ぎ分けられるのか、それともただの冗談か。極めてどうでも良かったので、それ以上は聞かずに目を閉じた。腕が楽になったから私も少し寝たかったが、お腹の上を這うように動く奈都の指がくすぐったくてそれどころではなかった。

　その内寝るか飽きるかするだろうと思って我慢していたが、奈都はパジャマの裾からスルリと中に手を入れて、私の腰や背中を直接撫で始めた。起こしてしまった私が言うのもなんだが、もう寝る気はないのだろうか。寝ないのならお喋りをしようと、私はパジャマの布越しに奈都の手に触れて口を開いた。

「昨日、奈都のステージを見て、涼夏も絢音も、奈都を帰宅部に誘うのはやめるって言ってた」

「えっ？　何それ。泣きそうなんだけど」

　突然奈都が体を起こして、真顔で私を見つめた。私が目をパチクリさせると、奈都は混乱したように「えっ、えっ？」と声を震わせながら、言葉通りじんわりと目に涙を浮かべた。奈都が泣くのはなかなかレアだ。じっと見つめていると、奈都が悲しそうに眉をゆがめた。

「私、何かした？」

「バトンの演技が思ったより良かったんじゃない？　絢音なんて、初めて見たって言ってたし」

　何でもないようにそう告げると、奈都は複雑な表情で首を傾げた。

「バトンの演技が上手だと、仲間外れにされるの？」

「誰も仲間外れにするなんて言ってないけど。奈都は帰宅部よりバトン部の方が似合うねって話」

　私が苦笑いを浮かべると、奈都はしばらくポカンと口を開けてから、涙を拭って怒ったように言った。

「ミスリードだよ！　私を騙だまして楽しい？」

「何も騙してない」

「見損なった！　許さない！」

　奈都がそう言いながら、私の体にしがみついて肩に顔をうずめた。再び服の中に手を入れて、背中をグッと引き寄せる。

　背中で何かゴソゴソしていると思ったら、急に胸の圧迫感がなくなった。ブラのホックを外していたらしい。奈都はその手で下着を押し退のけて胸に触れた。

「バトン部を辞める気は全然ないけど、帰宅部に誘われないのは寂しい」

　奈都がそう言ってため息をつく。なかなか我が儘な注文だ。それより、生で胸を揉まれているのは突っ込んだ方がいいのだろうか。とりあえず放置して会話を続けた。

「私ももう、奈都を誘うのはやめようと思う」

「いや、やっぱりそれは寂しいから、定期的に誘ってよ」

「でも、入る気はないんでしょ？」

「そうだけど、『入ってよ』『えー、どうしよっかなー』『そんなこと言わずに』『でもでもー』みたいな会話がいいんじゃん」

　奈都が一人二役でそう言って、くすっと笑った。今の台詞に、何か面白いところがあっただろうか。

「面倒くさい女」

　私がげんなりしたように言うと、奈都が心外そうに声を上げた。相変わらず反応が大きくて面白い。

　いつの間にかまた私の半身に乗っかっている奈都を抱きしめる。髪に顔を押し付けて嗅いでみると、いい匂いがした。

「汗臭くない奈都はレアだな」

　そう言いながらくんくんと鼻を鳴らすと、奈都が実に冷たい声音で言った。

「さっきからひどくない？」

「私、汗臭い奈都、好きだよ？」

「今までチサに言われた『好き』の中で、一番嬉しくない」

　奈都が小声で吐き捨てた。

　それはそうだろう。もしそんなことを言われたら、私だったらお風呂の時間を長くしそうだ。

　ただ、夏休みに一度、バトン部の練習の後に奈都が私の家に寄ったことがあったが、ハグをしながら匂いを嗅かいだらとても興奮した。私の趣味みたいなものだと思って諦めてほしい。

「チサは今日もいい匂いがする」

　奈都が私の首筋に顔をうずめながら、うっとりとした声で言った。手はずっと私の胸を揉み続けている。これも飽きるまで放っておこうと思ったが、一向にやめる気配がない。男子ならともかく、奈都もそれなりの大きさのものを持っているのに、そんなにも触りたいものなのだろうか。

　呆れながら髪の毛を撫でていると、奈都が声のトーンを落として言った。

「チサのエッセンシャルオイルを、毎晩枕元に一滴落として寝たい」

　何を言い出すかと思ったら、これはドン引きだ。私は静かに心の距離を置いた。

「奈都、よく帰宅部はみんな頭がおかしいって言ってるけど、奈都も大概だよ？」

「私も毒されたかな」

「いや、奈都は別ルートだと思う」

　恐らく二次元文化の影響だろう。オタクという人種は、変わった人が多い。奈都はそこまでマンガやアニメに心酔しているわけではないが、それでも時々私や涼夏とは根本的に違う何かを感じる。冷静にそう伝えると、奈都が呆れたように息を吐いた。

「誕生日会で、涼夏の舌を塩で焼いて食べたいとか言ってた人に言われたくない」

「あれは薬の話だったでしょ？」

　確かに涼夏を食べる話はしたが、あれはなぜ人はミイラを求めるのかという話から派生したものだった。涼夏のように可愛くなりたいという願望がまずあって、その手段の一つとして涼夏をステーキにして食べたいと言っただけで、手段にこだわりはない。

　滔々とうとうと説明したが、奈都は「さっぱりわからない」と澄ました顔で首を振った。

　ようやく飽きたのか、奈都が服の中から手を引き抜いて体を起こした。そのまま私の肩を持ち上げて、ごろんと体を転がす。

　されるがままうつ伏せに寝転がると、上から奈都が乗ってきた。背中やお尻に押し付けられる奈都の体の感触がとても心地良かったが、抱きしめるように両手で胸を揉まれてさすがに声を上げた。

「ちょっと、奈都！」

「璃奈るな先輩がね」

「えっ？　誰？」

　私の抗議を無視して、奈都が突然語り始めた。聞いたことのない名前に首を傾げると、文化祭で占ってくれたバトン部の先輩だと教えてくれた。

　奈都が私の首に唇をつけて、吐息を零すように続けた。

「璃奈先輩が、チサのグループ交際に私も入ってるのかって。だいぶからかわれた」

「まあ、普通かどうかはともかく、マジョリティーじゃないのは確かだね」

　涼夏と絢音と奈都。可愛い女の子を連れて三回も訪れて、毎回恋愛運を占ってもらった。涼夏を筆頭に、割とガチで占ってもらったから、その先輩に嫌悪されたのではないかと心配したが、それは大丈夫だと奈都が笑った。

「璃奈先輩、楽しんでた。チサのこと、結構気に入ってたし」

「それで、奈都はどう答えたの？」

　一応、グループ交際についての見解を問うと、奈都は可笑しそうに声を弾ませた。

「正妻だからね」

「そんなこと言ったの？」

「文化祭でそう言ったのはチサだよ？」

　言われてみると、そんなことも言ったかもしれない。あの日は気分が昂揚していて、よくわからないことをたくさん口走った気がする。

　何にしろ、奈都が嫌われなくてよかった。私のせいで人間関係がおかしくなるのは、もう懲り懲りだ。

　胸が圧迫されて、少し息が苦しい。どうせなら私も奈都の体を抱きしめたいが、奈都はこの体勢が気に入ったのか、指以外に体を動かそうとしなかった。

「あの先輩は、占いが好きなの？」

　話を膨らませるように聞くと、奈都は私のうなじに唇を這わせながら、小さく頷いた。

「元々タロットとかオラクルとか好きみたいだね。クラス展示も璃奈先輩の発案で、他の先輩に占い方をレクチャーしたみたい」

　それなら、偶然その先輩に当たったのは運が良かった。見ていた限り、タロット占いは出たカードをどう解釈するかが大事だ。他の先輩だったら、物足りなかったかもしれない。

「占いか……」

　私が静かに呟くと、奈都が片方の手をお腹の方に滑らせながら、耳元で囁いた。

「まだ興味があるの？」

　一昨日、気楽に占いを始めてみようかと言ったら、奈都に反対された。占いに依存すると判断力がにぶると言っていたが、それはもっともだと思う。

　ただ、私は何か趣味が持ちたい。それは占いでなくてもいいが、とりあえず興味を持ったものを始めてみるのは悪くないと思う。

　そう話すと、奈都は「趣味か……」と難しそうに呟いて、押し黙った。何やら深刻そうだったが、左手は相変わらず胸を触っているし、右手はズボンの内側に滑り込んで、おへその下の肉を揉んでいる。胸よりお腹を揉まれる方が恥ずかしいのだが、指摘してもいいのだろうか。

「チサの言ってることもわかるけど、私は順番が逆のような気がする」

　奈都がそう言ってから、自分でもよくわからないと自嘲気味に呟いた。奈都はアニメが好きだが、別に意識して趣味にしたわけではない。気が付いたらそうなっていただけだ。

　それはわかる。ただ、色々なことに挑戦してみなければ、自分が何が好きかもわからない。同じ毎日を繰り返していたら、新しい何かと出会うことがない。

　私がそう言うと、奈都は「まあそうだけどね」と言いながら、私の後頭部に顔をうずめてスンスンと鼻を鳴らした。呼吸が荒い。背中が熱くて、汗ばんできた。息が苦しい。私も大きく息を吐くと、奈都が私の体を撫でながら言った。

「私は、チサに変わって欲しくないだけかもしれない。そんな理由でチサの足を引っ張るのは、良くないよね」

　奈都がグッと右手を奥に潜り込ませた。そろそろ肺が酸素を渇望し始めたので、私は奈都を押し退けて半身を起こした。

「はぁ……はぁ……」

　大きく肩で息をして呼吸を整える。ついでにエアコンを入れてベッドを見下ろすと、奈都が右手の指先を口にくわえて私を見上げていた。なんだか、小さな子供みたいで可愛らしい。

　麦茶を一口飲んでもう一度ベッドに横になると、仰向けに寝ていた奈都に覆いかぶさった。たまには私が上に乗ろう。

「変わって欲しくないって気持ちはわかるよ？　安定してるなら特にね。私も、絢音がバンド活動を本格的に始めたらどうしようって思ってるし、奈都がバトンを始めた時だって、思うことはたくさんあったよ」

　そう言ってから、奈都に口づけをして、味わうように舌を絡め合った。とても気持ちがいい。

　しばらくそうしてから、肩を枕にして目を閉じた。足も奈都の上に乗せて、全体重を預ける。

「苦しかったら言ってね」

　冗談っぽくそう言うと、奈都は全然大丈夫じゃなさそうに「大丈夫」と息を切らせた。

「重いけど幸せ」

「重いとか言わないで」

「チサで圧死するなら本望」

　失礼な友達だ。しばらくそのまま、寝れるか寝れないか、目を閉じてウトウトしていたら、だんだん奈都が苦しそうに呻うめき始めた。時計を見たら三十分ほど経っていて、体を起こすと、奈都は汗に濡れた顔を赤くして、苦しそうに大きく胸を上下させた。全力疾走でもした後の様相だ。

「いや、そこまで我慢しなくても……」

　私が呆れながら頬を掻くと、奈都は汗で額に張り付いた前髪を指でどけながら、疲れた顔で言った。

「私、生まれ変わったら、チサの敷布団になる」

　苦しそうに喘いでいるが、口元はどこか嬉しそうだ。「変態」と冷静に突っ込むと、奈都は心外そうに「えーっ！」と声を上げた。

　お腹が空いたので一度起きて、インスタントラーメンに卵を落として食べた。涼夏ならもう少しましな料理を作るだろうが、生憎私も奈都も料理は得意ではない。

「チサ、涼夏のお料理教室の成果は？」

　奈都がラーメンをすすりながら、呆れた顔で言った。自分もろくに包丁を使えないくせに、見事な棚上げだ。

　涼夏というと、今頃バイトだろうか。私と同じくらい毎日文化祭の準備を頑張り、当日も全力ではしゃいでいたのに、元気な子だ。窓の外は青空が広がっているが、私はどこにも出かける気がしない。

　奈都に「アヤは？」と聞かれたので、今日はバンドメンバーと打ち上げだと答えた。二人とも空いてなかったから奈都に声をかけたと言うと、奈都が実に残念そうにため息をついた。

「涼夏もアヤも空いてなかったから私なんだね？」

「言いながら、そう解釈されるだろうなって、ちょっと思った」

「解釈っていうか、実際にそうじゃん」

　奈都が不満げに唇を尖らせた。確かに、もし涼夏が空いていたら、今頃涼夏と遊んでいただろう。疲れてはいたが、頑張って外に出ていたかもしれない。

「たまには、涼夏とアヤが空いてても、最初に私に声をかけてくれるみたいな奇跡はないの？　ないか。ないよね。もういいよ」

「自己完結しないで」

　無念そうに首を振る奈都を、私は呆れた眼差しで見つめた。あの二人より奈都の方が忙しいのは確かだ。だから優先的に二人に声をかけているが、それは友達としての優先度ではない。そう言ったところで、奈都は信じてくれないだろう。

「正妻は奈都だから」

　甘い声でそう言ったが、奈都はますます不機嫌な顔で私を睨んだ。

「正妻って言っておけば、私が満足すると思ってるでしょ」

「それは案外、図星かもしれない」

　冷静にそう告げると、奈都は驚いたように眉を上げた。

「うわー、他人事みたいだ」

「でも奈都は、私のおっぱいをたくさん揉んだ」

「それは、揉むか揉まないかだけの話だよ。別に涼夏が同じことをしても、正妻以外ダメとか、そういうわけじゃないんでしょ？」

「うん」

　あっさり頷くと、奈都が大袈裟に首を振ってテーブルの上に突っ伏した。涼夏がそういうことをしたいかはわからないが、もしされても別に嫌ではない。涼夏がそれで楽しいのなら、好きにしてくれていい。

　私は食べ終わった器を片付けてから、奈都の髪をわしわしと撫でた。腕を引っ張って部屋に戻ると、奈都がごろんとベッドに横になりながら、疲れたように天井を見上げた。

「何か、私だけが許される真の正妻ムーブはないの？」

「真の正妻ムーブ……」

　なかなかカッコイイ響きだ。少し考えたが、何も思い浮かばなかった。奈都にしてほしいことは涼夏にもしてほしいし、涼夏にされたくないことは、奈都にもされたくない。

「例えば、奈都がどうしても私を裸にして、椅子に縛り付けたいって言うなら……」

「言わないから！」

　奈都が顔を赤くして声を荒げた。可愛い反応だ。

「まあ、考えておくよ」

　適当にそう言いながら、もう一度ベッドの上に横になった。食後でももう眠気はないが、今日は一日中ごろごろしていよう。

　文化祭は柄にもなく頑張り過ぎた。明日からまたのんびりした帰宅部ライフを送るために、今日はしっかりと英気を養おう。

　奈都があくびをしながら、私の胸を枕にして横たわる。そんな奈都の髪を撫でながら、私も目を閉じて怠惰な一日を貪ることにした。





　第二十一話　体育祭




　ユナ高の文化祭は、伝統的に九月の最後の土日に行われるが、体育祭も同様に、体育の日に行うと決まっていた。今はスポーツの日と名前が変わったのだったか覚えていないが、元々この祝日は東京オリンピックの開会式が行われた十月十日に制定されていた。

　それがハッピーマンデー制度によって月曜日に移動したことで、ユナ高の体育祭も祝日の前の土曜日に変更になった。つまり、文化祭の丁度二週間後ということだ。

　体育祭の練習自体は文化祭の前から行われていたが、文化祭が終わったことで校内は一気に体育祭ムードになった。西洋風のクリスマスが終わった後、すぐに和風の正月ムードになる年末に似ている。そう言って笑うと、涼夏が心底どうでもよさそうにため息をついた。

「体育祭なんて滅べばいい」

　文化祭が終わってから、涼夏はずっとこの調子だ。体育祭は体力測定と違ってお祭りである。見た目に面白い競技もたくさんあるし、文化祭で結束が強くなったクラスにおいて、誰がどの競技に出場するかをワイワイ話すのもなかなか楽しい。

　友達も多く、賑にぎやかなのが好きな涼夏は、体育祭もきっと楽しむのだろうと思ったら、まったくそんなことはなかった。出会った時から運動は苦手だと言っていたが、私が思っていたより遥かに苦手らしい。嫌いと言った方が正しいかもしれない。私が見る限り、そこまで身体能力が人より劣っていることはない。ただ、暑いのが苦手と言っていたし、汗だくになって走り回るのが嫌いなのだろう。

「全力疾走とか、必要なくない？　一〇〇メートル走るのが人より五秒遅かったからって、人生にどれだけの影響があるって言うの？」

　涼夏が真顔でそう言うと、隣で絢音がくすくすと笑った。内容はともかく、いつも明るくてポジティブな涼夏が、つまらないことで愚痴を零しているのは面白い。私も思わずにやけると、涼夏が不満げに唇を尖らせた。

「絢音はなんでも出来るし、千紗都ちさとも元々運動部だし、引きこもりの料理部員の気持ちなんてわからんのだ」

　意外でもないが、三人の中では絢音が一番足が速い。元より一番背が高いし脚も細いからおかしくはないのだが、成績も良くてギターも弾けて歌も上手くて、その上運動能力も高いのだから、神はこの子にたくさんの物を与えたようだ。ただバドミントン部に所属していただけで、大会の一つにも出られなかった私とは違う。

「涼夏は可愛くて女子力も高いから、体育祭くらい、ひーひー言いながら最後にゴールテープを切るくらいのハンデがあって丁度いいんだよ」

　絢音がからかうようにそう言うと、涼夏は「そんなの要らんし」と無念そうに首を振った。容姿に関して言えば、確かに涼夏はずば抜けて可愛いが、絢音だってクラスでは可愛い方だ。春からずっと、帰宅部が一番豊作だと男子が噂うわさしているが、絢音はその中に自分も入っているという自覚がまるでない。もっとも、それは私も同じだが。

「背渡りとか、楽しそうだよね。私、存在も知らなかった」

　プログラムを思い出しながら声を弾ませると、涼夏が達観したような眼差しで私を見た。

「土台になって踏まれて、走って土台になって踏まれて、あの競技の何が楽しいのか、私にはまるで理解できない」

「まあ、やるより見てる方が楽しそうだけど、自分の前にどんどん道ができるのって面白そうじゃん？　モーセかよって」

　私がそう言って目を細めると、絢音が「まさかの出エジプト記」と笑いながら肩を震わせた。生憎私は土台だが、小柄で見た目にも軽そうな涼夏は、走る役に選ばれかけた。割と本気で嫌がった結果、涼夏も土台に収まったが、文化祭に引き続き涼夏を指名した委員長を、涼夏が「いい加減にせい」と一喝したシーンは、一年三組の歴史に残る名場面として、クラス全員の記憶に刻み込まれた。

　クラス中が静まり返った伝説の五秒を思い出して、絢音と二人で笑っていると、涼夏が肩を落として恨みがましく私を見上げた。

「千紗都、文化祭の時もそうだったけど、体育祭も楽しそうだよね。体育祭も休んだの？」

　涼夏が言っているのは、中学時代の話だ。友達のいなかった私は、中学最後の文化祭に行かなかった。それもあって、高校では楽しもうという気持ちが人一倍強かった。体育祭には参加したが、涼夏の想像通り、あまり楽しくはなかった。ただ、それと今の高揚感は関係ない。

「たぶん私、お祭りが好きなんだよ」

「クールで清楚で、いつも一歩後ろから穏やかに見守る帰宅部の部長様が、意外ですなぁ」

　涼夏がおどけながらそう言って、同意するように絢音も頷いた。先程まで私と一緒に涼夏をからかっていたのに、同調力の強い子だ。

「私のどこがクールなの？　涼夏がキュートで、私がパッション、絢音がクールでしょ」

　私が当然のようにそう言うと、涼夏が呆れたように肩をすくめた。

「その分類が何かは知らんけど、あのライブ演奏を見たら、どう考えても絢音がパッションでしょ。んで、控えめで大人しい千紗都がクール」

「コミュ障で暗いって言った？」

「言ってない」

　いつもの掛け合いに、絢音が体を折り曲げて笑った。確かにこの子がパッションかもしれない。

　体育祭は主にクラス対抗で行われる。定番のスウェーデンリレーから綱引き、騎馬戦、応援合戦の他に、どんどん増えて行く二人三脚や、先程話題にした背渡り、台風の目、邪魔のできる玉入れなど、十種類以上の種目を丸一日かけて行う。見に来る保護者も多いらしく、一説には文化祭よりも盛り上がるという。

　ユナ高は部活動が盛んで、帰宅部はごくわずかしかいない。もちろん、吹奏楽部をはじめ、文化部に所属している生徒も多いが、それでもどのクラスにも運動部の部員がたくさんいる。彼らに任せておけばいいのだと涼夏は言うが、生憎全員強制参加だ。

「五人六脚とか、出来る気がしない。千紗都と絢音と三人四脚ですら自信がない」

　涼夏が自分の参加種目を挙げながら、深くため息をついた。他には綱引きと玉入れ、応援合戦に参加するが、ぶっちゃけそれらの競技は本気でやらなくても目立たない。ただ、二人三脚はそうではない。呼吸が揃わなければゴールできない。

「それを言ったら、私なんてタイヤリレーの上だよ？　まあ、すごく面白いからいいけど」

　私がそう言うと、涼夏がとんでもないと首を振った。

　タイヤリレーとは、人が上に座っているタイヤを、何人かがロープで引っ張って走る競技で、引く人の呼吸とタイヤに座る人のバランス感覚が重要になる。一クラス何回か行うが、その内の一回に何故か私が抜擢された。息を潜めて生きていたが、文化祭の実行委員をしたことで、クラス内での認知度が上がってしまったようだ。

　私が無念だと首を振ると、絢音が可笑しそうに頬を緩ゆるめた。

「千紗都は入学初日から目立ってたよ？」

「何故？　影のように生きてたはずだけど」

「言うまでもないでしょ。私、千紗都の友達だってことを結構羨ましがられてたし、千紗都と絡みたかった子は多いんだよ」

　絢音がそう言うと、涼夏が「それはいかんなぁ」と腕を組んで、ツラそうに眉根を寄せた。

「千紗都は私たちのものだと、もう一度人民に知らしめる必要がある」

「そうだね。敵は男子よりむしろ女子だよ」

　二人が結束を深め合うように握手をした。特に他の子と仲良くする気はないが、二人が勝手に不安を抱いて、私への干渉を強めてくれるのなら、それは願ってもないことだ。二人が構ってくれなくなったら、私の高校生活はおしまいである。

　何にしろ、体育祭は楽しみだ。涼夏には悪いが、私は思い切り楽しみたいと思う。




　体育祭が近付いて来ると、何時間か授業が中止になって、体育祭の練習に充あてられる。十月に入ってから多少涼しくなったとはいえ、日中はまだまだ暑いし、外で走り回っていると体操服は汗まみれになる。

　タイヤリレーの練習が終わったので、木陰に座ってお茶を飲んでいたら、涼夏が嘘泣きしながらやってきた。

「私今日、バイトなのに。シャワー浴びたいよぉ」

　汗で張り付いた白い体操服が、砂で汚れている。今日もだいぶ転んだようだが、見ている限り、だいぶましになってきた。一位は無理でも、上位を狙えるのではないか。そう思って見ているが、他のクラスを知らないからなんとも言えない。奈都も二人三脚に出ると言っていたので、当日は奈都と涼夏の戦いを楽しみたい。

　ハーフパンツから覗かせる膝に擦りむいた痕があって、血が滲んでいた。大丈夫かと聞くと、涼夏は今気が付いたように「本当だ」と驚いた顔をした。それからいたずらっぽく笑って、座っている私に膝を突き出した。

「舐めて」

「いや、頭おかしいでしょ！」

　私は思わず声を荒げて手を振った。

　たまたま一人で座っているが、グラウンドは三組の他にもたくさんのクラスが利用している。たとえ一瞬であっても、誰にも見られずに涼夏の膝を舐めるのは至難の業だ。必死にそう訴えると、涼夏はキョトンとした顔で「冗談だよ」と呟いた。

　脚を洗ってきてから私の隣に座ると、涼夏は風を送るように体操服をバタバタと上下させた。汗に光るうなじが艶めかしい。舐めたい衝動を堪えながら見つめていると、涼夏が首を押さえて少しだけ身を引いた。

「エロい目で見てる」

「舐めたい」

「頭おかしいでしょ」

　どこかで聞いた台詞だ。顔を上げると、絢音がクラスメイトと一緒に棒を持って走っていた。あの台風の目という競技は、それこそ何が面白いのかよくわからないが、やってみたら意外と難しいらしい。

「今日は真っ直ぐ帰って、涼夏の分までシャワーを浴びようかな」

　静かにそう呟くと、涼夏が極めて遺憾だと首を振った。

「帰宅部の活動をサボるのはいけないと思います。西畑さんとちゃんと遊んでください」

「でも、汗臭いし」

「汗臭い千紗都っていいよね」

　涼夏がそう言いながら、私に顔を近付けてくんくんと嗅いだ。つい最近奈都に同じことを言ったが、自分が言われると恥ずかしい。

　くだらない話をしながら次の出番を待っていると、絢音が疲れた様子でやってきた。勢いよく座って、乱暴に私の肩に寄りかかる。日差しの中を走り回っていたせいか、体が熱い。

「疲れた。なんで帰宅部の私が外側なんだろう」

　絢音が水筒のお茶をあおって、大きく息を吐いた。やったことがないのでわからないが、台風の目は外側の運動量が多いらしい。色々な競技に参加したいが、全員が全部の競技に出るのは時間的にも体力的にも無理なので、大体一人三つか四つだ。私が残念がると、涼夏が「私の代わりに全部出てくれ」とげんなりした顔で言った。

　綱引きに呼ばれたので、絢音を残してグラウンドに行く。ユナ高の綱引きは東西南北四方向から四チームが同時に引くという変則的なもので、練習も丁度グラウンドを使っていた他のクラスと合同で行った。

　帰宅部員の私と涼夏が入っている時点でお察しなのだが、他が運動部員なのでなかなか健闘する。このメンバーにおいて、私と涼夏の必要性は疑問だが、いないよりはまし程度でも役に立てればと思う。

　そうして最後の授業まで体育祭の練習で一日を終えると、体中が汗で不快極まりないことになっていた。濡らしたタオルで拭いたし、制汗剤も使ったが、やはり一刻も早く帰ってお風呂に入りたい。

　これからバイトだという涼夏は、下着も替えていた。何を血迷ったのか、絢音が涼夏のパンツを強奪して顔をうずめ、涼夏が悲鳴を上げながら絢音を追いかけ回していた。とても楽しそうだ。

　練習で疲れていたので、一つ先の古沼ではなく最寄りの上ノ水まで歩きながら、涼夏が可愛い顔をしかめて首を振った。

「これからバイトとか地獄だ。千紗都の家に寄ってシャワーを浴びたい」

「時間があるなら、別にいいけど」

「時間は無い。私がバイトしてる間、二人ともちゃんと帰宅部の活動してね？　活動の報告を後でメールするように」

　涼夏が一蓮托生だと、指で銃の形を作って私たちに向けた。

「まあ、シェイクくらいは飲んで帰ろうか」

「そうだね」

　私の提案に、絢音が穏やかに微笑む。実際のところ、早く帰ったところで退屈するだけだ。

　駅に着くと、少し通学路から逸れたところで、絢音がいつも通り涼夏を抱きしめた。そのまま全力で匂いを嗅いで、涼夏が顔を赤くして引き剥はがす。

「やっぱり夏服が恋しいなぁ」

　絢音が恨めしそうにブレザーの襟えりを触りながら、唇を尖らせた。相変わらず毎日別れ際にハグしているが、温もりはすっかり布の向こうだ。

「たまには私もするか」

　そう呟きながらそっと涼夏を抱きしめると、涼夏がやけくそ気味に私の体を締め付けるように引き寄せた。

　イエローラインで一駅移動して、涼夏と別れて古沼で降りた。予定通りマックに寄ってシェイクを飲みながらノートを開く。体育祭が終わるとすぐに中間試験だ。ここで浮かれて遊んでいると痛い目を見るのが明らかだが、ひどく疲れていてとても勉強する気分ではない。

「絢音は、中学の体育祭はどうだったの？」

　なんとなく聞いてみると、絢音はバッグから教科書を取り出して、閉じたままテーブルに置いた。

「楽しかったよ。障害物競走とか馬跳びレースとかあった。今思うと、意外とガチ目の種目が多かったかも」

「障害物競走はうちもあったなぁ。あと、タイヤを取り合うヤツとかやってた」

　思い返すと、割とチームで協力する競技が多かった気がする。だから余計に私は楽しめなかったのだが、客観的に見たらうちの中学の体育祭は盛り上がっていた。奈都は随分活躍していたが、今年はどうだろう。

「友達と競えるといいんだけど。私は玉入れが莉絵りえと一緒になるくらいで、それも競う感じじゃないし」

「私も奈都と走りたかったなぁ」

　そもそもリレーの類には何も出ていない。絢音が「それはいいね」と笑ってから、「今度やろうか」と顔を綻ほころばせた。体を使う遊びはたくさんあるから、遊びで走るのも悪くない。奈都はきっと乗ってくるだろうが、どう考えても一人嫌がる人がいる。

「前に涼夏、走るのは文明人のすることじゃないとか言ってたし、あんまり走ってるとこ見ないよね」

　私がシェイクをズズッと吸うと、絢音が考えるように首を傾けた。

「海でビーチボールで遊んでた時は走ってたかな。服を着てる時に汗をかきたくないんだろうね」

「メイクもしてるしね。元気なインドアっていうのも、キャラが立ってていいかもしれない」

　それからしばらく、いかに涼夏を走らせるかについて二人で知恵を絞ったが、ろくなアイデアが浮かばなかった。そもそも、したくないことをさせるのも可哀想だ。

「屋内スポーツ大会にしよっか。ボウリングとか卓球とか」

　絢音のアイデアに、私は大きく頷いた。上手い下手は別にして、それなら涼夏も楽しんでくれそうだ。

　遊びは楽しみだが、まずは数日後に迫ったリアルなお祭りである。絢音と体育祭の傾向と対策について話し合っていたら、結局教科書は開かずに終わってしまった。勉強は体育祭が終わってから頑張ろうと思う。




　三連休初日の土曜日は、うっすらと雲のかかった青空の広がる、絶好のスポーツ日和になった。日中は暑くなりそうだが、文化祭のような灼やけるような日差しではない。すっかり秋だ。

　グラウンドを囲むように、ユナ高の全生徒が体操服で座っている。クラスごとに描かれた応援パネルを遠目に眺めていると、隣で涼夏が独り言のように言った。

「今日は頑張るぞ。一位を取ろう」

　およそ涼夏らしからぬ発言に、ギョッとして見ると、涼夏は私と目を合わせずに、パンフレットの表紙に視線を落としたまま微かに笑った。

「私、体育祭大好き。活気があって、お祭りって感じがする」

「涼夏、どうしたの？　大丈夫？」

　思わず肩に手を乗せると、涼夏の向こう側で絢音が顔を押さえて肩を震わせた。帰り道だったら声を上げて笑っていたかもしれない。今はクラスメイトに囲まれているから我慢してほしい。

　私がゆさゆさと体を揺らすと、涼夏は顔を上げずに感情のこもらない声で続けた。

「玉入れとか、楽しそう。童心に帰る。たくさん投げて、チームに貢献するんだ」

「涼夏、しっかりして。壊れちゃったの？」

　私が迫真の演技でそう言うと、とうとう絢音が堪え切れないというように、涼夏を抱きしめて肩に顔をうずめた。

「おかしい。二人ともおかしい。無理」

「いや、私は普通でしょ」

　私が大変遺憾だと強く抗議すると、涼夏が絢音を引き剥がしながら顔を上げた。

「千紗都と絢音も頑張ってね？　帰宅部は可愛い以外に取り柄がないとか、そんなことないって見せつけてやろう」

「そんなこと言われたの？」

「言われてない」

「言われてないんだ……」

　意味がわからないが、とりあえず会話になったので、ほっと息を吐いた。言われるまでもなく私は頑張るつもりだが、ようやく涼夏もやる気になったのだろうか。そもそも手を抜くタイプではないし、今日は授業もなければバイトもない。全力で汗だくになって、気持ち良くシャワーを浴びてくれたらと思う。

　開会式の時間になると、全員グラウンドに整列をして、校長の短い話の後、生徒代表が選手宣誓を行った。たくさん集まった保護者から拍手が起きる。今日は親が見に来ると言っていたので、どこかにいるだろう。恥ずかしいので来て欲しくないと言ったが、文化祭は我慢したからせめて体育祭くらい行かせろと言われて諦めた。お金を出してもらっている身だし、そもそも過保護で私のことが大好きな両親だ。

「二人の家は、誰も見に来てないの？」

　元の場所に戻りながら聞くと、絢音は来ていないというように首を横に振った。涼夏が不機嫌な顔でため息をついた。

「妹が友達連れて来るって」

「絶縁したんじゃなかったの？」

　私が思わず眉を上げて聞くと、絢音が小さく噴き出して口元を押さえた。相変わらず笑いのツボが浅い。

「まったくしてないどころか、再来年ユナ高も候補に入れてるから、様子を見たいって」

「二つ差だったよね？　じゃあ、私たちが三年の時に一年か」

　学年トップの可愛さを誇る猪谷いのや涼夏の妹だ。話題になるだろう。うちの吹奏楽部は強豪だが、吹奏楽を続けるのだろうか。それとも涼夏のように辞めて、バイトをするのだろうか。

　嬉々としてそんな話をすると、涼夏が無表情で目を細めた。

「そもそも私は来て欲しくない。その頃には千紗都と廊下でベロチューするような仲になってると思うから、そういうのを妹に見られたくない」

「それは、なってないと思うな……」

　どこまで本気かわからないので、適当に流しておいた。ベロチューするのは構わないが、廊下でするのは勘弁してほしい。

　体育祭最初のプログラムは一〇〇メートル走だ。各クラス五人ずつ出て、学年ごとに五回ずつ競争する。全学年で十五回。タイムではなく、それぞれ一位から三位にポイントが加算されるから、どのタイミングで誰を出すかも重要になってくる。

　ちなみに、一年から三年までクラスの数が同じなので、一組チーム、二組チーム、三組チームというふうに、クラスごとにチームになっている。一度も他の学年と一緒に練習はしていないが、合同でやる競技もあるので、自然と同じ組を応援することになる。

　なお、先輩の中では唯一顔と名前が一致して、文化祭の後にも何度か挨拶をしている占い師の璃奈先輩は、同じ三組らしい。せっかくなので応援したいと思う。バトン部だが、早速一〇〇メートル走にもエントリーしている。

　一年生から順に走るので、スタート位置でクラスメイトがウォームアップを始めた。軽快なリズムの曲が流れて、放送部が出場者の名前を告げる。ピストルの音とともに歓声が上がる。私たちも声を出して応援したが、一年三組は一度も一位を取れなかった。もっとも、ポイントはそれなりに稼いだので、先輩たちに恨まれずに済むだろう。

　二年生は二人が一位を取ってくれたが、璃奈先輩は残念ながらドベだった。毎回、誰かはドベになるのだから仕方ない。三年生が走っている途中で、次の綱引きのために立ち上がった。参加しない絢音が、「頑張って」と私たちの手を握る。涼夏が笑いながら頷いた。

「任せて。全員薙なぎ倒してくる」

　どう考えても無理だと思うが、勇いさましいのはいいことだ。

　一〇〇メートル走は八組中五位で終わった。涼夏は「綱引きで巻き返すぞ」とにこにこしていたが、帰宅部二人を配した我らが一年三組は、案の定いいところなしで終わってしまった。うちの親にも涼夏の妹にもみっともないところを見せてしまったが、どう考えてもこの後も見せ場はない。所詮帰宅部である。

　クラスに戻ると、絢音が「お疲れ様」とタオルを渡してくれた。入れ替えで絢音が次の台風の目の準備に向かう。

「仇かたきを取ってくれ」

　涼夏が死にそうな声で言うと、絢音が「任せて」と親指を立てた。みんな自信だけは満々だ。

　先輩が綱引きをしている間に奈都を冷やかしに行くと、奈都は二位のところに提げられた一組のプレートを指差しながら、余裕の笑みを浮かべた。

「綱引きも三組は惨敗だったし、これは私たちの勝ちかな」

「そうかもね」

　あっさりそう言うと、奈都は実に無念そうに大きく頭を振って、勝ち気な瞳で私の顔を覗き込んだ。

「負けた方がアイスを奢おごる約束、忘れないでね？」

「忘れるも何も、そんな約束した覚えがないんだけど」

「もう忘れてるし！　奢りだからね！」

　奈都に念を押されて、一組の陣地を後にした。もう忘れているも何も、本当にそんな約束はしていないが、まあいいだろう。何かを賭けると、なんとなく勝てそうな気がする。五位からの逆転劇を刮目かつもくして見るがいい。

　涼夏と並んで絢音を応援する。台風の目は、リレーのように棒をどんどん次の組に渡していく。全学年合同なので、一位とドベのポイント差が大きい。これに勝てば一気に逆転できる可能性もあったが、順位を一つ上げただけで終わった。リレー形式なので、絢音たちが速かったのかどうかもわからない。

「わたし的には結構頑張ったと思うけど、どうかなぁ」

　戻ってきた絢音がどっかりと腰を下ろして、疲れたように涼夏にもたれかかった。涼夏が「頑張った頑張った」と子供をあやすように言いながら、絢音の頭を撫でる。

　午前の部は男子による騎馬戦で終了になるが、その前に涼夏と奈都の参加する二人三脚が行われた。「絶対に一位になる」と気合を入れて臨み、実際に一度も転ばずにゴールしたが、やはり上には上がいて、結果は三位だった。なお、奈都のチームは二度も転んで七位。涼夏に励まされて悔しがっている奈都がとても可愛かった。

「それにしても、帰宅部、いいところ無しだねぇ」

　騎馬戦を眺めながら私が言うと、涼夏が力強く頷いた。

「部活対抗リレーで華々しくデビューしよう」

「出ないし。っていうか、部活入ってないし」

　冷静に突っ込むと、「それ言っちゃおしまいじゃん」と、涼夏が寂しそうに肩を落とした。

「やっぱり部長のタイヤリレーでしょ。私たちの思いは部長に託す」

　絢音がそう言うと、涼夏も二度ほど頷いて私の手を取った。

「やっぱり最後は千紗都だよ」

「いや、私、タイヤに座ってるだけだから」

「千紗都はやれば出来る子だから！」

「座ってるだけだってば！」

　懸命に訴えたが、二人ともキラキラした眼差しで私を見るばかりだった。

　実際のところ、座っているだけではない。バランスを取るのは大変だし、走る子にわーわーと指示を出している。スキー場で親に引かれる子供のソリとは違うのだが、傍目には同じだろう。

　お昼休憩にお弁当を食べ、応援合戦の後、吹奏楽部の演奏を聴き、部活対抗リレーが行われる。奈都も走るとのことだったので、全力でバトン部の応援をしたが、書道部や漫研にも負けるという悲惨な順位だった。

　がっくりと肩を落として立ち寄ってくれた奈都に、涼夏が慰なぐさめるように言った。

「憐あわれだね。いいところがなかったよ」

「それ、慰めてるの？　とどめなの？　部員、女子しかいないし、仕方ないじゃん。しかもたすきの代わりにバトン持って走ったんだよ？　書道部なんて筆だよ？」

「早口だね」

「涼夏嫌い！　チサ、部員の教育がなってない！」

　私に八つ当たりしながら、ポカポカと叩いてくる。可愛らしい仕草だ。

　やはり運動部の女子をもってして、漫研の男子にすら勝てないのかと言いたいところだが、女子テニス部は書道部に楽々で先着していたので、バトン部の各位には猛省を促したい。

　体育祭は大きな事故も怪我もなく、時々放送のアクシデントで笑いが起きる程度のトラブルだけで、順調に進行していた。背渡りも終わり、いよいよタイヤリレーの時間になって、私は帰宅部の期待を背負って立ち上がった。ここは絶対に一位を取ろう。

　意気揚々と競技に臨んだが、メンバーの気合が入り過ぎていたのか、練習でもほとんど転倒していなかったのに、派手に放り出されて六位に沈んだ。親も見に来ているというのに、一番の見せ場で無様な姿を晒さらしてしまった。

「最悪……」

　帰ってきてため息をつくと、涼夏が笑顔でガッツポーズした。

「撮れ高ＯＫ。無様な千紗都、すごく良かった」

「うん。可愛かった。二メートルくらい転がってた」

　絢音が光景を思い出したように、くすくすと笑う。ひどい部員を抱えたものだ。

　玉入れをわちゃわちゃ楽しんだ後、最後にスウェーデンリレーが行われる。帰宅部の出る幕はないので、黄色い声を飛ばしていたが、これも三組は五位という微妙な順位に終わった。

　総合六位。一組は総合五位。実に低レベルな争いだったが、楽しい一日だった。




　帰り道、絢音と涼夏と別れた後、奈都と一緒に最寄り駅のコンビニに入った。約束通りアイスを奢ると言うと、奈都は「悪いよ」と遠慮した。

「いや、約束だし」

　私が食い下がると、奈都は「そんな約束してないじゃん」と困ったように眉をゆがめた。言い出しっぺが一体何を言っているのか。

　それなら半分こしようと、棒つきのアイスを買って外に出た。ふと、懐かしい記憶が蘇る。

　近くの広場に移動して、ベンチに座ってアイスの袋を開けた。「持っててあげる」と言いながら、アイスを顔の前で固定すると、奈都は怪訝な顔をしてアイスをかじった。

　私もその反対側に口をつけると、奈都が恥ずかしそうに頬を赤らめた。

「変なこと考えるね」

「私の発案じゃない」

　両側からアイスを食べ進めて、お互い最後の一口を口に入れると、そのまま唇を重ねた。しばらくひんやりした舌を絡め合っていたら、だんだん口の中に熱が戻って来た。

　顔を離すと、奈都が陶然とうぜんとした顔で言った。

「発案者ともこれやったの？」

「その時はまだ、涼夏とキスしたことなかった」

　答えながら、棒を袋に入れる。奈都は驚いたように眉を上げた。

「アヤかと思った。涼夏って、言って結構まともそうじゃん？」

「気のせいだよ」

　即答すると、奈都があははと笑ってから、私に寄りかかって肩に頭を乗せた。夕方になって風が冷たさを帯び、しかもアイスを食べたせいで体が冷えたので、奈都の体温が心地良い。

　手を握ってしばらくぼんやり空を見上げていると、奈都が「秋だね」と呟いた。

「うん。奈都も名前をアキに変える？」

「そういう話じゃないから！」

　いきなり真顔で言われて、私は思わず声を出して笑った。

　文化祭に引き続き、体育祭も終わった。中間試験の後はもう、学校の行事は何もない。バトン部は秋祭りに参加したり、冬はクリスマスの近くに演技をするなど、ちょこちょこ予定があるそうだ。

　帰宅部は何をしようか。

　目を閉じて奈都の温もりを感じていたら、眠たくなってきた。今日はもう何も考えたくないから、また明日から頑張ろう。

　私も、親愛なる部員二名も、体育祭お疲れ様でした。見せ場はまったくなかったけれど。





　第二十二話　ビリヤード




　中間試験の成績表が配られて、私は思わず渋面になった。元々手応えは良くなかったが、きっと問題が難しかっただけで、みんな点数は低いのだろうと思っていたが、さすがにそれはポジティブすぎたらしい。

　学年五十一位。一学期から順位を二十位近く落とすという、とんでもない結果に言葉もなく絶望していると、隣から川波君がからかうように声をかけてきた。

「その様子だと、だいぶ悪かったね？」

「飛び降りたい」

　私が成績表を見つめたまま声を震わせると、川波君が呆れたように言った。

「死なないで。人生はまだまだこれからだ」

「五十一位とか、有り得ない」

「いや、俺よりだいぶいいんだけど……」

　川波君が一人でショックを受けたように目を見開く。川波君の順位は心の底からどうでもよかったが、私は残酷に突き付けられた五十一という数字から、しばらく目を離すことができなかった。

　親から、夏休みにアルバイトをしたせいで成績が落ちたと言われないためにも、今回はむしろ前回を上回る三十位を目指していた。それがこのザマだ。結局、夏休みにアルバイトを頑張ったせいで成績が落ちたのかもしれない。

　去年の夏は一人ぼっちで、勉強しかしていなかった。あの時と比べたら学力が落ちるのは仕方ないと思うが、親からの印象はどうか。

　その日の帰り道、私が順位を言いながらため息をつくと、涼夏が明るく笑って背中を叩いた。

「五十一っていうと、彼の人の背番号だね」

　私でも知っている偉大な野球選手のことだ。ユナ高野球部のＯＢだと知った時はさすがに驚いたが、今は極めてどうでもいい。

「だから何？」

「私はまた半分以下で、ナッちゃんにも負ける大波乱の展開だよ」

「涼夏がバカなのはもうアイデンティティの領域だから！」

　私が悲痛な叫びを漏らすと、涼夏が実に冷たい眼差しで私を見て、絢音が可笑しそうに肩を震わせた。

「私は、夏のバイトより、文化祭の準備の影響が大きかったと思うけど」

　絢音の言葉に、私は慎重に頷いた。それは本当にそう思う。文化祭など、誰かに言われた通りに準備をして、当日だけ楽しむスタンスでいたら、丸ひと月クラスのために走り回ることになった。絢音は絢音でバンド活動を頑張っていたし、週に二日はしていた絢音との勉強という名の遊びが、九月は一、二回しかできなかった。

「私たちの成績が壊滅したのは、全部文化祭のせい。今日はみんなで慰め合おう」

　私が泣きながらそう言うと、涼夏が「今日はバイトだ」と冷酷に告げた後、絢音が前を見ながら何でもないように言った。

「まあ、私は五位だったけどね」

「なんで！　どうして！」

　私は思わず頭を抱えて首を振った。涼夏が「今日の千紗都は一段と面白いな」と、楽しそうに笑った。

　絢音も文化祭の準備を一緒に頑張ってくれたし、それ以外の時間はほとんどバンドの練習をしていた。いくら塾に通っているとはいえ、あの状況下で成績を上げたのは魔法を使ったとしか思えない。

　そう訴えると、絢音はくすっと笑って目を細めた。

「実は三教科くらい、職員室でテスト用紙をコピーした」

「えっ……」

「内緒だよ？」

　唇の前で絢音が可愛らしく指を立てる。思わず真顔になったが、隣で涼夏が笑い転げていて冗談だと理解した。一瞬でも本気にしたのは申し訳なかったが、それくらい絢音の五位は衝撃的だった。

「まあ、夏休みに結構頑張ったおかげかな」

　あっけらかんと絢音がそう言って、私は思わず「二枚舌か！」と突っ込んだ。その結論では、結局私の成績が悪かったのは、夏休みにバイトをしていたせいになる。

　私がしくしく泣いていると、涼夏が陽気に私の肩に腕をかけた。

「随分落ち込んでるねぇ」

「今回は成績を下げたくなかった。こんなことなら、一学期に八十位だったら良かった」

「小学生みたいな理論だな」

　呆れたように涼夏が言って、意味もなく私の髪に指を絡めた。

　私より成績が悪かった涼夏の前で、あまり落ち込むのも申し訳ない。私は出てもいない涙をわざとらしく拭って顔を上げた。

「ちょっとね。やっぱり色々と買いたいし、またバイトもいいかなって思ってたけど、そんなことを親に言い出せる成績じゃなかった」

　これは漠然と考えていたことだが、これから涼夏の誕生日があり、年末にはもちろんクリスマス会をやるだろう。私はお小遣いを多くもらっている方ではあるが、もし可能なら平日に少しバイトをして、お小遣いの足しにしようと思っていた。しかし、この成績ではとてもそんな提案はできないし、私自身、もっと勉強しなくてはという思いが芽生えた。そう言うと、涼夏が難しい顔をした。

「そもそも私は、千紗都がバイトすることに反対だけどね」

　隣で絢音が、「私も」と難しい顔で頷いた。理由は聞くまでもない。一緒に遊ぶ時間が減るからだ。それをバイトをしている涼夏が言うのも勝手な話だが、その分涼夏は、私や絢音の金銭的負担を減らすために、時々奢ってくれている。バランス感覚がものすごくいいのだ。

　いい言葉が出て来なかったので、黙って歩いていると、涼夏が悩まし気に腕を組んで私の顔を覗き込んだ。

「やるとしたら、またカラオケ？」

　反対と言いながらもそう聞くのは、ただの世間話か、それとも反対したことを申し訳なく思ったのか。「何も決めてない」と答えてから、私は深く息を吐いた。

「私はね、働きたいんじゃなくて、お金が欲しいだけなの」

「いや、そりゃ、私もそうだけど」

　涼夏が呆れたようにそう言って、絢音が隣で笑い声を立てた。誰だって働きたくない。石油でも湧わいてきて、誰も働かずに暮らせる社会にならないかと呟くと、絢音が「ナウルみたいだね」と笑った。

「どこだそれ」

　涼夏が首を傾げて、私も知らないと首を振った。聞くと、太平洋にある島国で、リン鉱石の輸出で栄えたが、やがて枯渇して財政危機に陥ったらしい。マンガのような国だ。

　古沼駅に着くと、別れ際に涼夏が言った。

「本当にバイトしたいなら止めないから。私もしてるわけだし。使えるお金が増えるメリットはあると思う」

「うん。その時は相談する」

　ありがとうとお礼を言って、軽くハグをして別れた。




　十月下旬。日が落ちるのが早くなったとはいえ、帰宅部の活動時間帯はまだ明るい。交差点の信号が青になり、動き始めた車の群れを見つめていると、絢音が私の手を握って微笑んだ。

「今日はどうする？　早速勉強する？」

　テストの結果が悪くて落ち込んでいたのだ。それは当然の提案だったが、中間試験が終わったばかりでそういう気分ではなかった。

「私は遊びたい。勉強は、また来週くらいから頑張るよ」

　真顔でそう言うと、絢音が楽しそうに頬を緩めて、熱い眼差しで私を見つめた。

「私、千紗都のそういうとこ、好き」

「どういうところか、まったくわからない」

　私は自分で自分を楽しい人間だとも思っていなければ、そんなに変わった人間だとも思っていない。極めて普通だと思うが、絢音も涼夏も私を面白いと言う。二人の趣味がおかしいのか、私に天然の素養があるのか。前に絢音が、天然はバカの婉曲表現だと言っていたから、後者は勘弁願いたい。

「何か新しい遊びも開拓したいね。帰宅部秋遊び会議を開かないと」

　無目的に歩いても仕方ないので、手を繋いだまま街路の花壇に腰を下ろした。春は大抵勉強しているか、教科書を開かずにだらだらと喋っていることが多かった。涼夏とはウィンドウショッピングもよくやるが、絢音は買えないものを眺めるのがあまり好きではないようだし、恵坂えさかに出るにはお金がかかる。

　古沼に何か遊びはなかったかとスマホで検索していると、絢音が私の手の甲を指先で撫でながら口を開いた。

「そういえば、カラオケの地下に、ビリヤードがなかった？」

「ビリヤードか」

　存在は知っているが、一度もやったことのない遊びの一つだ。なんとなく男性の、しかも大人の遊びという印象だが、値段も安いし、女子高生がやっていけないということはない。

「絢音が教えてくれるなら、挑戦してみようかな」

　好奇心は大切だ。私が緊張しながら頷くと、絢音が「任せて」と握った拳を胸に当てた。

　何度も行ったことのあるカラオケ店に入ると、初めてビリヤードをお願いする。幸いにも台は空いていた上、三台あるビリヤード台は他に誰も使っていなかった。すぐに人が来るかもしれないが、これならみっともないミスをしても恥ずかしくない。

「まずどうすればいいの？」

　何もわからないので、バッグを椅子に置きながら聞くと、絢音がスマホをいじりながら、長い棒の並べられた一角を指差した。

「あの棒、キューっていうんだけど、あれでボールを打つみたい」

「いや、それは知ってる」

「持ち方も調べてみるね」

　絢音がそう言いながら、スマホを指でスライドさせる。私は思わず真顔になって声を潜めた。

「まるで絢音はビリヤードをやったことがないような言い方だった」

「やったことがあるなんて、一言も言ってないけど」

　不思議そうに絢音が首を傾げる。私は目を丸くして絢音の腕を掴つかんだ。

「えっ？　大丈夫なの？　初心者二人でなんとかなるものなの？」

「それはわからない」

　絢音がそう言いながら、台に移動して球を並べた。どうも形がいびつだったので、私も慌ててスマホで検索すると、どうやら球を綺麗に並べるための枠のような道具があるらしい。二人で探すと、台の下にぶら下がっていた。

「何もかも手探りでする感覚、悪くないね」

　絢音が楽しそうに笑う。さすがはサマセミや文化祭のステージで、知らない人を前にしてギターを弾きながら歌う子だけあって、度胸が据わっている。意味もなく、誰かに怒られるのではないかと冷や冷やしている私とは、人間の器が違う。

　キューを手に、しばらく動画で構え方や打ち方を研究してから、いざ最初のブレイクショットを絢音が放った。球にはまったく勢いがなかったが、ひとまず集まっていた球が綺麗に弾けて散らばった。どの球も落ちなかったから、次は私の番らしい。

　ルール自体は簡単だ。白い球を打って、台の上に残されている一番小さい数字の球に当てればいい。最初は、球が落とせるかは運に任せよう。

　記念すべき初めてのショットは、１番の球が近くにあったこともあり、無事に当たった上、他の球がポケットに落ちてくれた。

「もしかして私たち、結構上手なんじゃない？」

　絢音が柔らかく微笑む。調子に乗って、今度は少し強めに打ってみたら、白い球の端をかすめて、五センチくらいしか動かなかった。

　絢音が笑いながら白い球を取って、１番の近くに置く。失敗したら次のプレイヤーは好きな場所から打てるらしい。親切なルールだ。

　キャーキャー言いながら楽しんでいたら、他の高校の男子グループがやってきたので、声のトーンを落とした。絡まれたら嫌だなぁとハラハラしていたが、どうやらそういうつもりはないらしい。私がほっと胸を撫で下ろすと、絢音がくすっと笑った。

「私はそもそも、知らない男子から声をかけられたことがないから、その手の緊張をしたことがない」

「私が自意識過剰で男性恐怖症なだけだよ」

「それは経験から来るものであって、私は千紗都が自意識過剰だとは思わないよ」

　耳に優しい言葉だ。実際、私はそこまで自分を可愛いとは思っていないが、ナンパされた回数は両手で足りないので、警戒するのも許してもらえたらと思う。

　残り九番だけになってからなかなか落ちず、合わせて七回の失敗の後、ようやく私が落として一ゲーム目が終わった。これはなかなか面白い。絢音が次のゲームの準備をしている間に、写真を撮って涼夏に送り付けた。もうバイトが始まっている時間だから、返事は夜になるだろう。

　二ゲーム目になると、少し余裕が出てきたのか、絢音がプレイしながら静かに話を切り出した。

「千紗都。たぶんもう大丈夫だと思うけど、アルバイトのこと、私は反対だから」

　顔を上げると、絢音は慣れた手つきで手球を打ってから、少しだけ硬い表情で私を見た。

「まあ、平日にバイト入れちゃうと、あんまり遊べなくなるよね」

　私がそう言うと、絢音は力強く頷いた。

「うん。それだけ。別にそれ以外に理由はないよ。今日もすごく楽しいし」

「それは私も同じだけどね」

　打つ時は集中する。二人ともど素人でどうなるかと思ったが、この遊びは初心者にも優しい。いや、動画サイトのおかげと言うべきか。

「莉絵とさぎりんがね、二人ともユナ高だし帰宅部だし、一緒に帰ろうって言ってくれたけど、断った」

　絢音がぽつりとそう告げた。

　豊山さんと牧島さんは、絢音が文化祭で一緒にステージで演奏したバンド仲間である。特に豊山さんとは中学からずっと一緒で、私にとっての奈都と同じような存在だ。私が絢音や涼夏を奈都と引き合わせたように、もしかしたら絢音も、私たちの輪に豊山さんを加えたい思いがあるのかもしれない。

　もしそうなら、それを我慢する必要はない。そう言ってみると、絢音は小さく首を横に振った。

「私がそうしたくないからしてないだけ。だから、別に私は断ったんだから、千紗都もバイトをするなとか、そういうことが言いたいわけじゃないんだけど……そういうことを言ってるかもしれないね、私」

「それくらいの我が儘は許されるべきだと思う」

　はっきりそう告げると、絢音は嬉しそうに微笑んだ。

　最初に絢音が、たぶんもう大丈夫だと思うと言った通り、もうバイトをしたい気持ちは薄れていた。今回成績が落ちたことで、勉強の必要性を感じたし、そもそも平日にバイトをしたいというのも、漠然と思っていただけだ。涼夏には笑われたが、お金が欲しいだけで、働きたいわけではない。

「五十位はないな。また三十位まで戻したいって思うし。来週からはまた学年五位の先生に、勉強を教えてもらわないと」

　小さく息を吐くと、絢音が「それは喜んで」と頷いた。絢音にとって勉強は遊びの一つである。どれだけ巻き込んでも迷惑がかからないのは、もうよくわかっている。

「さっき涼夏に冗談で頭が悪いって言ったけど、涼夏はあんまりやる気がないだけで、たぶん三人の中で、一番私が頭が悪いと思ってる」

　私がそう独白すると、絢音が苦笑いを浮かべた。

「三人の中でって限定するなら、相対的にはそうかもね。でも、教えていて、呑み込みが悪いとか思ったことはないよ」

「そう言ってもらえると有り難いけど」

　私は頭がいいわけではない。勉強した分、成績に繋がっているだけだ。だから、勉強しなかったから成績が落ちた。それに比べて、絢音は頭がいい。努力を否定するつもりはないが、呑み込みの早さや記憶力の良さは、才能があるとしか言いようがない。

　涼夏も頭の回転は速い。テストの点が悪いのは、単にやる気が無いだけだ。本人は「やる気が出せないのは能力が無いのと同じ」と言うが、私はまったく違うと思う。涼夏がいつも余裕そうなのは、能天気だからではなく、やれば出来るという自信があるからだ。買いかぶりかもしれないが、私はそう感じている。

「勉強もできないし、運動もできないし、趣味もないし、私って何もない。この秋は自分探しの旅に出よう」

　愚痴っぽくならないようにそう呟くと、絢音は可笑しそうに口元に手を寄せた。

「ヘタレな千紗都、大好き」

「それは嬉しくない」

「千紗都はちょっと自己肯定感が低すぎるね。今だってビリヤード、私に勝ったし、こうやって新しい遊びに挑戦する気持ちもあるし、アルバイトだって頑張ってたし、文化祭だって成功したし。可愛いだけじゃなくて、千紗都にはいいところもすごいところもいっぱいあって、私はそういう全部が好きなんだよ？」

　真っ直ぐ見つめられて、私は思わず顔が熱くなって目を逸らせた。

「いきなり真顔でそんなこと言われたら、照れるからやめて」

「惚ほれた？」

　絢音がくすくすと笑う。とっくに惚れているが、それは言葉にしなくても伝わっているだろう。　

　二回目も私が勝利して、三回目に挑む。なかなか楽しいので、これを趣味にするのも悪くないと言うと、絢音が呆れたように肩をすくめた。

「少し楽しいと、なんでも趣味にしたがるね。タロットもそうだったけど」

「人生に焦りを感じてる。絢音のギターとか、涼夏の料理みたいな、誇れる何かが欲しい」

「広く浅くやるメリットもあると思うけどね。でもまあ、千紗都が何か始めたら、私はそれに全力でついていきたいと思うから、あんまり一人で突っ走らないでね」

　やんわりと釘を刺して、絢音が軽く私の手に触れた。張り合っているわけではない。絢音も涼夏もすごいから、自分が隣に並んで恥ずかしくないような自信が欲しいだけだ。

　ただ、もしかしたらそれは、絢音の言う通り、私には性格的に無理なのかもしれない。結局私は、他人に依存しなければ生きていけないのだ。




　たっぷり遊んで店を出ると、すでに外は暗くなっていた。つい先日体育祭をやったのが嘘のように、風が冷たさを帯びている。昼と夜の寒暖差が大きい季節になってきた。

　休憩中に見たのか、涼夏から羨ましがるメールが返ってきていた。むしろ自分のいない場所で、そんな面白そうなことに挑戦するなと怒られた。今度三人で遊びに来よう。

　別れ際、いつも通りハグしたら、絢音がきつく私の体を抱きしめて離してくれなかった。布が増えて感触はいまいちだが、寒いので温もりが気持ちいい。

「私、思ったんだけど、趣味らしい趣味を持ってる女子って少ないと思う」

　まるでカフェでテーブルを挟んで話しているかのようにそう言われて、私は思わず反応に困った。絢音が私の髪に指を滑らせながら続けた。

「だからって、千紗都がしたいことを否定するわけじゃないけど、なんとなく部長には、私や涼夏が何をしても受け入れられるように、受けを広くしておいて欲しいんだよね。バイトを反対したのもそんな感じ」

「言い様、捉え様だね」

「とにかくまず、涼夏の誕生日の企画をしよう。千紗都個人の悩みは後にして」

　絢音が笑いながらそう言って、唇を重ねた。しばらくキスを楽しんでから体を離す。

　手を振って別れると、私は絢音の温もりを思い出しながら、イエローラインの改札をくぐった。

　受けを広く。まずは涼夏の誕生日。私にもいいところがある。趣味が欲しい理由。自己肯定感。落ちた成績。

　この秋は考えることが多そうだ。退屈しなくて丁度いい。そこまでネガティブになっているわけではない。

　今日はビリヤードに挑戦した。そうして一つずつ積み上げていこう。きっとそれが、私という人間の礎になる。





　番外編　チェアリング




　私は土日は大体暇している。奈都も土日は部活がないし、絢音も塾は平日にしか入れていない。涼夏は時々バイトをしているが、それ以外にはあまり予定はない。

　そんなわけで、私は土日もほとんどいつものメンツで遊んでいるが、奈都は私たち以外にも友達がいるし、絢音はバンドの練習をしていることもある。他にも、そもそも一人でのんびりしたい時もあるだろうし、宿題や勉強をしたい日もあるだろう。絢音や奈都はお金の問題もある。

　だから、私は気にせず誘うが、特に用事がなくても遠慮なく断ってほしいと、春の頃に約束をした。私の方で気を遣って声をかけるのを控える提案もしたが、そういうのは望んでいないと二人に却下された。

　その結果、土日も大抵誰かと遊んでいるが、やはり時には誰も空いていないこともある。そんな時は仕方なく一人で過ごすのだが、私はとにかく一人で時間を潰すのが苦手だった。

　ぼんやりと動画を見たり、インスタを眺めたり、リビングでテレビを見たり、部屋で勉強したりしていると、いつの間にか一日が終わっている。そして、本当にただ時間をやり過ごしただけの休日に、寂しい気持ちになるのだ。

　その日曜日も、久しぶりにぼっちの一日だった。朝から天気が良く、こんな日に一人で引きこもって動画を見ていたら、一体何のために生まれて来たのかと、自らに哲学的な問いかけをしてしまうだろう。

　そういう意味では、奈都はアニメのシリーズを丸一日かけて見た話なんかを嬉々としてしているので、私とは人種が違う。ただの暇潰しで動画を眺めている私と違って、奈都のアニメ鑑賞は立派な趣味なのだ。

　タブレットで何か一人でできるアウトドアな遊びはないかと検索したら、チェアリングというシュールな遊びがヒットした。公園などにキャンプ用の椅子を持ち込み、風を感じながらのんびり過ごすというものらしい。

　どうせ家にいても、またいつもと同じ無為むいな一日になるだけである。それならまだ、変わったことをした方が面白そうだし、話のネタにもなる。

　ネタのためにやるのもどうかと思うが、私は友達との関係性でしか自分という人間を語れない。熟練のチェアリンガーにはお叱りを受けそうだが、どこにも書かないので許して欲しい。

　ラフな服を着て帽子をかぶり、父親のキャンピングチェアを肩にかける。細長い袋に収納されていて、一見椅子とはわからないが、なかなかの重量感だ。駅まで持って歩くだけでも大変そうだ。

　出かける時に親に心配されたが、一体何を心配されたのだろう。娘が一人で危なくはないかという心配ならいいが、いよいよ頭がおかしくなったと思われたのなら残念だ。

　外に出ると日差しが心地良かった。秋特有の、乾いた暑さだ。

　さて、どこに行こうか。近場の大きい公園なら、電車で行ける亀歩きほ公園か翔外しょうがい緑地。人がたくさんいそうだが、人があまりいない場所より目立たなくていい気がする。

　自然の森は怖いし、海は気持ち良さそうだが少し遠い。全然面白くなくてすぐに帰ってくる可能性もあるので、最初からあまり遠くには行きたくない。

　無難に翔外緑地に決めて、とりあえずイエローラインに乗り込んだ。案の定最寄り駅まで歩いただけで疲れてしまったが、ダイエットになればと思う。

　途中で乗り換えて翔外緑地を目指す。電車の中で暇だったのでチェアリングの体験記を読むと、みんなただぼんやりと時が過ぎるのを楽しんでいた。今からそれをしようとしている私が言うのも何だが、楽しいのだろうか、それは。

　最寄り駅で降りると、まずはコンビニに入った。普段なら買わないジュースを買って、特別感を演出する。他に、冷めても美味しいお弁当も買った。所詮コンビニ弁当ではあるが、自分では作れないので仕方ない。

　もしこの遊びを昨夜思い付いていたら、涼夏にお弁当だけ作ってと無茶振りしたかもしれないが、明日まで内緒にしたいような気がしないでもない。今日はなるべく仲間にメッセージは送らずに過ごそうと心に決めて、緑地公園に足を踏み入れた。

　朝と呼ぶには遅く、公園は人でいっぱいだった。もちろん、桜のシーズンの亀歩公園ほどではないが、噴水で遊ぶ家族連れや、スポーツをしている子供たち、ランニングコースで汗を流すおじさんおばさん、ただ騒いでいるだけの若者たち、仲睦まじいカップル。様々な人が思い思いに時を過ごしている。とりあえず、キャンピングチェアに一人で腰掛けている人はいないが、本当に今大ブームなのだろうか。

　公園は広く、芝生広場の他にも、大規模な花壇や、ボートにも乗れる池もある。もちろん、郊外の緑地公園と比較したら小さいが、市内でこの規模は十分な広さだろう。ひとまず池の見える木陰で足を止めて、袋から椅子を出した。

　家で一度練習してきたので、あっさりと準備が完了する。そもそも十秒もかからない作りだ。早速座って、ぼんやりと池を眺める。

　何だか落ち着かないが、段々慣れて来るものだろうか。もしかしたら、ビールを片手にする遊びなのかもしれない。飲んだことはないが、素面しらふでやる遊びではない気がしてしょうがない。

　しかしまあ、ソロキャンプも流行っているらしいし、一人で過ごせる人はどこでも楽しめるのだろう。

　トロピカルなジュースを飲みながら、スマホでネット小説でも探すことにした。こういう時、それなりに有名な作品を読むべきだろうか。それとも、興味を惹ひかれたタイトルを読んでみるべきか。

　後者はあまりにも玉石混交で、しかも小説の体を成していないものも多かったので、青春ジャンルで人気の高い小説を開いてみた。上位はしばらく転生ものが続き、女の子が主人公の学園スポーツものがあったので読んでみる。

　バスケットが大好きな女の子が、強豪中学から弱小高校に入り、部活を強くしていくという、とてもありがちな展開だったが、キャラが魅力的でなかなか面白かった。

　ずっと座っていると腰が痛くなるので、時々立って体を動かしたり、その辺を走ってみたり、日差しの下で太陽を感じたりして時を過ごす。特に好奇の目で見られることはなかったが、お仲間を見かけることもなかった。一度だけおじさんに、「チェアリングですか？」と声をかけられて、少しだけ話をしたが、気を遣ったのか急いでいたのか、すぐに行ってしまった。

　昼を回ると暑くなってきた。虫と日差し対策で長袖を着てきたが、枚数を調整できる服装にするべきだった。次回の反省にしようと思ったが、果たして次回はあるのだろうか。

　新しい音楽との出会いを求めて、動画サイトで適当なＢＧＭ動画を開いていたら、涼夏からメッセージが飛んできた。用事が終わって暇になったが、今何をしているのかという内容だった。そろそろ飽きてきていたので、自撮り写真と一緒に翔外緑地にいると書いて送った。すぐに涼夏からコールがあって、通話ボタンをタップした。

「もしもし？」

『千紗都、翔外緑地にいるの？　一人？　何してるの？』

「一人。椅子に座ってる」

『その、呼吸してるとか、まばたきしてるみたいな答えはいいから』

「いや、本当に座ってるだけだから。退屈してるなら来て」

『よくわかんないけど、行くわ。一時間はかからないと思う』

「座って待ってる。場所はまたメールするよ」

　通話を終えると、地図アプリのスクショを撮ってメールに貼り付けた。百均に寄れるならレジャーシートがあるといいと送ると、何か遊び道具も買っていくと返ってきた。

　涼夏が来るまで一時間弱。動画サイトで音楽を聴きながらぼーっとしていたら、やがて向こうから涼夏がやって来た。じっと見つめていると、涼夏も足を止めて遠巻きに私を見つめた。

　まったく無意味な睨めっこを三十秒ほどした後、涼夏はゆっくりと背中を向けて、来た道を引き返し始めた。私は慌てて立ち上がって声を上げた。

「いやいや、意味わかんないし！」

　大きな声で呼び止めると、涼夏はもう一度振り返って、露骨に不審な目をして近付いてきた。

「見なかったことにした方がいいかと思って」

　涼夏が真顔でそう言いながら、レジャーシートを広げてその上にバッグを置いた。靴を脱いで足を伸ばすと、私を見上げて首を傾げる。

「それで、何をしてたの？　なんていうか、浮いてたよ？」

「チェアリング。椅子に座ってぼーっとする遊び。今、ブームなんだって」

「日本、終わったな」

　涼夏がジュースを飲みながら、池を見つめる。しばらく二人で無言でボート遊びをする親子を目で追っていたが、やがて涼夏が大きく首を振った。

「これは、罰ゲームなの？」

「いや、風とか日差しを楽しむ遊び」

「楽しかった？」

「小説を読んだり、音楽を聴いたりしてた」

　私の言葉に、涼夏は何か言いかけて口を噤つぐんだ。「い」の音が聞こえたから、家でもできると言いかけたのだろう。確かに家でもできるが、公園でやってみる意味はある。涼夏もそう思ったのか、「ナイストライだとは思う」と言い直した。帰宅部は挑戦する部活だ。涼夏もその精神は共有している。

　せっかくなので涼夏にも体験してもらおうと、立ち上がって椅子を譲った。トイレに行って戻ってくると、確かに女の子が一人で椅子に座っている光景はシュールだった。今は隣にレジャーシートが敷いてあるので、他の人の気配を感じるが、それがなかったらそっと引き返したくなる気持ちもわかる。

「もう少し世間に浸透すれば、そんな違和感もなくなるかな」

　笑いながらそう言ってレジャーシートに座ると、涼夏は苦笑いを浮かべて首を振った。

「もう少し世間に浸透しても、女子高生が一人でやる遊びとは思えないけど」

「奈都が、今女子高生が一人でキャンプするアニメが人気だって言ってた」

「アニメの話でしょ」

　バッサリだ。奈都が聞いていたら悲鳴を上げそうだ。

　景色に飽きてきたので、芝生広場に移動した。改めてレジャーシートを敷いて、それを固定するように椅子を置く。涼夏が買ってきた遊び道具を取り出して、その上に広げた。

　重みのある柔らかいボールにフリスビー、シャボン玉。レジャーシートと合わせてワンコインだと笑ったが、安いせいで要らないものまで買っている気がしないでもない。

　とりあえず汗をかく前にシャボン玉で遊ぼうと言って、キャップを開けて立ち上がった。二人で写真を撮り合いながら、帰宅部グループに流す。奈都から「何してるの？」と呆れたような返事がすぐに来たので、シャボン玉だと、見ればわかるメッセージを投げておいた。

　液がなくなるまで遊んだら、汗だくになった。夏を感じる。

「運動はこれからなのに。まあ、今日はダイエットだな」

　涼夏がボールを手にして、グルグルと肩を回した。あまり体を動かしたがらない子だが、綺麗な緑と青い空に囲まれて、テンションが上がっているのだろうか。

「チェアリングはいいね」

　ボールをキャッチしながら笑いかけると、涼夏が真顔で手を振った。

「いや、これもう、チェアリングじゃないから。座ってないし」

「広義のチェアリングだね」

「魚を釣らない魚釣りみたいな響きだ」

　ボールを投げ合いながら、前半のチェアリング活動の報告をする。海でビールを飲みながらしたら楽しそうだと持論を述べると、涼夏が複雑な顔をした。

「それは、夏に浜辺でビーチチェアでくつろいでるのと同じじゃん。そりゃ、楽しいでしょ」

「チェアリング最高？」

「それをチェアリングの仲間に引き込むの、ずるくない？　なんか、アマチュアの試合に、友達だからってプロを連れてくる人みたいだよ？」

「今日は喩たとえが冴えてるね」

「それはどうも」

　涼夏がボールを高く上げる。運動神経抜群の私は楽勝でキャッチできたが、同じことをしたら涼夏は取れなかった。そもそも取れるような場所に飛んでいかなかった。

　汗を拭いて日焼け止めを塗り直し、カーブとフォークの研究に勤しむ。涼夏がスポーツも悪くないと笑っていたのが、今日一番の収穫か。

　たくさん汗をかいたので、レジャーシートの上で汗を拭きながらジュースを飲むと、涼夏が「それにしても」と前置きして、私の買ってきたビスケットに手を伸ばした。

「事前に知ってたら、クッキーくらい焼いてきたのに。なんだか色々惜しい感じ」

「私も今朝思い付きでやってみただけだしね。涼夏にお弁当作って欲しかった」

「今度は絢音も誘ってやろう」

「チェアリングはいいねぇ」

　私がふふっと笑うと、涼夏が「いや、違う」と冷静に首を振った。

　結局夕方まで二人で童心に帰り、疲れ切るまで遊んでからシートと椅子を片付けた。後半は涼夏の言う通りチェアリングではなかったが、もう少し工夫すれば一人でも楽しめそうな気配はあった。

　別れ際に涼夏が言った。

「また何か面白いこと思い付いたら呼んでね」

　さも、一人でチェアリングなどというものに手を出したのは裏切りだという響きだが、順序が逆である。一人だからやってみたのだ。

「涼夏は最近は、一人だと何してるの？」

　なんとなく聞いてみると、涼夏はバッグを担ぎ直して笑顔を浮かべた。

「通販サイト眺めたりとか、動画見たりとか、料理の研究したりとか、妹と買い物行ったりとか。それは一人じゃないか」

「なんだかんだ言って、妹と仲いいよね」

「まあ、姉妹だからね」

　涼夏が困ったように微笑んだ。一人っ子の私には、涼夏が言葉に含ませた意味がよくわからなかったが、きっと家族だから、ムカついた翌日には普通に喋ったりするとかもあるのだろう。私も親に対してそんな感じだ。

　涼夏と別れて、一人で電車の座席に腰掛ける。

　今日も楽しかったが、それは涼夏のおかげだ。もし涼夏からメールが来なかったら、後何時間あそこに座っていただろう。

　チェアリングもまたやってみよう。もちろん、できれば一人の時間が無いのが一番嬉しいけれど。





　番外編　ハロウィン




　親曰く、気が付くとそこに存在している文化のトップ３は、恵方巻とハロウィンらしい。後一つが気になってしょうがないが、そこは重要ではないそうだ。

　もっと年配の人だと、ホワイトデーなんかもそうだろう。鬼籍きせきの人に尋ねたら、クリスマスやバレンタインすら、いつの間にかそこに存在していた文化と言うかもしれない。

　どれも、ヤングな私たちには何の違和感もない、当たり前に存在しているイベントである。

　ただ、存在していることと参加するのは、まったくの別物だ。例えば去年のバレンタインは、みんなが友チョコを配り合っているのを、奈都からもらったチョコレートをかじりながら寂しく眺めていたし、クリスマスもみんながプレゼントを配り合っているのを、奈都からもらったプレゼントを手に、静かに眺めていた。

　まあ、それはそれで参加したと言えなくもない。あまりぼっちだったと嘆なげいていると、奈都に「私がいたじゃん」と怒られてしまう。

　そんな私たちでも、去年完全にスルーしたのがハロウィンである。去年に限らず、毎年何もしていないという点で、決まって恵方巻が食卓に出てくる野阪家でも印象の薄いイベントである。

　その割には、世間では毎年盛り上がっているし、ニュースにもなるし、コンビニでもショッピングセンターでも飾り付けを目にする。今年は帰宅部の威信にかけて何かしたいと思っているが、ハロウィンというのは一体何をする行事なのだろう。

「そもそもハロウィンとは」

　宗教的な行事だとは思うが、正確には把握していない。キリスト教系の行事かと絢音に問うと、帰宅部の頭脳は静かに首を横に振った。

「ケルト人のお祭りだったと思うよ？　キリスト教、全然関係なかったはず」

「ケルト人って？」

「昔のヨーロッパの人じゃないかな」

「日本だと、ハロウィンは仮装パーティーみたいになってるけど、それは文化の方向性としては正しい？」

　古代のヨーロッパの人たちが仮装大会をしていたとは思えない。トリック・オア・トリートはどこに行ってしまったのか。

　元々は子供たちの行事という認識だが、「元々」とは何かという哲学的な話になる。日本では親の世代ですら馴染みのない、最近広まった行事なのだ。

「まあ、魔除け的な？　アニメのコスプレとかはだいぶ違う感じがするけど、ドラキュラとかはいいんじゃない？」

「それはむしろ、除よけられる魔サイドなのでは？」

「千紗都って面白いね」

　絢音がくすくすと笑う。大真面目に返したので、一体何がウケたのかさっぱりわからない。

「とりあえず、仮装して、いたずらしながらカボチャを煮て食べる日なのはわかった。完全に把握した」

　私が力強く頷くと、絢音が綺麗に笑った。

「いかにも何もわかってない人の台詞だった」

「今年は私たちも何かしたいね」

「今ハロウィンイベントに参加すると、限定ハロウィン涼夏がもらえる！」

「スマホゲームみたいだ」

　涼夏は可愛いから、仮装したらさらに可愛くなるに違いない。限定ハロウィン涼夏はどんな衣装なのだろう。怖いのは好きではないので、血が出ていたり、口が裂さけているのは勘弁して欲しい。

「やっぱりヒラヒラメイドかな。微妙にキャラじゃないけど」

「魔除けから完全に逸れたね」

「じゃあ、ケルト人のコスプレ」

「ケルト人が仮装してたのに、ケルト人になってどうするの？」

　絢音が可笑しそうに頬を緩めたが、結局それが採用された。教室に戻ってきた涼夏に、「限定ハロウィン涼夏はケルト人だから」と伝えると、涼夏は悩ましそうに首を傾げていた。まあ、しばらく考えてもらおう。

　私は何をしようか。席に戻ると隣の川波君と目が合ったので、とりあえず意見を聞いてみることにした。

「ハロウィンに仮装するとしたら、何が似合うと思う？」

「野阪さんは可愛いし、スタイルもいいから、何でも似合うよ」

「聞くだけ時間の無駄だった。言葉を浪費した」

「悪かったから。じゃあ、魔女。黒と白の」

　川波君が慌てた様子でそう言った。無難な選択だが、やはり「魔」だ。除けられる魔サイドの存在という気がしてならないが、迫ってくるのはもっとおどろおどろしい魔物なのだろう。こちらも魔女くらい用意しないと勝てそうにない。

「まあ、魔女か」

　魔女と言われて、鼻が長い皺しわだらけの老婆を想像する時代ではない。ちょっと丈の短いヒラヒラの衣装を着て、カッコイイ魔法を使って何かと戦うのが主流だと思うが、私はあまり詳しくないので、今度オタクの友達に魔女についてレクチャーしてもらおう。

　その前に、そもそも魔女はオタク文化なのだろうか。私が首をひねっていると、川波君が「帰宅部で何かするの？」と聞いてきた。

「検討中。涼夏の誕生日前だし、軽く何か出来たらいいなぁと」

　誕生日には、限定誕生日涼夏がもらえるに違いない。涼夏ビンゴカードでも作って、一年かけて限定涼夏を集めたいが、今のところ有り難いことに、何かの記念日に涼夏と一緒にいないことがない。

「野阪さんの魔女っ子コスか。滾たぎるな」

　川波君がいかにも滾るように拳を握った。

　いつ魔女から魔女っ子に変わったのだろう。そう言えば、中学の頃に奈都が、やや悲劇的な結末の魔法少女のアニメにはまっていた。魔女っ子と魔法少女はまた別の概念だろうか。年齢による違いだとしたら、十六歳の私は何にならなれるだろう。

「どんな魔法を使おう」

　何気なく呟くと、川波君が「そこ？」と驚いたように眉を上げた。

「てっきりどんな衣装にしようか考えてるかと思った」

「適当な市販品かな。人生で一回しか着ない気がするから、川波君が買って百円でレンタルさせて」

「それは喜んで。野阪さんの着用済みの魔女っ子衣装は、家宝にして部屋に飾っておくよ」

　なかなかの変態だ。不思議な爽やかさにみんな騙されているが、この男、かなり頭がおかしい。そういうところは、少し涼夏に似ている。もっとも、涼夏も頭のおかしな言動をするのは私に対してだけなので、もしかしたら私の方に問題があるのかもしれない。

「ピッタリのを探したいから、スリーサイズと体重を教えて」

　川波君がシャープを持ってノートを開く。私はわざとらしく首を傾げてまばたきした。

「川波君、まだ生きてたの？」

「殺すなよ！」

　大袈裟に身を仰け反らせる。からかい甲斐のある男だ。

　頼めば本当に買ってもらえそうだが、男子に借りを作ると面倒なことになりそうなので、適当にあしらって話を終わらせた。




　さて、衣装は今度ハンズかどこかで買うとして、その前に少しくらい魔女の知識をつけるべきだろう。絢音には「真面目か」と笑われたが、そういう好奇心は大事にしていきたい。

　朝、奈都に魔女っ子について教えてと頼んだら、奈都は感極まったように体を震わせた。

「とうとうチサが魔女っ子に興味を！」

「とうとうって、そんな期待があったの？」

「最近チサが私に寄り添ってくれて嬉しいよ。これもあの二人のおかげかな」

　奈都が流れてもいない涙を拭って、何やら納得するように頷いた。

　奈都にとって寄り添うとは、サブカル系の興味を抱いだくことなのだろうか。確かに中学時代は全然興味がなかったが、それは今も大して変わっていない。嫌悪感がないのも昔と同じだし、変わったのは、奈都が自分の趣味を隠さなくなったことだろう。

「今度ハロウィンで、魔女の仮装をしようかなって思ってて、その一環の質問だけど」

「魔法少女チサ」

「魔女と魔法少女ってどう違うの？」

　元々聞こうと思っていたことを口にすると、奈都は「私も詳しくないけど」と前置きしてから言った。

「魔法少女は、日本の女の子が変身して戦うイメージがある」

「変身が大事なの？　むしろ定義？」

「わかんない。単に昔は魔女っ子だった存在が、今は魔法少女って呼ばれてるだけの気もするし」

　身も蓋もないが、納得のいく話でもあった。アベックとカップルのようなものだ。同じものでも、時代とともに表現方法が変わっていく。

「それで、ヒラヒラの魔法少女コスするの？」

　急に奈都が目を輝かせて言った。何を期待しているのかわからないが、アニメのコスプレはハロウィンの仮装としてはだいぶ違うと、すでに絢音がバッサリ切り捨てている。

「クラシックスタイルだよ」

「クラシックメイドみたいな響きだね。涼夏とアヤは？」

「絢音はどうするんだろ。限定ハロウィン涼夏はケルト人だよ」

　クラシックメイドとは何か気になったが、あまり脱線すると戻って来れなくなるのでスルーした。奈都が「ケルト人……」と悩ましげに眉根を寄せたが、そこは同様にスルーして欲しい。

「魔女の仮装したら、何と戦おう。どんな魔法を使おう」

　目下重要なのはそこである。ディテールを大事にしたいと訴えると、奈都は「変なこだわりだね」と笑った。

「ケルト人と戦う？　ケルト人って、蛮族の響きがあるじゃん」

「全ケルト人に謝って」

「ごめんなさい」

　奈都がしゅんと項垂うなだれる。ハロウィン文化発祥の民族が蛮族のわけがないが、そもそもケルト人がどこから出て来たのかをスルーさせた以上、致し方ないところもある。

「人か魔か。ああ、元々魔除けの仮装だから、魔の方がいいね」

　原点に立ち返ると、奈都は考えるように顎先を撫でた。

「じゃあ、見えざる何かと戦う」

「私には見えるの？」

「見える。魔女だから」

　奈都によると、見えざる何かは地味な方法で地球人を滅亡させようとしている存在らしい。戦争が勃発ぼっぱつしたり、疫病が蔓延まんえんしたり、大地震が発生したりするそうだ。言うほど地味でも無い気がするが、直接手を下していないところが慎つつましいとのこと。

「だからチサも、地味な魔法を使って対抗する」

「例えば？」

「枯れ木に花を咲かせる」

　想像以上に地味だった。しかもそれが見えざる何かの侵攻に対してどう役に立つのかさっぱりわからないが、一見無意味な能力が有効に使われた時、物語は胸熱展開を迎えるのだと熱く語られた。

　若干微妙な魔法だが、自分では何も思い付かないので、私は枯れ木に花を咲かせる魔女になった。ただの花咲かじいさんの女の子バージョンという気がしないでもないが、そこはスルー力を行使しよう。




　さて、改めてハロウィンというイベントをどう楽しむかという議論に戻る。

　ハロウィンと言えば毎年渋谷の賑わいが話題になるが、実は我が町でも、恵坂で大規模なイベントが開催されている。

　エサカハロウィンというそのままのタイトルで、土日の二日間、仮装パレードが行われたり、協賛店で特別なメニューが振る舞われたり、スタンプラリーがあったりと、親子でもカップルでも友達同士でも楽しめるイベントになっている。

　もちろん去年も存在は知っていたが、受験生の上ぼっちだったので、最初からハロウィンに何かしようとすら思わなかった。今にして思えば、もっと奈都と遊べばよかったのだが、当時は奈都は仕方なく私の相手をしてくれているだけだと思っていたから、自分から積極的に誘うというムーブをしていなかった。

　もっとも、誘っていたところで、奈都が参加したかは疑わしい。実際、去年より明らかに楽しめそうな今年ですら、蓋を開けたらいつもの三人だけで遊ぶことになった。

「ナッちゃんは忙しい子だねぇ」

　涼夏が仕方なさそうにため息をつく。涼夏の誕生日の週末は土日両日空けてもらったので贅沢は言えないが、もう少し付き合ってくれたらとは思う。

　土曜日、秋晴れの下、エサカハロウィンは予定通り開催された。ハロウィン会議をしていた時は、週間予報で雨マークだったが、私の日頃の心掛けのおかげだろう。

　家から仮装で行く勇気はなかったので、恵坂で二人と合流してから服を着替えた。見えざる何かと戦う魔女は、ハンズで買った安物の魔女の衣装に、百均で買った帽子と、造花の桜。他にはスカートの裾にオレンジ色の布を縫い合わせて、多少ハロウィン感が出るようにした。

　限定ハロウィン涼夏は、丈の長い赤を基調にした民族衣装っぽいワンピースで、頭にも帽子なのか飾りなのかわからない、布製のものをかぶっている。ケルト人かはわからないが、ヨーロッパ的ではあった。私の魔女コスチュームよりは、別の機会にも使えそうだ。

「一応、ちゃんとした民族雑貨屋さんで買ったからね」

　涼夏がスカートをつまんで明るく笑う。相変わらず可愛いが、仮装を意識した濃い目のメイクは私の好みではなかった。もったいない気がするが、あくまで仮装だと割り切ろう。

　絢音は何故かスナフキンの格好をしていた。何故それを選んだのか聞いたら、バンド仲間に何か持っていないか聞いた結果、これが出て来たらしい。牧島さんの友達のものだそうだ。

「スナフキン、いいでしょ。笛を吹いて子供たちを連れて行くよ」

　絢音が楽しそうにそう言いながら、持っているハーモニカを口に当てた。「それ、スナフキン違う」と珍しく涼夏がツッコミを入れて、絢音は満足そうに微笑んだ。

　周りを見ると、よく知ったキャラから怖い系、ゲームやアニメのキャラと思われるコスプレ、妖精のような子供たち、被り物、お姫様、網タイツ、天狗、動物など、実に多彩だった。お祭り大好きな私がワクワクしていると、涼夏がとりあえず写真を撮ろうとスマホを取り出した。

　パレードは車道を通行止めにして、歩行者天国で行われる。撮影は自由なので、もしかしたら後日公式サイトにアップされるかもしれないが、仮装のレベルとしては下の下のエンジョイ勢なので、そんなことはないだろう。

　話の流れで川波君にパレードに参加することを言ってしまったが、あの男は果たしてそこまで暇人だろうか。魔女とケルト人とスナフキンの写真も欲しいので、見かけたら撮らせてあげる分、私たちの写真も撮ってもらおう。

　陽気な音楽と参加者の話し声で賑やかだ。学校の文化祭とはまた空気が全然違う。参加者のモラルとマナーに委ねられた無秩序な感じが、楽しくもあり怖くも感じた。文化祭は制限も多かったが、その分守られていた。

　写真を撮り合ったり、周囲の仮装について喋ったり、パレードの後の相談をしていたら、やがてパレード開始のアナウンスがあった。

　誰でも参加出来るわけではなく、チケット購入制になっており、その辺りは事前に涼夏にやってもらった。言い出しっぺの私がやろうとしたが、誕生日に楽させてもらうからと、ハロウィンはケルト人が仕切ることになった。まあ、いつもの帰宅部という感じもする。

「にこにこ手を振って歩けばいいんだな。撮られた写真が欲しいから、後でネットにアップされてないか探そう」

　涼夏が楽しそうに手を振りながら歩く。その隣で、私が無意味に造花の桜を振っていたら、絢音が可笑しそうに顔を綻ばせた。

「その動きは？」

「枯れ木に花を咲かせるムーブ」

「ポチの遺灰を撒まくの？」

「魔法だから！　そもそも遺灰じゃないし！」

　ポチを殺すなと訴えたが、ポチは意地悪じいさんに殺されてしまったのだった。昔話は残酷な話が多い。舌切りスズメなど、タイトルの七文字だけで悲しくなる。

　スナフキンと戯たわむれ合いながら歩いていたら、不意に涼夏が目をパチクリさせて言った。

「あいつら、本当に来たんだな。暇なのか？」

　涼夏が指を立てた先に、川波君が江塚えづか君と一緒に立っていた。私たちが気が付いたことに気が付いたらしく、軽く手を振って来る。

　ひとまず無視してパレードを楽しんでから、挨拶に来た二人をぞんざいに出迎えた。

「君たちも暇だねぇ」

「恵坂に来たら、偶然ハロウィンのイベントやってた。猪谷さん、衣装素敵だね」

　江塚君が爽やかに笑う。この男はどうかわからないが、川波君はスマホではなくちゃんとしたカメラを持っているから、もちろん目的はパレードだろう。

　涼夏が「衣装は素敵だな」と軽くあしらいながら、川波君のカメラを指差した。

「写真撮ってくれた？」

「それはバッチリ。三百枚くらい撮ったよ」

「多いわ」

　見せてもらったら、三百枚は大袈裟だが、それなりに多かった。私だけではなく、ケルト人もスナフキンも均等に撮ってあったが、他の参加者の写真はほとんどなかった。

「私たちだけだね」

「友達を撮った方が楽しいじゃん」

「友達になった覚えはないけど、知らない人に興味がないのは理解できる」

　もし私が撮影側でも、やはりこういうラインナップになるだろう。

　三人並んだ写真を何枚か撮ってもらい、後で何かしらの媒体でもらうことにした。この後一緒に回らないかと言われたが、それは却下した。「じゃあ、五人で一枚」という要望は仕方なく撮らせてあげた。

「あの子たち、二人のこと大好きだね」

　二人と別れた後、絢音がからかうようにくすくす笑った。その好意は少なくとも私は必要としていないが、せっかくの仮装を綺麗に撮ってもらえたのは有り難い。

「まっ、持つべきものは友だ。男子は上手く使えば役に立つ」

　涼夏が怖いことを言ってのける。元々すべてを拒絶して誰も近付けていない私と違い、涼夏は均等に仲良くなることで、男子同士を牽制けんせいさせている。その割には告白されまくっているが、それも含めての戦略なのだろう。

「怖い女だ」

　私が身を震わせると、涼夏は妖艶ようえんな笑みを浮かべた。

　お腹が空いたので、協賛のカフェで限定のシフォンケーキを食べた。カボチャのシフォンケーキと言ってしまえばそれまでだが、デコレーションもオシャレで可愛かった。

　せっかくなので、三人しかフォローしていないインスタに感想を添えてアップすると、数分で奈都から反応があった。暇しているなら恵坂に来て欲しいが、今日は今頃友達と遊んでいるはずである。

　再びイベント会場になっているエリアをブラブラしていたら、時々知らない人から声をかけられた。主に写真を撮らせてほしいというものだったが、一番人気は圧倒的にスナフキンだった。やはり知名度の高いキャラは強い。それに、よく似合っているし、とても可愛い。

「スナフキンが似合ってるっていうのは、褒められたのかわからないね」

　絢音がそう言って笑ったが、事実を伝えただけなので、解釈は委ねよう。出来ればポジティブに捉えていただきたい。

「来年はまた考えたいけど、これせっかく買ったしなぁ」

　涼夏が衣装をつまみながら首をひねった。

「涼夏のは衣装っていうより、普通に服だから、時々着たら？　私のは完全にパーティーグッズなんだけど」

「千紗都も時々魔女になるといいよ」

「ハロウィン以外にこれを着る機会が思い浮かばない」

　ハロウィン柄のオレンジの布を縫い付けたこともあり、元々少なかった汎用性は完全に失われてしまった。取っておくなら狭いクローゼットを圧迫するし、せっかくなら来年も着たいと思う。ただ、涼夏ではないが、どうせなら違う衣装を着たい気もする。

「結局、川波君に買わせて、百円でレンタルした方が良かったか」

　私が苦い顔でため息をつくと、涼夏が「そっちこそ怖い」とわざとらしく体を震わせた。

　パレード参加者限定のくじ引きをやってから、オーロラ広場に移動した。恵坂を代表するスポットで、吹き抜けになっている地階部分はグルッと円を描くように店が並び、中央スペースでは頻繁にイベントが開催されている。今日もエサカハロウィンで使われているが、私たちは隣接する芝生広場にやってきた。

　厳密に言えばここは会場ではないが、仮装した参加者がたくさん集まって、思い思いにくつろいでいる。夏に大きなコスプレイベントが開催される場所でもあるので、今日もそのノリでコスプレイヤーとカメラマンが写真を撮っていた。

「まあ、なんていうかなかなか楽しいね」

　途中で買ったハロウィンパンをかじりながら、涼夏が笑顔を浮かべた。涼夏が去年どう過ごしたのかはすでにハロウィン会議の際に聞いているが、料理部では特に何もしていないらしい。そもそも去年はすでに引退していたし、ハロウィン自体に興味がなかったと言っていた。

　今年はというと、バイト先でハロウィンの飾り付けをしたり、バイト先の雑貨屋の入っているショッピングセンターが全体的にハロウィンムードなので、何かしたいとは思っていたそうだ。

「私はハロウィンに限らず、あんまりこの手のイベントに興味がなかったから、涼夏と千紗都のおかげで陽キャの遊びを覚えてる感じ」

　絢音がそう言ってはにかむと、涼夏がヒラヒラと手を振った。

「我々のどこが陽キャなのか」

「陽キャじゃないところを探すのが大変なくらいだね」

　絢音が勝ち気な瞳で私たちを見つめた。私も涼夏と同じ意見だが、確かに仮装してパレードに参加して、友達とはしゃぎながら写真を撮り合ったりするのは、陽キャのムーブという気がする。去年の私は、むしろそういう人たちから目を背けていた。

「奈都が来なかった理由はそれかな？」

　あの子はバカ騒ぎするノリが好きではない。誘う内容は考えた方がいいかもしれないが、誘わなかったら誘わなかったで拗ねるから面倒くさい。

「友達と先に約束があっただけでしょ」

「でもナツが仮装してはしゃいでる姿は想像できないね」

「それも言える。嫌いというか、シャイガールだな」

　二人が楽しそうに分析する。付き合いの長い私ですらよくわからない子なので、人間に詳しい二人も大苦戦だ。

　座り疲れたので会場に戻り、ストリートパフォーマンスや楽団のパレードを見て過ごした。夕方になると風が出てきたので、服を着替えてファミレスに逃げ込む。お腹も空いたし、ご飯を食べながら撮った写真を開いた。

「突発で企画したけど、楽しかったね」

　私が今日一日を一言で締め括ると、絢音が満足そうに頷いた。

「遊びスキルの向上を感じる」

「楽しめるのも才能だな」

　涼夏がお安いハンバーグを頬張りながら笑った。

　また来年も参加しよう。もっと早く奈都の予定を押さえて、絶対にあのシャイガールにも何かやらせよう。嫌なことは無理強むりじいしない方針だが、幽霊部員は例外である。

「千紗都がその魔女をもう一回やるなら、ナツには見えざる何かのコスプレをしてもらったら？」

　絢音が奈都の考えた設定を楽しげにすくい上げた。

　それも楽しそうだが、どうせなら私以外にも見える何かになってもらいたいものである。

　見えざる奈都を頭に思い浮かべながら、私は付け合わせのポテトにフォークを突き刺した。





　番外編　いい○○の日




　十一月は涼夏の誕生日があるくらいで、他に大して記念日がない。涼夏の勤労に感謝する企画を立てるかとぼんやり考えていたら、絢音が笑顔でやって来て、いきなり私の胸を揉んだ。

「ひぃっ！」

　思わず変な声を上げて飛び退くと、絢音は笑顔を崩さずに、どこか挑発的な目で言った。

「今日、十一月八日は何の日か知ってる？」

「いや、知らない」

「いいおっぱいの日だって。世界はその話で持ち切りだよ」

　意味がわからない。いや、意味はわかるが、どの世界の話だろう。少なくとも、奈都はそんなこと言っていなかったし、周りでそんな話をしている人もいない。

「よしんばそうだとして、いきなり胸を触る？」

　非難げに言った声が上擦った。ヘリウムガスを吸ったみたいになって、絢音がくすくすと笑う。声のことかと思ったら、絢音はまったく別のことを言った。

「『よしんば』って、口語で使う人、初めて見た」

「私も初めて言った。気が動転してた」

「今度、『なかんずく』使って」

「絢音、前に『かたじけない』使ってたじゃん」

「それは使うでしょ」

　さも当たり前だと言わんばかりに、キョトンと首を傾げる。どこまで本気かわからないが、使わないと思う。

　このまま脱線して、いいおっぱいの日は流してしまおうか、頭の中で一人会議をした結果、いいおっぱいの日の方が面白そうという結論に至った。

「それで、いいおっぱいの日は何をするの」

「もちろん、いいおっぱいを愛でる」

「じゃあ、涼夏だね」

　涼夏はいいおっぱいを持っている。程良く大きいし、何より持ち主が圧倒的に可愛い。大きさだけなら私かもしれないが、世界にはバランスというものがある。そう訴えると、絢音はどうでもよさそうに笑った。

「私は千紗都の胸の戦闘力も総合的に高いと思うけど、まあいいや。涼夏の胸を触りに行こう」

「そうしよう」

　あたかもクリスマスにプレゼントを贈り合うごとく、いいおっぱいの日は胸を触り合うのだ。

　そう思いながら絢音の胸を見下ろすと、慎ましい膨らみが歩くのに合わせて微かに揺れていた。大きいだけがいいおっぱいではないと思うが、果たして一般的にはどうか。

「私は好きだよ」

　そう言いながらつついてみると、指先にふんにょりと柔らかな感触がした。別にぺったんこというわけではない。一応揉むかと思ったが、絢音は「機動力が高くて気に入ってるよ」と笑いながら、私の手を取った。

　涼夏を捕まえると、理由も言わずに廊下に連れ出した。何か面白いことでも始まるのかと、涼夏は瞳を輝かせてついてきた。若干胸が痛むが、まあ面白いと言えば面白いのではなかろうか。

　そう自分に言い聞かせながら、人のいない場所に連れ込むや否や二人で胸を揉んだ。涼夏が悲鳴を上げて体を折り曲げる。

「何だ？　何でいきなり乱暴されてる？」

「今日はいいおっぱいの日だから、涼夏の胸を愛でずにはいられない」

　私が揉みながら説明すると、涼夏は「それじゃあ」と呟くや否や、私の胸を鷲掴みにした。もう片方の手で絢音の胸を撫でる。

「私もしないと」

　涼夏の指がリズミカルに動いて、私はくすぐったくて思わず身をよじった。せっかくなので私も絢音の胸を揉みながら、しばらく三人でいいおっぱいの日を堪能して、やがて冷静になった。

「一体何をしてるんだ、私たちは」

　疲れたように肩で息をしながら、涼夏が真顔で呟いた。絢音が額に汗を浮かべて微笑む。

「すごく有意義な時間だった」

「絢音は頭がおかしい」

　涼夏がポツリとそう言うと、絢音が「千紗都っぽい」と笑った。確かによく言う気がする。

　果たして有意義な時間だったのだろうか。私は大して胸を揉みたい気持ちがないが、涼夏も口で言うよりは満足そうな顔をしているので、楽しかったのだろう。

　二人が楽しければそれでいい。ひとまず私たちのいいおっぱいの日の活動は、そうして幕を下ろした。




　その放課後、涼夏が「私、考えたんだけど」と前置きしてから、世紀の大発見でもしたかのように言った。

「十一月は、毎日いい○○の日だ」

「今さら？」

　思わず目を丸くして涼夏を見た。それは当たり前なのだが、かと言って私もそういう話題を出したわけでもなければ、意識もしていなかったので、改めて言葉にするのは大切だ。

　失礼な反応だったと反省したが、涼夏はまるで気にしていないように続けた。

「一日から、毎日いい○○の日を制定しよう」

「それは、毎日がエブリデイになるね」

　絢音が名案だと手を叩く。記念日の少ない十一月の毎日がエブリデイになるのは私も歓迎なので、大きく頷いて口を開いた。

「一日はいい甥の日。老いでも可」

「どっちも私たちに関係ないな。って言うか、ゼロをオーって読むのは確定なの？」

　涼夏が明るい笑顔を浮かべて疑問を投げかける。確かに、八日がおっぱいの日だったのは、自然と08に変換された上、ゼロがオーになっていた。先におっぱいがあって、後から日にちを当てはめたかのようだ。

「その理屈なら、二日はいい鬼の日だね」

「いい鬼っていうのは、体にいいラーメンみたいな響きがあるな」

「最近はモンスターが仲間になるゲームとか多いみたいだし、勧善懲悪は流行りじゃないんだよ」

　絢音が絶対にそうだと、力強く頷いた。自分で言っておいて何だが、いい鬼がいたとして、いい鬼の日は何を祝えばいいのだろう。

「逆節分でもやる？」

「逆説文？」

「いや、鬼が子供に豆をぶつける」

「ダメじゃん、それ！」

　涼夏が驚いたように声を上げた。確かに、映像を想像するまでもなく、字面でアウトだった。

「三日はいいおっさんの日だね」

　絢音が辛辣しんらつな言葉を吐いて、涼夏が笑った。

「いい鬼と同じだな。いいおっさんなんていないでしょ」

「全おじさんに謝って」

「おっさんはおじさんの中でも性質の悪い人に使われる蔑称べっしょうだから」

　妙に説得力のあることを言われて、思わずなるほどと頷いた。確かにいい人に向かっておっさんとは言わない気がする。文字だけ見ると「おっさん」はなかなか可愛い気がしないでもないが、悲運な日本語の一つとしてノミネートされてほしい。

「四日はいい推しの日だね。私は千紗都の単推し」

　涼夏がグッと親指を立てると、隣で絢音が不服そうに頬を膨らませた。

「私も推してよ」

「絢音も好きだから」

「ついでっぽい」

「ほんとほんと。もう、チューしちゃうね」

　わけのわからないことを言い始めたかと思うと、いきなり涼夏が絢音にキスをして、絢音が満足そうに微笑んだ。突然のことに呆気に取られたが、我に返って涼夏の袖をつまんだ。

「全然単推しじゃないじゃん」

「推し変」

「薄情だ。そういえば私たち、アイドルとか全然興味ないね。ないよね？」

　推しと言えばアイドルだ。私はまったく興味がないが、二人はどうか。涼夏は私に同意するように頷いたが、絢音は曖昧に首を傾けた。

「中学時代は男女を問わず、まあまあ見てたね」

「飽きたの？」

「帰宅部が楽しすぎて、他のことは割とどうでもよくなった」

　要するに、絢音は私と涼夏が好きなのだ。なんだか恥ずかしくなって涼夏に任せると、涼夏はもちろん意味を理解した上でさっぱりと笑った。

「千紗都より、絢音の方が帰宅部依存度高いな」

「可能性はあるね」

「いや、私涼夏と絢音がいなかったら生きていけないから！」

　一応私の方が依存していると主張しておいたが、偉そうに言うことでもなかった。




　その後、五日、六日、七日に大苦戦して、この遊びのポテンシャルの低さが露呈ろていした。あるいは、私たちの発想が貧弱なだけかもしれない。

　五日はそのまま「いいいつかの日」になり、いつか祝うことにした。

　六日はオーに帰ったものの、いいオウムとは何かという哲学的な問いになった。オウムと言えば人間の言葉を真似る鳥だが、オウム返しはあまりポジティブな言葉ではない。

　七日はいよいよ何も浮かばなかった結果、いいレイナの日になった。生憎私たちの友達にレイナちゃんはいないので、何も祝うことがない。

「もう苦しい」

「そう考えると、いいおっぱいの日はよく考えられた日なんだね」

　絢音が感心するようにそう言いながら、何気なく私の胸を撫でた。無造作に触ってくるが、特段嫌なわけでもないので放っておいた。

　九日はいいオークの日になったが、オークとは何か聞いたら、西洋の鬼のようなものらしい。いいオークの矛盾感がすごい上、そもそも何を祝えばいいのだろう。

　いよいよ二桁になり、十日はいい銃の日という、「じゅう」と読めば何でも当てはまるいい加減な日になった。そして、十一日になるや否や、涼夏が元気に身を乗り出した。

「十一日はポッキーの日だ」

「今、いい○○の日の話をしてるから」

　冷静に突っ込んだが、涼夏は「みんなでポッキーゲームをしよう」と微笑み、絢音もそうしようと嬉しそうに頷いた。まるでこれまでのすべてが、ポッキーゲームの話をするための前振りだったかのようなテンションだ。

　ポッキーゲームというものを、私はもちろんしたことがないが、両側からポッキーを食べ進めて、最後にキスをするリア充な遊びだったはずだ。そういう遊びを一緒に楽しめる友達が出来たのは素直に嬉しい。

　十二日に行くかと思ったら、二人はポッキーは何味がいいとか、ポッキー以外のお菓子ならどうか、大事なのはポッキーなのかキスなのかと、ポッキーゲームについて熱く語り始めた。

　そういう脱線も帰宅部っぽいし、そもそももういい○○の日は飽きてきていた。

「毎日をエブリデイにするなんて、土台無理だったんだ」

　私がさも無念そうに首を振ると、涼夏が「毎日はエブリデイだろ」と当たり前のことを言った。重大な裏切りに愕然がくぜんとなったが、絢音はくすくすと笑っていた。

　その後、話題がいい○○の日に戻ってくることはなかった。

　せっかくなので、家で一人で続きを考えてみたが、いい肉の日に美味しいお肉を食べるくらいしか思い付かなかった。そもそも、いいおっぱいの日だって、私たちの発想力では思い付けなかっただろう。語呂合わせも才能だ。

　翌日、いいオークの日。奈都と合流するや否や、今日はいいオークの日だねと振ってみたが、反応は芳かんばしくなかった。

「オークって、オーク？　ゲームに出てくるモンスター？」

「たぶん」

「何を祝うの？　いいオークっているの？」

「少しは自分で考えて」

　優しくたしなめると、奈都は実に心外そうに唇を尖らせた。拗ねている奈都も可愛い。

「ちなみに、帰宅部は十日で挫折したけど、私が考えた一番は、いいサーティワンだね。三十一日になったら、一緒にアイスを食べに行こう」

　私が明るい声でそう誘うと、奈都は何とも言えない顔で私を見つめた。予想外の反応だ。もっと喜んでくれるかと思ったが、寒い秋の日にアイスなど食べたくないのだろうか。

　もしかしたら、サーティワンを知らないのかもしれない。確かに、奈都と一緒に行った記憶はない。

「バスキンロビンスのことだよ？　バスキンさんとロビンスさんが作ったアイスクリームチェーンで、Ｂの右側とＲの左側で31になるの」

「それは知ってる！　いや、バスキンロビンスは知らなかったけど」

「じゃあ、十一月三十一日が来たら、一緒に行こうね！」

　ギュッと手を握って上目遣いで訴えると、奈都は何か言いたげに唇を震わせてから、その言葉を飲み込んだ。

「楽しみにしてるね」

　若干物足りない反応だったが、じゃあ何を言って欲しかったのかと聞かれても言葉に詰まる。学校に着いたら絢音と涼夏にも同じことを言ってみよう。

　奈都がむず痒そうな顔をしていたので、耳元に顔を近付けて囁いた。

「明後日はいいポッキーの日だよ」

「そんな日じゃないし！」

　奈都が照れたように顔を赤くして声を上げた。やはり奈都には、こういうストレートな反応が似合う。

　いつか帰宅部でお笑いカルテットを組んだら、ツッコミ役は任せよう。ボケ続けて会話を繋ぐ帰宅部には、貴重な存在だ。





第二十三話　温泉
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　帰宅部四人の誕生日は、幽霊部員の奈都が六月、私と絢音が九月、そして涼夏が十一月で一番遅い。これまで、私たちはもちろん、当時はまだあまり親しくなかった奈都の誕生日会も涼夏が企画してくれており、そのお返しに何をするか相談するべく、私たちはファミレスに集まっていた。もっとも、本人も一緒にいるのでサプライズは無しだが、本人が嬉しくない企画をしてしまうよりはずっといい。それに、私は事前に本人にも確認しなくてはいけない企画を考えていた。

「いよいよ十六歳か。もう十六歳を四ヶ月以上やってる奈都さん、十六歳はどうですか？」

　涼夏がポテトをつまみながら、憧れるような目で奈都を見つめた。この中ではバイトもしていて求心力もある涼夏が一番大人びているので、まだ十五歳ということに強い違和感を覚える。もっとも、見た目は童顔で年相応に幼い印象があるが。

「そうだねぇ。大人の女性になったなって思うよ」

　奈都が柔らかく目を閉じてうっとりと微笑んだ。涼夏がわざとらしく「おー」と手を叩くのを横目に、私は冷静に口を開いた。

「嬉しそうに私の胸を揉みしだいてた奈都さん、あれが大人の女性の行動なの？」

　文化祭の翌日、一時間チャレンジどころか一日チャレンジをしていた時、随分と体を触られた。心の底まで見透かすように見つめると、奈都は顔を赤くして両手を振った。

「だから、何で言うの!?」

　絢音と涼夏が「へー」と感心したように声を漏らしながら、からかうような視線を送った。涼夏がにんまりと笑う。

「そっか。じゃあ、私も十六歳になったら、千紗都の胸を揉みまくるよ！」

「涼夏、私の胸を揉みまくりたいの？」

　これも冷静に尋ねると、涼夏は言葉に詰まったように息を止めてから、恥ずかしそうに俯いてせわしなく指を絡めた。

「それは、まあ、その……」

　唐突に随分可愛い仕草を見せてくれる。私がじっと見つめていると、隣で絢音がお腹を抱えて笑った。

　別に非難する意図はない。揉みたければ揉んでくれていいが、私自身が特にそうしたいという想いが湧かないので、純粋に不思議に思う。

「まあ、その、ほら、千紗都のこと、好きだし」

　ごにょごにょと涼夏がそう言って、私は表情を変えずに身を乗り出した。

「涼夏の胸を揉みまくりたいと思わない私は、涼夏のこと好きじゃないの？」

「いや、知らんし。胸の話はもういいから」

　涼夏がブンブンと手を振って、私は仕方なく椅子に座り直した。隣でそもそもの元凶がほっと息を吐く。確かに、世の中には無数のカップルがいて、愛の形も無数にあるが、大体同じことをしている。好きな相手の胸を揉みまくりたいという感情は、きっと多数派なのだろう。

「涼夏が私の胸をねぇ……」

　感慨深く呟きながらストローをくわえると、涼夏が拗ねたように私を睨んだ。可哀想なのでそろそろやめてあげよう。

　改めて誕生日の話に戻す。涼夏の誕生日は平日なので、私と絢音の時と同じように週末に遊ぶ予定でいるが、念のため土日を二日とも空けてもらっている。私を筆頭に大体土日は暇しているメンバーだが、それでも四人全員が空いているのは珍しいので、久しぶりに一泊するのはどうかと切り出した。

　一緒に海に遊びに行ってからしばらく経つ。あれは本当に楽しかったし、またお泊まり会がしたい。そう訴えると、涼夏は静かに頷いた。

「私は構わない。誰かの家を想定してる？　それとも、またどこかに行くことを考えてる？」

「後者だけど……」

　慎重にそう言うと、絢音が難しい顔をした。問題はお金だ。もはや聞くまでもないし、わざわざ絢音も説明しない。お泊まり会自体は絢音だってしたいはずだ。

「少しなら私が出してもいいよ？　楽しそうだし、私は行きたいけど」

　涼夏が明るい瞳でそう提案した。ここのところ涼夏は、バイト代の多くを私たちとの遊びに使っている。元々コスメや洋服に使っていたが、コスメは半年でお気に入りが大体固まってきたし、洋服はそもそも着る機会が少ない。それより、私たちとの時間に使った方が楽しいと、前に爽やかにそう言っていた。

「涼夏は天使の生まれ変わりだね」

　奈都が笑うと、涼夏は悲しそうに瞳を潤ませた。

「その天使は死んだの？　天使なのに？」

「うん。天使もエルフもいつか死ぬ。あっ、でもハイエルフは寿命がないって」

「エルフは知らんけど、天使は生きて」

　二人がよくわからない話に声を弾ませる。一区切りついてから、絢音が静かに切り出した。

「誕生日会の主役に出してもらうのはいくらなんでも気が引けるから、親に相談してみる」

　絢音の言葉に、私は神妙に頷いた。偉い子だ。私など、とっくの昔にバイト代は使い果たしたし、最初から親にお願いするつもりだった。

　奈都は夏のバイト代がまだほとんど残っているという。元々お小遣いの範囲で十分やり繰りしていたし、お金のためにバイトをする必要はないという結論に至ったようだ。

「まあ、そうは言っても、こういう時に即答できる強みはあるから、もし冬もまたチサがバイトするなら、私もやってもいいけどね」

　そう言って、奈都が私を見てうっとりと目を細めた。誘惑されているのだろうか。私がスッと身を引くと、奈都は露骨にガッカリした様子で肩を落とした。

　話が大幅に脱線したので元に戻す。私が考えていたのは、近場の温泉宿でのんびり過ごすプランだ。宿の周辺をハイキングして汗をかいて、温泉にゆっくり浸かって、美味しい松茸料理に舌鼓を打って、夜はボードゲームでもして楽しめたら、最高ではないか。

　そんなプランを披露すると、涼夏が苦笑いを浮かべた。

「松茸料理が難しそうだね。また素泊まりコンビニ弁当の予感」

「私はそれでもいいけど。グラタン美味しかったし」

　奈都が海でのことを思い出すように天井を見上げた。私など何を食べたかも覚えていないし、奈都がグラタンを食べていたことすら曖昧だが、コンビニ弁当が美味しかったのは確かだ。

「じゃあ、松茸は大人になるまでお預けかな」

　私の言葉に、奈都がしっとりと頷いた。

「そうだね。十六歳とか、まだまだ子供だし」

「大人の女性じゃなかったの？」

　涼夏が冷静に突っ込んで、絢音がくすくすと笑い声を立てた。実際、私ももう十六歳をひと月以上やっているが、何も変わった気はしない。特にお金に関しては、働かない限り豊かにはならないし、結局学生の内は子供なのだと思う。

「それで、行きたい場所とか、泊まりたい宿はあるの？」

　涼夏が笑顔で私の瞳を見つめた。

「特にないけど」

　私が平然とそう言って首を振ると、涼夏が呆れたように眉尻を下げた。

「私の誕生日、もうすぐなんだけどな……」

　確かに、なんとなく宿などいつでも取れるだろうと思っていたが、秋の行楽シーズンの土日に、そんなに都合よく空いているのだろうか。お金の問題はとりあえず置いておいて、私はスマホをテーブルに置いて旅行サイトを開いた。アカウントもクレジットカードもないのでサイトから予約することはできないが、調べるのには便利だ。

　場所はどの辺りにしようか。夏は稲浪いななみ海岸に行ったが、あの辺りにも温泉地はある。近いしまた南に行くかと言うと、涼夏が「松茸はどこ行った？」と笑った。

　どうせ松茸は食べられないが、やはり山の方だろうか。この際、そこそこ田舎で、駅の近くで、温泉があって、和室があって、素泊まりで安く泊まれたらどこでもいい。そう言いながら検索していると、絢音が可笑しそうに頬を緩ませた。

「それは、そこそこハンサムで、平均的な身長があって、平均的な学力があって、それなりに運動ができて、タバコも博打ばくちもやらない、普通の人がいいみたいな響きだね」

「随分敷居が高い『普通』だね」

　奈都が呆れたように肩をすくめる。一つ一つは平均的でも、それらすべてを兼ね備えた人はそんなにもいない。私の検索している宿はと言うと、駅の近くという条件が一番難しそうだった。田舎に行くほど鉄道は発達していないし、バスも一日に数本しかない。

「四人いたら送迎してくれるんじゃない？」

　夏に実際に宿を予約してくれた涼夏が、当然のようにそう言った。そんな送迎をしてくれるような宿に泊まれるだろうか。そもそも、貧乏学生四人をわざわざ迎えに来てくれるだろうか。

　不安を呈すると、涼夏は「かけてみないとわからんね」と軽く手を広げた。やはり度胸が違う。結局私は単に、宿やお店に電話をしたり、大人の人と話をするのが苦手なだけだ。

　絢音が「私がかけようか？」と言ってくれたが、そこは帰宅部部長にして発案者の私が責任を持ってやりたいと、スマホを取った。とりあえず一軒、空室があって良さそうな宿に電話してみる。

　四コールで応答があり、「野阪と言いますが」と名乗った声が裏返って三人にくすくす笑われた。恥ずかしい。

　空室はあり、送迎はできないがバス停が近くにあるので、バスの時間に合わせてきてくれればと言って、時間を教えてくれた。それを絢音にメモしてもらいながら、値段とチェックインの時間を確認する。

　宿の人に食事はどうするかと聞かれたので、断ろうとしたら、涼夏が「交渉してみ？」と囁いた。そういう手段もあるのか。

　田舎だから徒歩圏内にコンビニなどないだろうし、買って行っても電子レンジが使えるかわからない。本当に簡単なものでいいので、一人千円から千五百円くらいで何か用意してもらえないか聞いてみたら、千五百円でそれなりに頑張らせてもらいたいと快諾してもらえた。

　連絡先を伝えて、お礼を言って電話を切る。ぐったりと椅子にもたれると、奈都が偉い偉いと頭を撫でてくれた。

　これで後戻りはできなくなった。ぼんやり考えていたプランだったが、決まる時はあっと言う間だ。

「じゃあ、後は絢音と奈都に任せたから」

　私がポテトを頬張りながら微笑むと、二人が苦笑いを浮かべた。海の時と違って、今回は誕生日会だ。せっかくだから何か特別なことができればと思う。今は疲れ切って、何も考えられないけれど。
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　旅行当日。起きてカーテンを開けると、まずまずの天気だった。山の方へ七十キロくらい行くから、今ここの天気を見ても参考にはならないが、一応天気予報では降水確率〇％の曇りだった。寒くなるらしいので、温かい服装で行くことにする。

　長袖、長ズボン。リュックにスニーカー。山に登る予定はないが、一応手袋などもリュックに入れて外に出る。駅で奈都と合流して中央駅に行くと、涼夏も絢音も同じような格好で立っていた。

「今日は山ガール」

　そう言いながら、涼夏がクルッと回る。もこもこした帽子にパーカー。下はハーフパンツに厚手のタイツ。靴も機能性重視の無骨なデザインだが、パーカーと色を合わせたピンクが可愛らしい。

「涼夏、完全に山に登る出で立ちだね」

　奈都が涼夏のパーカーの袖を引っ張りながら、感心するように声をかけた。絢音が出で立ちという言葉にウケたらしく、くすくすと笑う。

　今日はみんな、荷物は少なめだ。涼夏の誕生日はすでに過ぎていて、プレゼントは当日に渡している。奈都と絢音の時とは違い、遠慮なく化粧品を贈らせてもらった。

　中央駅始発だが、油断せず少し前からホームに並んで、四人席を確保した。絢音が窓側の席に座って、子供のように瞳を輝かせた。

「友達と行く旅行っていいよね。青春って感じがする」

　青春。とても甘美な響きだ。私がうっとり目を細めると、隣で涼夏が早速お菓子の袋を開けながら言った。

「中学の時は、バンドメンバーでどっか行ったりしなかったの？」

「近くはあっても、旅行はないよ。中学生だし。ナツは？」

「ないね。バドミントン部は合宿とかもなかったし。高校に入ってから、みんなのおかげで行動範囲が一気に広くなった気がする」

「一気にって言っても、結構近いけどね」

「そもそもナッちゃん、グアム経験者じゃん」

「そういえばそうだった。裏切者！」

「それ、ずっと言われそう」

　三人が楽しく喋っている。これもまた青春だと、にこにこしながら眺めていたら、涼夏が心配するように私の顔を覗き込んだ。

「千紗都、大丈夫？　お母さんみたいな目をしてたよ？」

「そうだよ。話に入って来てよ」

　絢音が私の手を取って、意味もなく引っ張った。別に見守っていたつもりはなかったが、四人もいたら一人くらい聞き役に回るのは普通だろう。

　電車はいつの間にか動き出していた。目的地までは乗り換え無しで丁度一時間。車窓はしばらく街の景色が続くが、だんだん民家が少なくなっていく。もっとも、そんなにも大自然の中を走るわけではないし、そもそも車窓を楽しむには天気がいまいちだ。

「雨じゃなかっただけましだけど、海もプールも文化祭も体育祭も晴れた私たちにしては、珍しいよね」

　日頃の帰宅部の活動はともかく、ここぞと言う時は天気には恵まれている。それはきっと私の心掛けがいいからだが、たまにはこういう時もある。明日は天気が良さそうなので、今日はさっさとチェックインして、宿でのんびりしようと言うと、涼夏が呆れたように言った。

「時間、むっちゃあるけどね」

　目的地の針谷はりや駅到着は十一時。涼夏に十六歳になった感想を聞いていたら、あっと言う間に電車がホームに滑り込んだ。ちなみに涼夏は、十六歳になって母体を感じたなどと、わけのわからないことを言っていた。

「こう、私のお腹の中で、千紗都の赤ちゃんがすくすく育ってるのを感じるんだよ」

　涼夏が愛おしそうに下腹部を撫でながらそう言って、さしもの絢音も反応に困ったように、真顔でその手を見つめていた。

「病院に行った方がいいんじゃない？」

　私が不安げに声を漏らすと、涼夏は頬を染めてはにかんだ。

「婦人科？」

「涼夏、どうしたの？　今までも十分変だったけど、輪をかけておかしいよ？」

「成長した私を見て」

　うっとりと涼夏が微笑む。奈都が笑っていいのか迷っているように、チラチラと私に視線を送った。帰宅部的対処を求めているようだが、新しいケースなので対処法がわからない。

　涼夏が「触ってみる？」と優しい眼差しを向けてきたので、とりあえず涼夏の下腹部を撫でておいた。赤ちゃんの気配は感じなかったが、柔らかな肌の感触に少しだけ胸がドキドキした。

　駅舎を出ると、ひんやりした空気が肌にまとわりついてきた。朝家を出た時よりも気温が下がっている。天気のせいもあるだろうし、場所のせいもあるだろう。

　バスターミナルにもなっているロータリーを横目に、並んで歩道を歩き始めた。宿までは徒歩で一時間くらい。当初はバスで行くつもりだったが、どうせハイキングをするつもりだったので、のんびり歩いていくことにした。

　やや登り勾配の田舎の道を、周囲の田畑を眺めながら歩いていると、涼夏が明るい声で言った。

「私、実は生まれた場所が違って、子供の頃は田舎で生まれ育って、こういうところに来ると懐かしさを感じるみたいなことが、まったくないんだよね」

「ないのかよ」

　速やかに突っ込むと、奈都がマンガのように噴き出して、あははと笑った。ちなみに私は小学生の時に一度引っ越しているが、低学年だったのでほとんど記憶にない。学校も変わっていないし、マンションからマンションへの引っ越しで、一体あれが何だったのか、今でもよくわかっていない。

　そんな話をしたら、絢音がくすっと笑った。

「低学年の千紗都か。育てたくなるね」

　一体今の話で、どういう展開をするとそういう台詞に繋がるのだろう。私が呆れていると、涼夏が得意気に指を立てた。

「千紗都の正しい育て方」

「金魚みたいな響きだね」

「嫌いなものは無理にでも食べさせましょう」

「昭和の育て方だね。知らないけど」

「千紗都って、小学生の時は友達いたの？」

　涼夏が突然そんなことを言って、私は「いたから！」と秒で答えた。奈都が「帰宅部の会話は面白いなぁ」と笑っているが、全然面白くない。

「私、人気者だったから！」

「まあ、わかるよ？　むしろ、なんで千紗都がぼっちだったのかが不思議なくらい」

　涼夏が可愛らしく首を傾げる。それは私が聞きたい。どうして告白してきた男子をフッただけで、私は一年半もぼっちな学生生活を送らなくてはいけなかったのか。納得がいかないと頬を膨らませると、奈都が静かに言った。

「それは、私がそう仕向けたんだよ」

　一瞬、言われた意味がわからなくて、私は頭に疑問符を浮かべて首を傾げた。奈都がうっすらと不気味な笑いを浮かべて続けた。

「裏で全員がチサから離れていくように、あることないこと言いふらして、チサに私しかいない状況を作ったの。思った以上に上手くいったよ」

「マッチポンプってやつだね」

　絢音がふふっと笑う。涼夏が説明を求めたので、絢音が自分で火をつけてそれを消すことだと説明した。要するに、奈都だけがいてくれたのではなく、奈都が自分でそういう状況を作ったということだ。

「策士だなぁ」

　涼夏もあははと笑い声を立てるが、私は思わず足を止めて唇を震わせた。

「えっ？　どういうこと？」

　自分でも驚くほど声が低くなって、空気が凍り付いた。慌てた様子で涼夏が手を振った。

「いや、どう聞いてもナッちゃんの冗談だって！」

「う、うん。私がそんなことするはずないよね？」

　奈都が困惑気味にそう言って、情けなく眉をゆがめた。

　私は一度大きく息を吸い込んで、ゆっくりと吐き出した。田舎の空気は澄んでいてとても美味しい。

「言っていい冗談と、言っちゃダメな冗談があるの。学校で習わなかった？」

　静かにそう告げると、奈都はしゅんと項垂れて首を振った。

「学校では習わなかった」

　隣で絢音が顔を覆って、激しく肩を震わせる。随分楽しそうだが、今のは良くない冗談だ。私は真顔のまま続けた。

「悪いことをした時の謝り方は、学校で習った？」

「えっと、ごめんなさい」

「何それ。膝も手も地面についてないみたいだけど」

　イライラしたようにそう言いながら、自分の腕をトントンと指で叩く。涼夏と絢音がごくりと息を呑んで、奈都は困ったように私たちの顔を見てから、悲しそうに瞳を伏せた。それから諦めたように私の前に膝をついて、土下座するように深く頭を下げた。

「ごめんなさい」

　声が少しだけ震えている。足下に蹲うずくまる奈都をじっと見つめていたら、絢音が慎重に口を開いた。

「ナツ。私の予想だと、今のは千紗都の冗談だから。言っちゃダメな方の」

　奈都が顔を上げて泣きそうな目で私を見上げた。私は静かに頷いて奈都の手を引いた。

「これでおあいこだからね」

　そう言って、体を引き寄せてキスをした。しばらく友達二人の目の前で唇を吸い合うと、奈都が疲れたようにため息をついた。

「はぁ。冗談って難しいね。今にして思うと、千紗都の赤ちゃんの話をしてた涼夏は見事だった」

「いや、冗談じゃないし！　イマジナリーベイベーはいます！」

「それ、いないじゃん。しかも、ベイベー」

　私が疲れたようにため息をつくと、絢音と奈都がくすっと笑った。本当に、いじってくれるのは嬉しいが、冗談はもっとわかりやすいものにしてもらえると有り難い。
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　針谷温泉街に到着すると、宿の場所だけ確認して、近くでお昼にすることにした。チェックインはまだだいぶ先だし、海の時と違って先に預けておきたい荷物もそんなにはない。

　お昼は涼夏がサンドイッチを作ってくれていて、温泉街の休憩スペースで広げた。涼夏一人に持たせるわけにはいかないので、中央駅でみんな自分の分を受け取っている。

　ハムとタマゴのサンドイッチを頬張ると、やはり普通に美味しかった。感想を言う前に、先に奈都が「美味しい！」と顔を綻ばせたので、私はそれに乗っかって頷くだけにしておいた。

　しばらく談笑しながら食事を楽しんで、再び山の方を目指して歩き始める。ここからさらに、先程までの半分ほど歩いた場所に、景勝地である針谷峡はりやきょうがある。川を挟んだ奥に遊園地があり、手前には遊覧船の発着所にもなっている整備された公園がある。明日一日遊んで、帰りはバスを使って駅に戻る予定だが、特に行く場所もないので、今日公園まで行ってみることにした。いまいちそうだったら、明日は駅の近くにあるアウトレットに行くのも悪くない。

　だいぶ登って来たせいか、木々がほのかに色付いている。生憎の天気だが、なかなか綺麗だ。赤や黄色の樹木を眺めながらのんびり歩いていたら、突然涼夏がくすくすと笑い出した。どうしたのかと振り返ると、涼夏が笑ったまま手を振った。

「いや、さっきの千紗都を思い出したら、可笑しくなって」

「さっきって、いつ？」

「ナッちゃんに、膝も手も地面についてないとか言ってたヤツ」

　その話を蒸し返すのかと、呆れながら肩をすくめると、隣で絢音も微笑みながら頷いた。

「冗談だとは思ったけど、結構怖かった」

「いや、私はチサに嫌われたんじゃないかとか、この旅行が終わっちゃうんじゃないかとか、結構気が気じゃなかった」

　奈都が大慌てでそう言って、ぶんぶんと頭を振る。涼夏が励ますようにポンと奈都の肩に手を乗せた。

「時々絢音と、千紗都に怒られてみたいねって話してるんだけど、なかなかそういう機会もなくてね。ナッちゃんって、結構千紗都と喧嘩してるよね」

「できることならしたくないよ、私だって」

「ナッちゃんが際どいところを攻めるから。傍はたから聞いてたら明らかに冗談だってわかったけど、まあ千紗都が勘違いする心情も理解できる」

　涼夏がうんうんと頷いた。確かに、今思えばどう考えても冗談だったが、あの時は何故か本気にしてしまった。奈都がそんなことをするはずがないし、そんな器用なことができる子でもない。

「大体奈都が悪い」

　きっぱりそう言うと、奈都は「そんなことはないと思うけど」と不服そうに唇を尖らせた。

　それにしても、部員二名も怒られたいとは何事か。厳しく糾弾したが、二人は悪びれずに笑った。

「ナッちゃんが羨ましいよ。私はもし千紗都と喧嘩したら、ちゃんと仲直りできるか心配だ」

「そもそも、どうやったら千紗都を怒らせれるかなぁ」

　絢音がそう言いながら、いきなり私のお尻を撫でた。私が思わず悲鳴を上げて飛び退くと、絢音は怒ってくれと言わんばかりに、大きな瞳でじっと私を見つめていた。怒る気にもならなかったので、お返しに絢音のお尻を鷲掴みにしたら、思ったよりも柔らかくてドキドキした。今日は何だか友達の体によく触る日だ。

　そんなこんなで針谷峡に着くと、公園はなかなかの人出だった。遊歩道の木々は色付いている部分と緑の残る部分があって、綺麗な三色のグラデーションになっている。天気は悪いが、紅葉は桜と違って曇りでも映える。

　記念に写真を撮ってから、ベンチに座って近くの店で買ったたい焼きにかぶりつくと、隣で涼夏が私にもたれかかってため息をついた。

「疲れた。涼夏さんは疲れました」

　確かに、途中で休憩したとはいえ、駅から二時間以上歩いている。しかもここまでほとんど登りだ。運動が苦手な涼夏には厳しい行程だったかもしれない。

「気持ち良く温泉に入れるよ」

　そう励ましながら背中に指を這わせると、涼夏は私の肩に頭を乗せたまま、いたずらっぽく笑った。

「お風呂の後に、みんなにマッサージしてもらおう。そうしよう」

「マッサージかー」

　絢音が何を想像したのか、眩しそうに目を細める。この旅は涼夏の誕生日企画だし、それくらいはしてあげてもいい。

　尻尾から食べていた奈都が、だんだんクリームが増えていくと喜んでいる。わざわざ向きを入れ替えてまで尻尾から食べる奈都のこだわりに突っ込むと、奈都は「最後に一番美味しいところを食べたいじゃん」と笑った。

「もちろん、尻尾にまでしっかりクリームが入ってることが約束されてたら、私だって頭から食べるよ？　私は尻尾から食べたいんじゃなくて、最後にたっぷりのクリームが食べたいの」

「それはわかる。クリームパンも、最後の一口にクリームが全然ないとガッカリするよね」

　力説する奈都に絢音が柔らかく微笑むと、奈都は満足そうに頷いた。

「アヤとは友達になれる気がする」

　お前ら、まだ友達じゃなかったのか。

「せっかく尻尾から袋に入れたのに、いきなり入れ替えられるお店の人の気持ちにもなって」

　そう言いながら、紙袋をクシャッと丸めてゴミ箱に捨てると、奈都は静かに首を振って、哀れむような目で私を見下ろした。残念だが、私と奈都との友情はこれまでのようだ。

　そろそろ公園をひと歩きしようと立ち上がると、涼夏がゴミを捨てながら微笑んだ。

「たい焼きで喧嘩が始まるかとワクワクしてたけど、始まらなかった」

「さすがにないから」

　呆れながらヒラッと手を振った。そもそも私は平穏に生きたいのだ。

「アヤと涼夏は、喧嘩とか全然しないの？」

　園地をぶらぶら歩きながら、奈都が明るい瞳でそう聞いた。私が知る限り二人は仲良しだし、実際に「しないねぇ」と二人が声を揃えた。

「まあ、知り合って半年以上経つし、そろそろ方向性の違いでモメる頃かもしれないね」

　絢音がバンドマンらしい台詞を吐くが、一体何の方向性だろう。静観していると、涼夏が少し考えるような素振りをしてからニヤッと笑った。

「ねえねえ、駅前に新しい酸素バーができたんだって。行ってみない？」

「えー。それより打ちっぱなしに行こうよ。ドライバーで二〇〇ヤード飛ばすのが私の夢なの」

　絢音が首を振ってから、ゴルフのスイングの真似をした。涼夏がふてくされたように頬を膨らませる。

「そんなのつまんない。絶対に酸素バーだって」

「打ちっ放しがいい。付き合ってくれないなら一人で行くから」

「いいよもう。私も一人で酸素吸ってくる」

「ふんっ！」

　絢音が腕を組んでそっぽを向く。実にくだらない茶番だが、二人ともなかなか可愛らしい。

　涼夏が、「みたいな？」と笑いかけると、奈都は困ったように首を傾けた。

「思ったのとは違うけど、まあそんな感じ。帰宅部って活動範囲が広いから、やりたいこととかぶつかりそう」

「活動範囲が広いっていうのは、すごくポジティブな表現だね」

　絢音が可笑しそうに顔を綻ばせた。帰宅部の活動というのは、要するに寄り道のことだ。ぶっちゃけるとただそれだけなので、大袈裟な言い換えは大歓迎である。

「涼夏がいたら涼夏が決めるし、私と千紗都の二人なら千紗都が決めるし、あんまりぶつかることとかはないかな」

　絢音がのんびりした口調でそう言うと、奈都は「ふーん」と相槌を打ってから、考えるように腕を組んだ。

「私はやりたいことが多いから、涼夏とぶつかるかもしれない」

「やりたいことが多いのは大丈夫だよ。やりたくないことが多いとぶつかる」

　さらっと言った涼夏の言葉に、奈都が感心するように口を開けた。私も思わず納得して、大きく首を縦に振った。意識したことはなかったが、確かにそうかもしれない。私たち三人に共通しているのは、やりたいことそれ自体ではなく、好奇心かもしれない。

　もちろん、涼夏が運動が苦手なのは知っているから、そういう提案は意図的にしていないし、絢音もメイクに興味が無いから、三人一緒の時はコスメの話はしていない。そういう相互理解も不可欠だが、誰かの提案にとりあえずやってみようと思えるかどうかが、帰宅部員に必要な素質かもしれない。

　それにしても、酸素バーとゴルフの打ちっ放しとはまた、かつて一度も話題にすら出たことがないスポットだ。もちろん、機会があれば挑戦してみたいと思うから、私は帰宅部の部長に適任なのだろう。趣味探しの旅は続けているし、ここにいるメンバーの中で、恐らく一番やりたくないことが少ない。

「私、酸素って吸ったことがないんだよね。どんな味だろ」

　涼夏の話に乗っかるようにそう言うと、三人は一瞬ピタリと動きを止めて、そのまま何も言わずに再び歩き始めた。せっかく話題を膨らませようとしたのに、ひどい反応だ。

　唇を尖らせながら三人の背中についていくと、突然絢音が大きな声で笑い出して、抱きしめるように奈都に寄りかかった。

「無理！　私にはスルーできない！」

「いや、わかるよ。それをいかに笑わずにいられるかが試されてるんだって」

　涼夏も必死に笑いを堪えるように頬を引きつらせながら、絢音の肩に手を乗せた。奈都も絢音の体を抱きしめながら、肩を震わせて笑っている。私が首を傾げていると、とうとう三人揃って大きな笑い声を上げて、周りの人が驚いたようにジロジロ見ながら歩いて行った。恥ずかしいことこの上ない。

「ねえ、私、何か変なこと言った？」

　仲間外れにするなと説明を求めると、涼夏がひーひー言いながら涙を拭った。

「胸に手を当ててよく考えて。本当に酸素を吸ったことがないの？」

　そう言いながら、涼夏が私の手を取って自分の胸に押し当てた。ふんにょりと柔らかな感触。こういう時は普通、自分の胸に手を当てて考えるものだと思うが、とりあえず言いたいことは理解した。

「酸素バーに行ったことがないっていう意味だよ？」

　困ったように眉根を寄せると、涼夏が笑いながら頷いた。

「それはわかってるけど、言葉のインパクトが強すぎた」

「もしくは、チサは樹木」

「樹木かー」

　奈都の言葉に、涼夏が「それなら仕方ない」と深く息を吐いた。絢音はずっと笑い続けている。

　どうも納得がいかないが、バカにされているわけではないようなので、よしとしよう。

　顔を上げると、少しだけ雲の上が明るくなっていた。予報通り、明日はいい天気になりそうだ。
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　温泉街の宿に戻ってきたら十六時を過ぎていた。秋の夕日はつるべ落としと言うが、つるべとは何だろう。いつの間にか晴れて赤く染まっている空を見つめながら絢音に聞くと、絢音は「たぶん」と前置きした上で、井戸で水を汲くむやつのことだと言った。

　私が感心しながら頷いていると、涼夏が疲れ切った顔で私の肩に手を乗せた。

「いいから、早くチェックインしよう。涼夏さん、もうダメです」

「はいはい」

　針谷駅に着いてからすでに五時間以上経っていて、しかもそのほとんどの時間、歩き続けている。涼夏でなくても疲れているし、奈都も幾分口数が少ない。

　チェックインの時に夕食を用意する時間を聞かれたので、十八時半にしておいた。八畳の和室に通されると、涼夏が荷物を放り出して座布団の上に崩れ落ちた。

「やっと辿り着いた……」

「私も疲れた……」

　奈都が窓のそばに座って、疲れたように息を吐く。窓から見える景色は、至って平凡な田舎の風景だ。

　絢音が浴衣に着替えてから、死んだように倒れている涼夏の体を揺すった。

「生きてる？　浴衣に着替えさせようか？」

「うん……」

　ぐったりとそう答えた涼夏の服を、絢音が嬉々として脱がせ始める。相変わらずそういうことが好きな子だ。

　とりあえずみんな浴衣に着替えると、早速お風呂に行くことにした。高校生四人で泊まれる程度のお値段の宿なので、それほど立派なお風呂ではないが、入れ替え制ではないし、小さいが露天風呂もある。夏に泊まった民宿よりは随分と立派だ。

「民宿と旅館の差はあるよね」

　体を洗ってから露天風呂に浸かると、涼夏が明るい瞳でそう言った。だいぶ元気が戻ってきたようだ。

　肩まで浸かって石の上に頭を乗せると、まだ明るさを残した空に星が白い点を打っていた。この辺だと満天の星空が見られるだろうか。それとも、少し明るいか。

　お湯はぬるめで、長く入っていられる。泉質や効能はわからないが、透明で柔らかく、あまり温泉という感じはしない。こういうのは気分の問題なので、個人的にはそこはどうでもいい。

「疲れたなー。涼夏じゃないけど、私もマッサージして欲しいなぁ」

　奈都が疲れたようにそう言いながら、湯船の中でぐったりと身を投げ出した。絢音が「してあげようか？」と微笑みながら、両手で奈都のふくらはぎを包み込む。そして、裏側からグッと親指を押し込むと、奈都が悲鳴を上げた。

「い、痛い！　あれ？　痛い？　痛い痛い！」

「疲れてるんだよ。我慢して」

「ひぃ……くっ！　くぁ……」

　奈都が涙目でふるふると首を振る。嬉しそうに揉む絢音を見ながら、涼夏が「私には優しくしてね」と困ったように眉尻を下げた。

「結構優しくしてるつもりなんだけど」

「ちょっと慣れてきた。気持ちいいかもしれない」

　絢音の言葉に、奈都が何度か頷いた。気持ちいいなら私もやってもらおうと思ったが、せっかく絢音と奈都が親睦を深めているのに邪魔するのも悪いので、黙って眺めていた。時々痛そうな顔をする奈都が実に可愛い。ニヤニヤしながら見ていたら、涼夏に「悪趣味だねぇ」と笑われた。

　しばらく取り留めもない話をして、お風呂から上がった。夜遅くまで開いているので、涼夏が夜にまた来ようと言ったが、経験上、面倒くさくなって来ないと思う。

　部屋に戻ると、とりあえず布団を敷いた。絢音と奈都と並んで敷布団にシーツを掛けていると、涼夏が仁王立ちしたまま何でもないように言った。

「今夜は誰が千紗都と寝るの？　私は海の時に一緒に寝たから、今日は譲るけど」

　私は思わず手を止めて両隣の二人を見たが、二人とも作業の手を止めずに、何食わぬ顔で言った。

「ジャンケンでもいいけど、今日は涼夏の誕生祝いなんだし、涼夏でいいよ？」

「私は右手だけ中に入れさせてもらえれば」

「じゃあ、私も左手だけ」

　そう言いながら、三人で可笑しそうに笑う。涼夏が私の敷いた布団に枕を置きながら、至近距離で私の顔を見つめた。

「千紗都は誰と寝たい？」

「別に誰でもいいけど。私は三人に優劣をつけてない」

　呆れながらそう答えると、涼夏は満足そうににんまりと笑った。事前に何も聞かされていないが、私が誰かと一緒に寝るというのは、いつの間に決まったのだろう。もしくは、それはもはや暗黙の決定事項なのだろうか。

　傍らで転がっている涼夏の髪を撫でると、涼夏が「マッサージして」と甘える子供のように言った。奈都がやれやれと腰を上げて、涼夏の足下に座った。

「じゃあ、私が脚をほぐしてあげるね」

「じゃあ、私が肩を揉むよ」

　すぐ目の前に涼夏の肩があるので、両手をかけながらそう言うと、絢音が実に爽やかに微笑みながら、涼夏のお尻の横に腰を下ろした。

「千紗都が上半身で、ナツが下半身をほぐすなら、私はその真ん中にしようかな」

　絢音の手が涼夏のお尻のカーブをなぞる。その指先を見つめながら肩を揉むと、涼夏が小さく身をよじりながら気持ち良さそうに声を漏らした。

「ヤバい。三十本の指が私の体を蹂躙じゅうりんする」

　涼夏が脚を崩して座っていた私の腰に手を回して、太ももに顔をうずめた。仕方がないので膝枕を提供しながら、頭の方から肩や背中を指圧する。お風呂上がりの涼夏の体は、温かくて柔らかい。

「脚は疲れてる感じがする。結構張ってる」

　奈都がそう言いながら、絢音にしてもらっていたように、ふくらはぎや足の裏を指先でほぐした。涼夏が時々身をよじりながら、くぐもった声を漏らす。浴衣の帯がほどけて、絢音が引っ張って隣の布団の上に置いた。

　涼夏が私の腰や背中を撫でながら、荒い息を吐いている。浴衣が枕カバーのように私の太ももを覆っていたはずだが、今や直接顔をうずめているので、肌にかかる鼻息がくすぐったい。

　絢音が涼夏のお尻や太ももの内側を撫でながら、器用に浴衣をまくり上げた。私も手伝って涼夏の体から浴衣を剥ぎ取ると、綺麗な白い背中に胸がドキドキした。さっき脱衣所でも見ていたはずだが、裸や下着でいるのが当たり前の脱衣所と布団の上とでは、同じ下着姿でも見え方が全然違う。

「涼夏、エッチな体してるね」

　冗談めかして声をかけると、涼夏が私の浴衣に手を入れて、下着の上から私の腰を撫でた。

「目がおかしいんじゃない？」

「そうかなぁ」

　マッサージの邪魔になるのでブラジャーのホックを外して、背骨を辿るように親指を肌に沈めた。少し身を乗り出して腰を指圧すると、涼夏が私の背中をグッと引き寄せながら、お腹と太ももの間の空間に顔をうずめた。息苦しくないのだろうか。

　奈都がずっと真面目に涼夏の足をほぐしながら、じっと絢音の手を見つめている。絢音は、果たしてそんなところ凝っているのだろうかという場所を、下着の上から触り続けている。

「みんなにマッサージしてもらうの、気持ちいい……」

　涼夏がかすれた声でそう言いながら、私のお腹に顔をこすり付けた。呼吸が荒く、時々熱っぽい声を漏らす。

「涼夏、声がエッチだよ？」

　聞いていて恥ずかしいのでそう声をかけたが、涼夏は落ち着かないように私の腰やお尻に手を這わせながら、時々身をよじるだけだった。

「アヤは、涼夏のこと、好きなの？」

　突然、奈都がそんな言葉を口にした。何が奈都にそれを言わせたのかと言えば、きっと絢音の触っている位置だろう。絢音はくすっと笑って頷いた。

「もちろん」

「チサとどっちが好き？」

「私は、千紗都と涼夏に優劣をつけてないよ」

　どこかで聞いた台詞だ。夏に風邪で倒れた時、絢音は看病しながら随分私の体に触っていたが、その好奇心はもちろん、涼夏に対しても向けられている。春の頃は、私ほど涼夏とは親しくないと言っていたが、あれからもう半年も経っている。

「帰宅部ってすごいよね」

　奈都が達観した表情でそう言って、自らの仕事に没頭するように涼夏の足の裏に親指を突き立てた。

　涼夏の荒い呼吸に、局所的に湿度が上がる。時計を見ると、十八時を少し過ぎたところだった。食事までずっとマッサージをしていればいいのだろうか。マッサージとお喋りは両立できそうな気がしたから、「遊園地、結構遠そうだったよね」と声をかけると、奈都が驚いたように顔を上げた。

「普通に話し始めるんだ！」

「えっ？　おかしい？」

「いや、そういう空気じゃなかったから」

　奈都が顔を赤くしながら、上擦った声でそう言った。私が首を傾げると、絢音が可笑しそうに顔を綻ばせたが、何も言わなかった。涼夏はよほどマッサージが気持ちいいのか、私のお尻に指をうずめながら悶もだえている。しっとりと肌に汗が浮かんでいるので、やはり食事の後にもう一度お風呂に行くことになりそうだ。

「地図を見てた時、今日行った公園から対岸の遊園地まですぐかと思ったけど、高低差は考えてなかった」

　峡谷というだけあって、遊園地は対岸の遥か高い場所にあった。泊まっている旅館から公園は経由せず、別の道からかなり登って橋を渡り、ようやく辿り着くことができる。旅館の前から出ているバスで行けるようだし、行くならバスだろうか。

　そう聞いてみたが、奈都が「そうだねぇ」と気のない返事をしただけで、帰宅部の二人は何も言わなかった。マッサージをするのとされるのに全霊を注いでいるらしい。

　私が頬を膨らませて涼夏の体に触れていると、小刻みに体を震わせていた涼夏が、やにわに体を起こして大きく肩で息をした。紅潮した頬と潤んだ瞳。汗で額に張り付いた前髪が妙に色っぽい。はぁはぁと熱い吐息を漏らす口元が、唾液で濡れている。

　反射的に自分の体を見下ろすと、下着も太ももも涼夏の唾液でベタベタになっていた。非難の声を上げようとしたが、先に涼夏が放心した顔で口を開いた。

「危なかった。絢音に委ねるところだった」

「委ねてくれてよかったのに」

　絢音が自分の指をペロリと舐めながら、艶つやっぽく目を細めた。奈都は目のやり場に困ったように、せわしなく指を絡めて俯いている。涼夏が手の甲で口元を拭うと、無機質な動きでブラジャーを取って着けた。

「マッサージ、そんなに気持ち良かったの？」

　私が太ももをタオルで拭きながら聞くと、涼夏はぼんやりした表情で頷いた。

「うん。千紗都にもしてあげようか？」

「また今度お願いするよ」

　軽く手を振って、タオル掛けにタオルを戻した。下着がベタベタするが、これ以上替えはないので仕方ない。

　そろそろ夕食の時間だ。一人千五百円のご厚意ディナーは、果たして何が出てくるのか。お腹が空いたのでとても楽しみだ。




　　五




　食堂になっている宴会場に行くと、どのテーブルも人でいっぱいだった。

　お風呂が他に誰もいなかったので、意外と空いているのかと思ったが、そんなことはなかった。たまたま運が良かっただけらしい。

　食事はすでに用意されていて、内容は山菜の小鉢が二つと、メインはサラダを添えた唐揚げ、それからご飯とお吸い物に、カットしたオレンジだった。十分すぎる内容だ。しかも、ご飯は松茸入りの炊き込みご飯だった。恐らく、他に提供される松茸コースのために作られたものだろう。

「これは勝った。涼夏さん、とても満足です」

　涼夏が笑顔でそう言いながら箸を取った。今日は自分を「涼夏さん」と呼ぶのがブームなのだろうか。

「千紗都さんも満足です」

　私も同じように言ってみると、三人が私を見てから、申し訳なさそうに視線を逸らせた。

「似合わないよ……」

　奈都がため息混じりに呟いて、私は恥ずかしくなって両手で顔を覆った。

　ご飯は文句なしに美味しかった。とてもお腹が空いていたが、量も十分だったし、旅館の人に多大なる感謝を伝えて部屋に戻った。

「はぁ、食ったー」

　涼夏が幸せそうにそう言いながら、私の布団の上に大の字になる。他の二人も同じように自分の布団に寝転がって、私は仕方なく部屋の隅っこで体操座りで膝を抱えた。いかにも寂しそうにしゅんとしていると、奈都が呆れたように顔を上げた。

「チサ、そういうのはいいから、こっち来て」

「ああ、そう？」

　手招きされたので、奈都の隣に寝転がる。そのまま奈都に抱き付くと、奈都は恥ずかしそうに顔を赤くした。

　しばらく奈都の温もりを楽しんでいると、やがて涼夏が起き上がってリュックを開けた。もちろん今日もゲームを持ってきている。前に盛り上がったナンジャモンジャもあったが、先にこっちをやろうと、別のゲームを布団の上に置いた。

　ｉｔｏというゲームらしい。これもナンジャモンジャ同様、カードだけのゲームで、１から１００までの数字とテーマカードで構成されている。涼夏が一人一枚配ってから、テーマカードを一枚表にした。

「この『かわいいもの』を採用しよう。１が可愛くなくて、１００が可愛いものね。みんな、自分の数字くらいのものを言ってから、数字が小さいと思う順に出していくの。例えば私は……他人の赤ちゃんかな」

　涼夏が説明とともに、まず自分の数字に合いそうなものを言った。他人の赤ちゃんは、果たして可愛いのだろうか。私は正直あまり可愛いと思わないが、これで涼夏が85とかだったら、激しく軽蔑されそうな気がする。

「じゃあ、私は子猫にしようかな」

　奈都が自信に満ちた表情でそう言うと、絢音がくすっと笑って目を細めた。

「寝起きの千紗都とか」

「それは可愛いな。１００だな」

　涼夏が満面の笑みでそう言ったが、私としては子猫の方が数字が高そうに思えた。

　ちなみに私は41だった。微妙な数字だ。人にすると問題が起きそうだが、動物だと好みが割れそうである。

「カエルの……ぬいぐるみとか」

「どれだよ！」

　涼夏のツッコミに「概念的な」と答えると、三人が複雑な顔をした。カエルは可愛くないが、ぬいぐるみにしたらまあそれなりに可愛くて、足して２で割って41くらいでどうか。

「とりあえず一番可愛くないのは、他人の赤ちゃんだな」

　涼夏が自信満々にそう言いながらカードを表にした。数字は25だった。もちろん、子猫がそれより低いはずがないが、他人の赤ちゃんを25と断ずる涼夏の勇気に、私は内心で拍手を贈った。

「寝起きの私は大丈夫だった？　10とかじゃない？」

「そんなわけないよね？」

　確認する私に、絢音が呆れたように言った。そんなわけないことはないと思うが、とりあえずよしとする。

　結局、次が私の41、奈都が88で、絢音が94だった。絢音の出した数字を見て、涼夏が静かに首を振る。

「絢音、これでもしナッちゃんが95だったら、戦犯だったよ」

「深く反省しています」

　よくわからない会話だ。奈都が可笑しそうに笑っている。

　二回戦は二枚、三回戦は三枚。ライフは３で、クリアごとに１つ回復する。三回戦が終わってライフが残っていたら成功だが、たぶんこのゲームはディクシット同様、勝敗よりもトークを楽しむタイプのゲームだ。

　配られたカードは２と88。テーマは『デートスポットの人気』だった。両極端なので、確実に当てに行きたいが、生まれてこの方デートというものをしたことがないので、実に難しいお題だ。もっとも、それは私だけではなく、他の三人も頭を悩ませている。

「とりあえず、片方は親が働いてるお店かな」

　私が２を確実に置きに行くと、三人が「それは行きたくない！」と口を揃えた。もう片方は「水族館で」と言うと、奈都が羨ましそうに私を見た。

「チサ、簡単そうなの引いたね」

「たぶんね」

「もしその数字が大きかったら、千紗都は水族館に行きたいのか。参考にしよう」

　涼夏がそう言って大きく頷く。一体何の参考にするのか知らないが、その内このメンバーで水族館に行くのもいいかもしれない。

「私は……一枚はバッティングセンターで」

　絢音が自信なさそうに言った。絢音にとってどうかと考えれば良いだろう。だとしたら、それほど高くないはずだ。30くらいだろうか。

「私は、山にしよう。登山」

　涼夏が裏向きのカードを一枚指差して、自分に言い聞かせるように頷いた。山に関して言えば好きなカップルもいそうだが、これも涼夏にとってと考えれば、一桁と推測できる。ただ、１ということはないだろうから、私の２よりは大きいだろう。

　奈都が「困ったなぁ」と呟きながら、髪をくしゃっと掴んだ。悩まし気に眉根を寄せて、首を傾げながら口を開く。

「家電量販店と……ディナーで中華」

「家電量販店と、ディナーで中華……」

　私が真顔で復唱すると、絢音が可笑しそうに口元を押さえた。

「今の、全然わかんない。私のバッティングセンターと比べてどうなんだろう」

「わからんねぇ。私ももう一枚は、映画館でホラー映画とかにしようかな」

「涼夏の口から映画って単語、初めて聞いた気がする」

　半年の間に話題の新作などもあったが、そういえば帰宅部のメンバーで映画の話になったことがない。涼夏の興味は如何いかほどのものか。

　最後に絢音が、もう一枚を「釣り堀」と言った上、釣り堀とバッティングセンターのカードを逆にした。

　答え合わせは、とりあえず私が「親が働いてるお店」で２を開けた後、涼夏がカードを手に取りながら小さく唸うなった。

「なんとなく、絢音の釣り堀の方が低い気がする」

「私もそう思う。釣り堀は無い」

　奈都もそう口添えをした結果、絢音がめくったカードは14だった。涼夏が呻き声を上げてカードをオープンする。数字は９だった。

「涼夏、そこまで山は嫌なんだ」

　絢音が呆れた顔をすると、涼夏は当たり前だと首を振った。

「登山など、文明人のすることじゃない」

　その後さらに、バッティングセンターと家電量販店は、デートで行くには家電量販店の方がつまらなそうと言ってめくった結果、45という高い数字で、絢音が23のカードを出しながら頭を抱えた。

「ナツ、そんなに家電量販店に行きたいの？　デートで？」

「いや、50からが行きたいラインかなって。アヤがバッティングセンターに行きたくなさすぎでしょ」

「デートで行きたいとは思わない」

　これで残りのライフは１つ。ディナーで中華とホラー映画で多数決を取ったら、カップルでホラー映画はアリという意見が多勢を占めた結果、ライフが尽きた。涼夏が56、奈都が67だった。

「いや、ホラー映画とか、嫌でしょ！」

　涼夏が力説して、私も大きく頷いた。

「嫌。でも、一般論としては悪くないかなって」

「一般論の話はしてないから！　お金払って怖い思いするとか、バカじゃないの？」

「その割には56って、結構高いよね」

「奈都も、複雑な顔してた割には、67って結構高いじゃん」

「ディナーで中華って、67くらいじゃない？」

「そう言われるとそうか」

　三人でキャイキャイ言いながら結果を振り返る。呆気なく二ラウンド目で死んでしまったが、大体みんな何をどれくらいの数字に置くかの傾向は掴めた。

　それにしても、これもまた面白いゲームだ。前に涼夏と二人でボードゲームカフェに行った時は、難しいゲームをやりまくったが、こういうパーティーゲームもやはり面白い。

　それから結局、ナンジャモンジャの出番はなく、「生き物の強さ」だの「やわらかそうなもの」だの「便利なもの」だの、色々なテーマで盛り上がっていたら、お風呂に行く時間すらなくなった。

　それはそれで構わない。明日のことも構いやしない。私たちに大切なのは、今楽しんでいることなのだ。




　　六




　二十三時を回った辺りで、あまりはしゃぐと迷惑だろうと言ってゲームをやめた。今さらという気もするが、日が変わるまでやらなかっただけでも評価して欲しい。

　涼夏が眠くてもうダメだと言いながら、私の膝に頭を乗せた。布団で寝てくれていいのだが、膝枕がいいらしい。

　涼夏の髪を撫でながら明日の話をした結果、遊園地は回避することになった。ネックはやはりお金だ。そもそも今回の旅は交通費と宿泊費だけでもだいぶ使っている。その上、また往復バスに乗って遊園地に行き、乗り物のフリーパスを買うような余裕は無い。

　それに、代替案のアウトレットも十分魅力的だった。来ようと思ってもなかなか来れる場所ではないし、主役の涼夏は買い物が好きだ。奈都はファッションに興味がないし、絢音も前に、買えないものを眺めるのはあまり好きではないと言っていたが、滅多に来れないことを天秤にかけた結果、アウトレット案を採用することになった。

　明日は朝、温泉に入って、チェックアウトギリギリまで宿で過ごすことにした。もっとも、朝食があるから、それなりに早く起きなくてはいけない。

　今日は涼夏も疲れているし、海の時のように荒ぶることはないだろう。そう思っていたが、甘かった。

　電気を消して布団に潜り込むや否や、涼夏が私の上に覆いかぶさって来て、首筋に顔をうずめた。

「はぁ。今日はもう十分楽しかったのに、最後に千紗都と寝られるなんて、近年稀に見る最高の誕生日だ」

「いや、重いから。眠いんじゃなかったの？」

　私がもがいていると、隣で絢音がくすっと笑った。

「ボジョレーのキャッチコピーみたいだった。完璧な肉感、桁外れに素晴らしい千紗都」

「そんな感じ。ああ、千紗都、愛おしい」

　涼夏がうわ言のようにそう言いながら、私の唇に顔を押し付けた。さらに舌を入れてきて、静かな暗闇にピチャピチャと水気のある音が響く。

　すぐ隣に友達がいるのに、コイツは一体何をしているのか。私が呆れながら涼夏の重みを感じていると、奈都が「デジャヴだ」と小声で呟いた。

　三分くらいそうしていただろうか。そろそろ息苦しくなってきたから引き剥がそうと思ったら、突然とんでもないところを鷲づかみにされて、私は思わず悲鳴を上げた。

「ひえっ！　変なところ触らないで！」

「いや、どう考えても私の両手は千紗都の背中にあると思うけど」

　涼夏が両手でグッと私の背中を引き寄せながら、熱っぽい声で言った。いつの間にそこにいたのか、すぐ耳元で絢音の声がした。

「それはもしかしたら、私の右手かもしれない」

　囁くようにそう言いながら、絢音がわしわしと右手を動かす。

「それ、全然もしかしてない！」

　身をよじりながら非難したが、絢音は「右手だけ中に入れさせてもらう約束だったし」と悪びれずに言った。確かにそういう話はしていたが、約束した覚えはない。

　私がもがいていると、奈都が反対側から近付いてきて、そっと私の腰に触れた。

「じゃあ、私も片手だけ……」

「奈都は私を助けてくれる！」

　期待を込めてそう言ったが、奈都はツラそうに首を振った。

「この状況に対して、悔しいほどに私は無力だ」

「えーっ!?」

　相変わらず涼夏は私の上に乗っかって、胸を触りながら「これが91のおっぱい」と、感極まったように繰り返している。ちなみにそれはバストサイズではなく、先程のゲームの『やわらかそうなもの』で、絢音が私のおっぱいと言った時に持っていたカードの数字である。

　片手だけと言っていた二人が、いつの間にか両手で私の体を撫で回している。浴衣はどこかに行ってしまった。涼夏ではないが、確かに三十本の指が這い回るのはゾクゾクして気持ちいい。

　もう諦めよう。この可愛い仲間たちは、私のことが好きすぎる。そして私も、そうして私のことを好きでいてくれることが、本当に嬉しいのだ。




　いつの間に眠っていたのか、気が付くと朝だった。障子しょうじの向こう側が明るい。手を伸ばしてスマホを取ると、七時を少し回ったところだった。

　隣で眠っている涼夏を抱き寄せると、肌の感触が生々しかった。私たちの浴衣と下着は、一体どこに行ってしまったのだろう。

　困惑していると、涼夏がギュッと私の背中を引き寄せた。明らかに目を覚ましているムーブだが、起きようとはしない。涼夏の髪の毛越しに隣の布団を見ると、奈都と目が合った。

「あっ、おはよ……」

　奈都が布団から可愛らしく顔を出して私を見つめる。

「うん。おはよう」

「寝起きの千紗都は94」

「そうでもないと思うけど」

　あくびをしながら反対側の布団を見ると、絢音はまだ寝ているようで、小さな寝息を立てていた。涼夏の髪を撫でながらぼんやりと天井を眺めていると、奈都が小さな声で言った。

「昨日はごめんね」

「昨日？　何のこと？」

「何って……その……」

　言いかけて、もごもごと口ごもる。本当にわからなかったので首を傾げると、奈都は困ったように眉尻を下げた。

「ほら、三人でなんかこう、だいぶ、チサに色々しちゃったから……」

「なんにも怒ってないけど」

　キョトンとしてそう言うと、胸元で涼夏がくすっと笑った。奈都が「そうなんだ」と乾いた笑いを浮かべた。いつの間に起きたのか、反対の布団で絢音が可笑しそうに声を弾ませた。

「やっぱり、千紗都を怒らせるのは難しい」

「そうでもないと思うけど。絢音は前からずっと、ギリギリを追及してるって言ってたじゃん？」

「正直に言うと、昨日は理性が負けた」

　絢音があっさりとそう言って、涼夏があははと笑った。笑い事ではないが、まあ別に構わない。

　そろそろ起きる提案をすると、涼夏が名残惜しそうに私の体を放した。くっついていた部分が汗ばんでいる上、全体的にベタベタしている。一刻も早くお風呂に行きたいが、まずは食事だ。

　掛け布団をまくると、自分で脱いだ覚えのない下着が転がっていた。「下着を交換しよう」などとわけのわからないことを言っている涼夏を無視して、身なりを整える。髪もボサボサだが、ブラシをかけるとだいぶましになった。

　食堂の昨日と同じテーブルで朝食をいただく。こちらはご厚意ではなく、元々ついているものなので、他の宿泊客と同じメニューだ。白いご飯に焼き魚、納豆、味噌汁、温泉卵、味付け海苔、漬け物。それらをもぐもぐ頬張っていると、奈都が向かいでじっと私を見つめていた。

「何？」

「ううん。チサ、可愛いなって思って」

「それは新発見だね」

　私がしれっとそう言うと、隣でお茶を飲んでいた絢音が噎むせた。奈都は何やらもじもじしているが、昨日もずっといたし、そもそも毎日一緒に学校に通っている。いきなりどうしたのだろう。

　私が首を傾げると、涼夏が味噌汁を飲んでから、ほぅっと息を吐いた。

「昨日の夜の千紗都は、今までに見たことのないジャンルの可愛さだったから、ナッちゃんの気持ちもわからんでもない」

「帰宅部はすごいね……」

　奈都が顔を赤くしながら、グルグルと温泉卵をかき混ぜた。奈都はそれをそういう食べ方をするのかと、新鮮な驚きを持って見つめる。お互いに新しい発見があったのなら、一緒に旅行して良かったというものだ。

　ご飯の後はゆっくりと温泉に浸かった。すでにチェックアウトした客もいるし、露天風呂にはまた私たちの他に誰もいなかった。私たち自身もそんなにのんびりはしていられないが、朝からこうしてお風呂に入るのは、なんだか優雅な時間だ。

「今日が十六歳で一番の思い出になりそうな気がする」

　涼夏がぼんやりとそう呟く。始まったばかりで、何を言っているのか。

「十五歳になった時、私たちはまだ出会ってもなかったでしょ？　まだ十七歳まで三百六十日くらいあるし、どう考えても更新するでしょ」

　まずは来月クリスマスがあり、冬休みがある。春は桜が咲いて、ゴールデンウィークの後、再び夏休みがやってくる。今回の旅は確かに楽しいが、昨日はひたすら歩いただけだし、結局遊園地には行かない。松茸ご飯は思わぬ収穫だったが、それだけだ。会話が楽しいのは今に始まったことではない。

　そう訴えると、涼夏は静かに首を振った。

「千紗都と裸で寝た」

「そんなの別に、うちに来てくれれば、いつでもできるよ」

　なんでもないようにそう言うと、三人が息を呑んで私を見つめた。その空気に気圧されて、私は思わず身を仰け反らせた。

「いや、別に深い意味はなくて」

「浅くていいから、毎日千紗都の家に行こう」

「私も、もうお小遣いは全部電車代に使う」

「私はバトン部を辞める」

「いや、それはやめて」

　奈都にだけ冷静にそう告げると、奈都は可愛らしく唇を尖らせた。私はただ横になっていただけだが、こんなにも嬉しそうな三人を見るのは初めてだ。微妙に不本意ではあるが、まあ良しとする。

「みんなが楽しかったのなら、私はこの旅を企画して良かった」

　穏やかにそう微笑むと、涼夏が瞳を潤ませて抱き付いてきた。

「部長！　ずっとついて行くから！」

「是非そうして」

　涼夏を抱きかかえながら顔を上げると、昨日とは打って変わっていい天気だった。ずっと屋内にいるのはもったいないから、午前中は昨日行った公園に戻って、遊覧船に乗るのもいいかもしれない。料金はそれなりにするが、元々遊園地に行こうとしていたことを思えばどうってことはない。

　今日も楽しく過ごそう。帰宅部が日頃培つちかってきた遊ぶ力を、今こそ存分に発揮しようではないか。





　番外編　球技大会




　我が帰宅部は、十一月上旬の涼夏の誕生日の後、十二月のクリスマスまで、実にひと月半もの間、何の行事もない日が続く。もちろんそれは、六月上旬の奈都の誕生日から、夏休みに入るまでのひと月半も同じなのだが、そちらは暑いし梅雨だし、そもそも積極的に何かをしたい時期ではない。

　だが、十一月は違う。朝晩は冷え込むようになってきたが、日中の日差しは穏やかで心地良い。虫も出なくなったし、動いても汗をかかないし、日焼けに神経質にならなくても良い、実に爽やかで快適な季節である。

　朝、珍しく奈都の方が遅かったので、駅の壁にもたれて待ちながら、何か面白いことはないかと考えていたら、奈都が眠そうな顔でやってきた。青いヘアピンに留められた髪はクシャクシャで、急いでいたことが窺える。

「おはよ」

「おはよー。珍しいね。どうして昨日寝る時間が遅くなったか、当てたらアイス奢って」

　改札に向かいながらそう言うと、奈都は私の話など聞いていないように、大きなあくびをした。

「アニメ見てた」

「どうして私から当てる楽しみを奪うの？」

「じゃあ、何のアニメでしょう」

　やってきた電車に乗ると、早速奈都が私の肩に頭を乗せた。頬に髪の毛が当たって、少しくすぐったい。絢音の言う通り、私と奈都の間にある布の量はもっと少なくていいが、枕としては今くらいが最適だろう。

　前にバレーのアニメを見ていたので、とりあえずスポーツかと幅広く聞くと、奈都は目を閉じたまま小さく頷いた。

「スポーツだよ。青春はいいね」

「奈都って暢気のんきだし、熱血って感じでもないのに、スポーツ好きだよね」

　話を脱線させると、奈都はチラッと私を見て微笑んだ。

「チサに暢気って言われた。暢気の王みたいなチサに」

「暢気な王様」

「ちょっと違う」

　実際、奈都は中学からずっと運動部だし、なんなら小学生の時はバスケ部だったらしい。スポーツが好きで部活に青春している割には、熱血でもないし、日差しの下で汗をかきたくないという、不思議な子だ。

　バスケにサッカー、バドミントン、卓球、ゴルフにアイスホッケーなど、色々なスポーツを並べてみたが、一つも当たらなかった。ギブアップすると、奈都は野球だと笑った。

「また暑苦しい感じのスポーツだね」

「女の子しか出てこない」

「それはすごく奈都っぽい。仲良く楽しくメイン？　それともガチ野球？」

「ガチ野球だね。一番よく打つ子が、一見しょぼそうで可愛い。チサもそういう感じだよね」

「私はしょぼそうで、実際にしょぼい」

　何もすごいところなどないと訴えると、奈都は冗談と思ったのか鼻で笑った。

　例のごとく、好きなものを語る時は早口になる奈都の話を聞きながら、帰宅部で野球をするという選択肢を考えた。

　そもそも人数が足りないのは置いておくとしても、提案している最中に涼夏に却下されそうである。暑い、怖い、走るの嫌と、三拍子揃っている。

　そう言えば前に、絢音とボウリングや卓球をしようと話していた。ビリヤードも面白かったし、何かそういう緩い球技大会をするのは面白そうだ。

　イエローラインを降りてから奈都に意見を求めると、奈都はバドミントンがやりたいと力強く言った。

「帰宅部の中で私はしょぼキャラになってるから、得意なスポーツで無双する」

　そう言いながら、奈都がラケットを振る真似をした。球技と伝えたはずだが、脳内でスポーツ全般に置き換わっているようだ。もしくは、奈都にはあれが球に見えるのかもしれない。

「誰も奈都をしょぼいなんて思ってないよ？　三組の帰宅部は、部長が一番しょぼいって有名」

「チサは何でもそつ無く器用にこなすイメージ」

「今、取り柄のない凡人って言った？」

「言ってないね」

　空耳だったらしい。

　何にしろ、球技大会は面白そうである。学校に着いて奈都と別れ、教室に入るとすぐに涼夏と絢音に提案してみた。

「帰宅部で球技大会をしようと思うから、何かアイデアを出してください」

「スポーツか」

　涼夏が眉をひそめて難色を示す。言うほど運動音痴というわけでもないのだが、好き嫌いと得手不得手は別のカテゴリーだ。

　織り込み済み反応だったので、なるべく陽気に返した。

「ボウリングとか、そういうのだね。でも、せっかくいい季節だし、屋外がいいかな」

「まあ、帰宅部でテニスとか、やってみたくないこともない」

　そう言って、涼夏が神妙な面持ちで頷いた。随分回りくどい表現だが、思いの外ちゃんとしたスポーツの名前が出てきた。それも面白そうだと思ったが、絢音がくすっと笑って指摘した。

「ラケットを持つスポーツは、ナツが上手そう」

「そうだ。あの女のことを忘れてた」

　涼夏が苦々しく吐き捨てる。もちろんただの冗談だが、随分な言い方だ。

　実際、本気でやったら、元々バドミントン部のレギュラーだった上、今でも運動部で運動量の多い奈都に勝てる見込みがない。ただ楽しくラリーするだけならいいが、球技大会となると、ある程度は勝ち負けにこだわりたい。そうなると、涼夏の考えるような展開にはならないだろう。

　今日一日考えてみることにして、チャイムとともに一旦解散した。席につくと、隣から川波君が興味深そうに声をかけてきた。

「帰宅部で球技大会やるの？　男女混合でどう？」

「盗み聞きとか有り得ない。一生私の視界に入らないで」

　黒板を見たまま、うんざりしたように吐き捨てる。

　そう言えば文化祭の後はほとんど絡みがないが、まだ男女混合の帰宅部を諦めていないのだろうか。一度くらい遊んであげてもいいと思ってしまう私は、涼夏に言わせると甘いのだろう。

「何か女子が四人で互角に楽しめそうな球技はない？」

　せっかくなので新鮮なアイデアはないかと聞いてみたら、川波君は大袈裟に腕を組んでから、得意気に意見を述べた。

「ボウリングとかどう？　意外なところで」

　私は大きく落胆の息を漏らしてから、静かに、残酷に首を振った。

「がっかりした。それのどこが意外なの？」

「ほら、野球とかサッカーとかバスケとか発想しがちなところを、屋内でしかもボウリングって、そう言えばそれも球技か感ない？」

「ないね。もう金輪際川波君には意見を求めない」

　諦めたようにため息をつくと、川波君は何故か嬉しそうに笑った。この男は、私に冷たくされるのが好きらしい。

　授業は真面目に受けつつ、放課後までに考えて出たアイデアは、ゲートボールとカーリングもどきだった。

　ゲートボールはお年寄りがやっているイメージが強いので、きっと運動量は少ないだろう。改めてルールを調べてみたら、基本的には五人一組のチーム戦らしいが、二人チームでもできそうだった。順番にゲートをくぐらせていくのは楽しそうだが、道具を集めるのが難しそうだ。

　カーリングもどきは、地面に適当な円を描いて、そこに向かってボールを投げ、相手の邪魔をしたりしながら得点を競うという、シンプルなものである。

　放課後、古沼までの帰り道を歩きながらアイデアを披露すると、絢音が苦笑いを浮かべた。

「まあ、カーリングもどきをやるなら、普通にボウリングの方が楽しそうだね」

「屋外にこだわりたい。絢音は何か考えた？」

「うーん。前にやったビリヤードが面白かったから、二対二で遊ぶのも面白いと思ったけど、屋外となるとあんまり」

　絢音が顎に指を当てて、思案げに眉をひそめた。もちろん、絢音自身は文武両道なので何でもできるし楽しめるから、要するに涼夏がどうかということだ。

　その当事者は、私たちの視線を受けて口元を綻ばせた。秘策ありという顔だ。

「屋外で、たぶんそんなに実力差がなくて、のんびり楽しめそうな球技として、私はパターゴルフを提案します」

「ああ、それはいいね」

　まるでそれが答えであるかのように、しっくり来るゲームだった。

「何故なら……」

「もう大丈夫。採用採用」

「うん。ナイスアイデア」

　二人で拍手をしながら遮ると、涼夏がもどかしそうに頬を膨らませた。

「語らせてよ！」

「しょうがないなぁ。聞いてあげよう」

　寛大な心で発言を許すと、涼夏は嬉しそうに口を開いた。

「やっぱりこう、自分からボールが離れていく球技がいいと思うんだよね。ボウリングとかビリヤードとか、後はゲーセンにあるバスケのシュートゲームとか。ゴルフの打ちっ放しとかも考えたけど、敷居が高そうだから、パターゴルフに行き着いた」

「亀歩公園とかにもあったっけ？　あそこなら、そのままボウリングにも行けるね」

「市内でもやれるとこあるけど、調べてみたら、東の牧場のコースが面白そう。雄大だし、自然に囲まれて気持ち良さそうだった。美味しいソフトクリームもあるし、馬にも乗れるし、一日遊べそう」

　どうやら授業の合間に色々調べてくれたようである。授業中に調べたわけではないといいが、涼夏のことだから少し怪しい。

　何にしろ、パターゴルフはとても良いアイデアである。バイトのある涼夏と別れてから、絢音と二人で調べてみたが、市内にある緑地公園の内の何ヶ所かでもできそうだったが、やはり涼夏が調べた通り、東の牧場のコースが一番楽しそうだった。

　アクセスも遠いかと思ったら、夏に絢音と花火大会に行った時に通った駅から、歩いて十分だった。料金も往復で千円ちょっとだ。

　夜に電話で奈都に報告をすると、奈都は受話器越しに声を弾ませた。

『パターゴルフは楽しいよね！　東の牧場も久しぶりだから、楽しみ！』

　喜んでくれたようだが、私はとてもがっかりしてため息をついた。

「パターゴルフもやったことがあれば、東の牧場にも行ったことがあるんだ」

『うん。家族でね。でも、パターゴルフやったのは違う場所だよ？』

「奈都は、まるで私と初体験を共有してくれない」

『そんなこと言われても、家族で行ったんだからしょうがないじゃん』

　奈都が不満げに声を上げる。喧嘩にならないよう、わざとらしく「悲しい」と嘘泣きすると、奈都が呆れたような声で言った。

『じゃあ、私も私がやったことのない提案をするから、乗ってきてね？』

「そうだね。帰宅部員の自覚を持って、企画に励んでください」

『そういう部活に入った覚えはありません』

　相変わらず頑固な子だ。何にしろ、遊びの提案はいつでも大歓迎である。私も何か考えたいが、自分がしたことのない遊びは、そもそも見つけるのも難しい。

　まずはパターゴルフだ。密かにイメージトレーニングを積んで、美味しい牧場ソフトを奢ってもらおう。




　我が帰宅部の球技大会は、早速その週の日曜日に開催される運びとなった。予報通りのいい天気で、一日中爽やかな秋晴れの下で遊べそうだ。

　可愛い秋コーデにしようと思ったが、馬に乗る可能性を考えてジーパンにした。下も機能性重視のスニーカーだ。

　昼からは混むだろうという判断で、いつも学校に行くのと同じくらいの時間に家を出た。今日は先に来ていた奈都が、私を見て不思議そうに首を傾げた。

「おはよ。今日はスカートじゃないね」

「制服で体育祭しないでしょ？　それと一緒」

　私の言葉に、奈都は「なるほど」と呟きながら頷いた。そういう奈都も、ジーパンに単色のトレーナーという、なんとも味気ない格好だ。肩からかけている可愛いバッグを目立たせるために、敢えて服装を地味にしているのなら、それはそれで一つのテクニックだろうが、個人的にはバッグよりも奈都が目立つコーデをしてほしい。

「野球アニメは見終わった？　野球やりたくなった？」

「味わうように見てる。私はチサと違って、あんまりそういう影響は受けないかな」

　私の質問に、奈都が苦笑いを浮かべた。確かに私は、何か楽しいことがあると、すぐにそれを趣味にしたくなる。自覚はあるが、それは強い好奇心から来るものだとポジティブに解釈してもらいたい。しかも、結局は思うだけで何にものめり込まないから、物事に対して熱しやすくて冷めやすいのかもしれない。もちろん、人に対してはそういうことはない。

「私は奈都のことを、ずっと愛してる」

　そっと微笑むと、奈都は不安そうに眉をひそめて私を凝視した。

「大丈夫？　今、話が全然繋がってなかったよ？」

「私の中では繋がってた」

　イエローラインに乗って、乗り換えの駅で涼夏と絢音と合流する。会って早々、涼夏が包みをかざして得意気に微笑んだ。

「お弁当を作ってきた！」

「おお、さすが料理部」

　思わず拍手を贈ると、涼夏が白けた眼差しを私に向けた。

「いや、料理部じゃなくても作ってる」

「私は料理部じゃないけど、作ってない」

「日本語、難しいなぁ」

　よくわからないやり取りを交わすと、絢音が可笑しそうに肩を震わせた。

　まだ九時前ということもあって、休日の電車は空いていた。降りる駅に近付いてきても、人が増えるどころか減る一方なので、混まずに楽しめそうだ。

　もっとも、牧場に行く大半は家族連れなので、車で行く人が多いだろう。私自身、車以外の手段で行けるとは思っておらず、検索して電車でも行けることに驚いたくらいだ。

　牧場の最寄り駅は、よくあるタイプの田舎の駅で、駅前に小さなロータリーがある他には、コンビニすらなかった。

　線路沿いの緩やかな登り道を歩き、高速道路で遮られたＴ字路を右に回って先へ進む。道が細くて危ないので、一列になって歩いていたが、車すら通らなかった。心細くなるような道を上り続けると、やがて視界が開けて牧場の入口が現れた。

「良かった。地図を見ながらだったのに不安だった」

　私が先頭でほっと息を吐くと、涼夏が隣に並んでぶんぶんと腕を振った。

「パターゴルフ楽しみだな。私たちの球技大会の第一戦！」

「第二戦があるの？」

「球技大会っていうのに、パターゴルフだけじゃ寂しかろ？」

　振り返ると、絢音も当然だというように、にっこりと笑って頷いた。そんな話は初めて聞いたので、私と奈都が合流する前に話していたのかもしれない。別に構わないが、少なくとも今日はパターゴルフだけだ。せっかく牧場に来たのだし、自然を満喫したい。

　東の牧場は入場無料で、牧場自体の営業時間という概念もない。動物広場に花畑、乗馬体験にパターゴルフ、ログテラスに土産物屋、それぞれの施設で営業時間や入場料が個別に設けられている。

　真っ直ぐパターゴルフに向かうと、先に若い夫婦に息子さんという三人組が受付をしていた。一番乗りとは行かなかったが、むしろ先に回ってくれた方が助かる。幸いにも私たちの後ろに人は来なかったので、しばらくは自分たちのペースで回れそうだ。もし早いグループが来たら、先に行かせるのもマナーの一つらしい。

　受付を済ませると、各自パターを一本と、カラフルなボールを一つ、全員が違う色になるように取った。私はピンクで絢音は黄色、涼夏がオレンジ、奈都は普通の白いボールだ。

　簡単にルールの説明を受ける。コースは全十八ホールで、パー72。パー３のコースは三打でカップに入れると〇。二打ならマイナス一、四打ならプラス一と、七十二打に対してプラスマイナスで数えるらしい。ちなみに、一打少ない方から順に、バーディー、パー、ボギー、ダブルボギーという名前がついている。

　ただがむしゃらに強く打てばいいというものではなく、ボールがコース外に出てしまうとＯＢになる。通常ＯＢの場合、一打罰で打った場所からやり直す。例えば一打目でＯＢだったら、最初の場所から三打目で打つことになる。

　しかし、それだとなかなか進まないので、このコースでは二打罰でＯＢに入った場所から打つそうだ。つまり、前に進んだ状態で四打目になる。

「どっちにしても、ＯＢはダメだな。慎重に行こう」

　くじ引きにより、最初に打つことになった涼夏が、元気よくそう言って一ホール目のティーショットに立った。いきなりフェアウェイが直角に曲がっている、難しいパー５だ。一打目で丁度曲がり角のところまで持って行きたいところだが、涼夏の一打目は全然届かず、かなり手前で止まってしまった。

「これはしょぼい」

「がっかりした」

「涼夏にはＯＢになるくらいの勢いを求めてた」

　三人で口々にそう言うと、涼夏は頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「うぅ。思ったより転がらなかった。人生をやり直したい」

「人生はやり直さないで。これ、ボールが当たったらどうなるんだっけ？」

　私がピンクのボールを置きながら聞くと、後ろで絢音が言った。

「当てた方はそのまま。当てられた方は元の場所に戻す」

「じゃあ、ただの障害物じゃん」

「他力本願で進む私の作戦が！」

　涼夏が声に無念を滲ませたが、どう考えてもそんな作戦ではなかったはずだ。

　多少斜めに打てばカップに近付くのではないかと、端の方から打ってみたが、やはり弱くて涼夏の少し先で止まってしまった。涼夏のそれ見たことかという笑みが実に悔しい。

　絢音が私たちのボールを縫うように転がした後、奈都は強めに打った球が涼夏のボールに直撃して、ＯＢラインに転がって行った。期待を裏切らない子だ。

「ナイスプレイ！」

　涼夏が嬉しそうに拍手すると、奈都が絶望的な表情で首を振った。

「四人は多いよ。行く手が壁になってた！」

「ちなみに、どうしても邪魔だったら、頼んでどけてもらってもＯＫ。特にグリーンはそうしないと終わらない」

　絢音が狙っていたかのようにそう言うと、奈都は「先に言ってよ！」とわかりやすく唇を尖らせた。とても素直でいいキャラクターだ。

　二打目以降はカップから遠い人から順に打つ。自分より後ろの奈都を見ながら、涼夏がくすっと笑った。

「ナッちゃん、私より後ろなのに、もう四打目？」

「誰のせいだよ！」

　今度は邪魔にならないよう、私と涼夏のボールをどかした。絢音の球は、むしろそこにあった方がいいと言って、実際に狙っていたかのように絢音の球に当てた。それがなければ、ＯＢラインまで行く強さだった。

「テクニシャンだな」

「狙ってできるなら、最初から涼夏のボールに当ててない」

「それはもっともだ」

　結局一ホール目が終わって、絢音がプラス一打、私と涼夏がプラス二打、奈都がプラス三打だった。私は三打目が転がり過ぎてＯＢになり、涼夏はカップの周りで苦戦していた。

「さては私たち、下手だな？」

　涼夏が私たちを巻き込んで自虐するが、生憎反論できる材料がなかった。

　二ホール目は真っ直ぐなパー４。これはどうにかパーでしのいだが、続くパー３はすごい起伏があり、ひどいスコアになった。

「パターゴルフ、簡単かと思ったら、想像以上に奥深い」

　今のパー３で六打も叩いた涼夏が、神妙な面持ちで汗を拭った。パッと見た目は簡単なのに、どのホールも傾斜がかなりあって、油断するとＯＢラインや全然違う方向に転がっていく。

　六ホール目を終えると、後から来たカップルに追いつかれたので、先を譲った。その間にスコアを計算したら、いつの間にか奈都がトップになっていた。ちなみにドベは私だった。

「涼夏じゃないのか……」

　大きく落胆の声を漏らすと、涼夏が心外そうに首を振った。

「なんで私？　確かに、一打差の三位だけど」

「ほら、運動苦手だし」

「これ、運動あんまり関係ないし！」

「どっちでもいいけど、負けたらソフトだからね？」

　奈都がにこにこしながら私と涼夏の肩を叩いた。すっかり勝つ気でいるようだが、そう簡単にはいかないだろう。

「私の予想だと、絢音が勝つね！」

　ふふんと鼻で笑うと、絢音が呆れたように肩をすくめた。

「自分で勝とうとして」

　実際、勝負はまだまだこれからである。

　傾斜と打つ強さがわかってくると、ＯＢさえなければパーで回れるようになってきた。半分の九ホールを終える頃には涼夏を抜いて三位に浮上したが、トップの奈都からドベの涼夏まで五打差しかなかった。

「なんとなく勝てそうな気がする」

　先程のホールで一番打数の少なかった絢音が、十ホール目のスタート地点に黄色のボールを置いた。

　このゴルフ場で一番高い場所にあり、風が気持ち良い。空には雲もなく、日差しを遮るものがないので、動いていたら少し汗をかく陽気だが、それも心地良い気温だ。夏だったら、暑いのが苦手な涼夏に限らず、全滅していたかもしれない。

　涼夏がティーショットを打つ絢音の写真を撮っていたので、私も少し離れた場所から二人の写真を撮った。

　高低差のある十ホール目は、フェアウェイを少しでも逸れると、果てしなく落ちていく難コースで、奈都が一気に三位まで転落し、私は二位に浮上した。

　しかし、後半はそんなトリッキーなコースが続き、抜いたり抜かれたりしながら、最終ホールの前で私がトップ、一打差で奈都、一打差で絢音、二打差で涼夏という順位になっていた。

「意外と接戦だ。逆転の目があるな」

　ドベの涼夏が頑張るぞと拳を握る。そういう子供っぽい仕草をする涼夏を、私はこよなく愛しているが、残念だが逆転は厳しいだろう。

「涼夏からのアイスは美味しいに違いない」

　ここまで共に戦ってきたピンクのボールを置いて、一打目を放つ。ここもカーブのあるコースだったが、守りに入ったせいで、少し短くなってしまった。二打目にグリーンを狙うのは難しいが、三打目でカップに寄せられたら、十分パーが狙える。

「チサって、キャラ的に勝てないと思うんだよね」

　そう言いながら、強めに打った奈都の球は、上手くカーブの先に転がって行ったが、転がり過ぎてＯＢになってしまった。事実上、トップ争いから脱落したに等しい。

「今のはヒントになった」

　奈都の球筋でコースを掴んだのか、絢音が上手な位置につける。涼夏もカーブの先に上手く打ったが、四打差を引っくり返される心配はないだろう。

　私が一番後ろになったので、とにかく大叩きしないよう慎重に打った球は、不運にも先にあった涼夏の球に直撃して、そのままＯＢラインに転がって行った。

　涼夏が笑いながら手を叩き、奈都が「見たことがある」と声を弾ませた。一ホール目で涼夏のボールにぶつけたことを言っているのだろう。

「涼夏のボールの邪魔感、すごいね」

「感っていうか、邪魔そのものだね」

　結局その後、絢音がミスなくパーでホールアウトして一位になった。奈都は何故か余裕の表情で、二位に転落した私をからかっていたが、涼夏がアイスの話をしないことに違和感を覚えたのか、ふと真顔になって私を見た。

「あれ？　もしかして、ドベ、私？」

「普通にそうだと思うし、奈都以外、みんなそう思ってるよ？」

　最終ホール前、二人の差は三打だったが、涼夏はパーでホールアウトし、奈都はＯＢの他にも余分に打っていた。

　計算したら同点だったが、事前に「逆転した方が勝ち。逃げ切れなかったら負け」というルールを作っていたので、奈都の負けである。

　私はそっと奈都の肩に手を置いて、にっこりと笑った。

「私は勝てないキャラだけど、奈都は負けキャラだよね」

「やっぱり私、帰宅部の中でしょぼキャラになってるじゃん！」

　しくしくと、奈都が可愛らしく嘘泣きを始める。

　ひとまず我が帰宅部の球技大会第一戦、パターゴルフ対決は、絢音が優勝、奈都がソフトクリームを奢る結末で幕を閉じた。




　早い時間にスタートしたこともあって、ゆっくり十八ホール回ってなお、まだ十一時前だった。奈都が「日によってはまだ寝てる」と、共感を求めるように私たちを見たが、生憎私も含めて、帰宅部に夜更かしをするタイプの人間はいなかった。それどころか、「早く寝ないと美容に悪いよ？」と涼夏に諭さとされて、奈都はがっくりと項垂れた。

「みんな、夜は何してるの？　アニメ見てたら止まらなくなるみたいなの、ないの？」

「私はないこともないけど、止める精神力の強さを持ってるね」

　絢音がガッツポーズをして、得意げに微笑む。奈都が「愛が足りないんじゃない？」と挑発したが、絢音は意にも介さずふふんと笑った。

「私は何してるかなぁ。二十三時以降に、寝るより楽しいことが思い付かない」

　涼夏がわざとらしく腕を組んでうーんと唸る。寝るのが楽しいという感覚はないが、私も基本的には日が変わるまで起きていることはないし、二十三時には寝るようにしている。

「たまにYouTube見て止まらなくなることが、ないこともないかな。後は、電話が長くなるとか」

「それはあるね」

　涼夏が白い歯を見せて頷いた。夜に電話する相手は大抵涼夏だ。考えてみると、登校してから帰るまでずっと一緒にいて、しかも夜に電話までしているから、本当に一日中喋っている。そう呟くと、奈都が呆れたように肩をすくめた。

「水を得た魚だね」

「どっちが水なの？」

「っていうか、微妙に誤用感があるね」

　雑談を交わしながら、パターゴルフ場から場所を移動する。

　次は、やはり昼からだと混みそうな引き馬体験をする。東の牧場では、係の人が引く馬に乗ってトラックを一周できる他に、本格的な乗馬体験もあるが、そちらはお値段も敷居も高いので、今日はトラックを回るだけにした。

「なんでも経験者の奈都は、馬にも乗ったことがある？」

　列に並びながらからかうように聞くと、さすがになかったらしく、奈都は静かに首を横に振った。

「ちょっと楽しみ」

「私はちょっと怖いけど、まあ色んなことに挑戦する帰宅部の一員としては、頑張る」

　絢音が胸の前でグッと拳を握った。怖がる絢音というのはレアな気がする。涼夏と二人で眉を上げると、絢音はそもそも動物がそんなに得意ではないと告白した。

「そうなんだ。昼からは動物広場で、ヤギとかウサギとかと親交を深めようと思ってたけど」

　企画者の私がプランを披露すると、絢音は問題ないと頷いた。

「私は撮影係を務める」

「そういう係が一人欲しいのも事実だ」

　涼夏が真顔で頷いた。せっかくなので記念写真は欲しいし、絢音も日頃から私や涼夏の写真を欲しがっているから、遠慮せずに頼んでも大丈夫だろう。

　さて、順番が来て、部長だからと私から挑戦することにした。軽く説明を受けて、鞍くらに跨またがる。思ったよりもずっと目線が高くて爽快だ。

　馬の歩みに合わせて上下に揺れる。当たり前だが、その揺れ方がいかにも動物の上にいるという感じで、不思議な心地がした。

　柵の向こう側では、乗馬体験が行われている。走ったり止まったり曲がったり、とても楽しそうだ。いつか、お金にゆとりが出来たら挑戦したい。

　あっと言う間に元の場所に戻ってきて、馬の背中から下りた。時間換算するとなかなかお高い体験だが、十分価値はあったと思う。

　涼夏の背中を見送りながら、二人に感想を話す。特に、イレギュラーなことは起こりそうにないと伝えると、絢音がほっと安堵の息をついた。この子はきっと、予測できないアクシデントが苦手なのだろう。そう聞いてみると、絢音は「そうかも」と微笑んだ。

「基本、動物って信用できない」

「わかる。私は人間も信用できない」

　女子のコミュニケーションは共感だ。私がしたり顔で頷くと、絢音は優しい眼差しで私を見つめ、奈都は苦笑いを浮かべて、何か言いたげに私の肩に手を乗せた。

　やがて涼夏が戻ってきて、順番に絢音と奈都も引き馬体験を終えた。絢音も楽しかったとのことだが、ヤギやウサギと仲良くなるには、もう少し研鑽けんさんを積む必要があるそうだ。

　場所を移動して、穏やかな日差しの下にレジャーシートを広げた。四人が靴を脱いで座るには少し小さいので、靴を履いたままお尻だけ乗せた。

　涼夏特製弁当を頬張りながら、周りで遊んでいる家族連れに目を向ける。きっと奈都もあんな風に、親に連れられてここに来たのだろう。

　野阪家ではそんなイベントはまったくなかったし、中学時代もぼっちを極めていたので、自分が牧場で馬に乗ることなど想像もしたこともなかった。人生わからないものだ。

　遊んでくれる三人に感謝を捧げていると、突然涼夏が背中から抱き付いてきて、当たり前のように両手で私の胸を揉みながら耳元に唇を寄せた。

「千紗都がずっと私たちに背中を向けて、相手してくれない」

「いや、シートが狭いから。今、みんなに感謝を捧げてたとこ」

「千紗都に感謝されるようなこと、何もしてないけど」

　涼夏が加減を知らない子供のように胸を揉むので、悲鳴を上げて引き剥がした。いつもやられてばかりなので、たまにはやり返そうと飛びかかってお尻を撫で回すと、涼夏が嬉しそうに身をよじった。絢音が楽しそうに写真を撮っていたから、後でもらおう。

　レジャーシートを片付けて、食後のデザートにソフトクリームを食べた。約束通り奈都が絢音に奢っていたが、自分の分は、「私はチサから半分以上もらう。何故なら正妻だから」などと訳のわからないことを言って買わなかったので、みんなでふた口ずつ分けてあげた。なお、とても美味しかった。

「やっぱり濃厚だな。いつか千紗都の母乳でソフトクリーム作る」

　涼夏が力強くそう言って、奈都が唖然とした顔を向けた。私も静かに首を振って、涼夏の肩をポンと叩いた。

「色々間違ってるから」

「千紗都のおっぱいが大きいのは事実だ」

「話に繋がりが見えない」

「いつもの千紗都みたいでしょ？」

　涼夏がにんまりと笑う。助けを求めるように絢音を見ると、絢音は可笑しそうに頬を緩めて口を開いた。

「涼夏の言うところの『千紗都の突拍子もない発言』は理解できるけど、今のはさっぱりわからなかったかな」

「いつもの私の気持ちがわかって良かったね」

　なるほど、そう来たか。その切り返しは想像していなかったので、思わず絢音と二人で感心していると、奈都が「帰宅部はみんな頭がおかしい」と決め台詞を吐いた。

　昼からは予定通り、動物広場でヤギやウサギ、ロバやヒツジと戯れてから、花畑で写真を撮った。もうコスモスも終わりがけで、冬の到来を感じる。

　まだ明るい時間だったが、十分満足したので、早めに帰ることにした。学校で言えば、丁度一時間目から六時間目まで授業を受けたくらいだろうか。

「さらば動物たち。また来年会おう」

　一度牧場を振り返り、涼夏がそう言いながら誰にともなく手を振った。また来年も来るかはわからないが、パターゴルフはすぐにでもやりたい。負けた奈都ほどではないだろうけど、最後のＯＢは悔しかった。

　高速道路沿いの道を、今度は二列で進む。相変わらず車はまったく通らないし、すれ違う人もいない。牧場と駅を繋ぐ道はここしかないはずだが、本当に電車で行く人はいないのかもしれない。

「球技大会第二戦は何するの？」

　朝の熱戦を思い出しながら聞くと、隣で奈都も大きな動きで頷いた。

「次は勝つから。ラケットを使う遊びにして」

「じゃあ、卓球かなぁ。普通にボウリングのつもりだった」

「冬になるし、そろそろ屋内スポーツの季節だね」

　私の言葉に、奈都が「屋外の時期、短いね」と笑った。実際には春だって屋外で遊ぶのに適しているが、今年の春はまだ出会ったばかりで、探りながら距離を縮めていた。来年は春休みから全力を出したい。

　結局、朝合流した乗り換え駅まで、第二弾の話し合いをした結果、無難にボウリングをすることになった。

　二人と別れ、中央駅を過ぎて電車の中が静かになると、奈都がシートに座ったままコツンと床を蹴った。

「今日はすごく楽しかったけど、メインイベントで負けたのは悔しみが深い」

「いい負け方だったよ。負けキャラとしての確固たるポジションを得たね」

「本当に要らないから、それ。ボウリングは圧勝する」

　奈都が力強く拳を握った。奈都が勝てるかはわからないが、私はきっと負けるだろう。実はボウリングもやったことがない。

　また奈都は私の初体験を共有してくれないが、さすがにボウリングはみんなやったことがあるだろうから、からかうのは止やめておいた。

　何にしろ、すぐにまた次の予定があるというのは嬉しいことだ。四六時中、いついかなる時でも友達と一緒にいたい私としては、土日の予定が遊ぶ約束で埋まっていると安心する。

　最寄り駅を出ると、西の空が赤く染まっていた。本当に日が沈むのが早くなった。

　奈都が「じゃあまた」と手を振るので、私はなるべく不思議そうに首をひねった。

「ハグとかないの？　帰宅部の自覚が足りてなくない？」

「えっ？　ハグ？」

　奈都が驚いたように眉を上げてから、恥ずかしそうに俯いてせわしなく指を動かした。てっきり「そんな部活に入った覚えはない」みたいな返しで来ると思ったが、どちらかというとハグをしたい方に気持ちが傾いているようだ。

　無表情で見つめていると、奈都は私と目を合わせないまま、「じゃあ」と小さく呟いて、一歩私に近付いた。そして、恐る恐るというふうに私の体を抱きしめて、ギュッと背中を引き寄せる。

「なんか、仕草が女の子みたいだよ？」

　驚いた口調でそう言って、奈都の背中を柔らかく包み込むと、奈都は「女の子だから！」と心外そうに声を上げた。定番のやり取りだ。

　今日は色々な動物と触れ合ったが、やっぱり人間が一番だ。体を離して、真顔でそう言うと、奈都が困ったように眉尻を下げた。

「反応に困る発言だね」

「ヤギより奈都」

「馬よりチサ」

「私に乗りたいの？」

　覗き込むように見上げると、奈都は急に赤くなって、「もう帰る！」と早口に言ってブンブンと手を振った。よくわからないが、見ていて退屈しない子だ。

　小さく手を振って背中を見送り、私も家路についた。

　球技大会初戦は二位。あと何戦やって、どういう形で決着がつくのかはわからないが、勝負事は全力で勝ちに行こう。

　何の行事もないはずだった、クリスマスまでのひと月半。我が帰宅部は、遊ぶ暇もないくらい忙しくなりそうだ。





　第二十四話　陰謀




　完全に油断していた。あまりにも久しぶりすぎて、その可能性すら考えなかった。いや、名前も知らない先輩に声をかけられて、まさかそれが告白だなどと、どうして想像できようか。その方が自意識過剰で怖い。

　名前は知らないが、会ったことはある先輩だ。私が文化祭の準備で走り回っていた時、生徒会の繋がりで何度か喋ったし、一緒に作業をしたこともある。もしかしたらその時、世間話くらいはしたかもしれないが、それは私のわずかな社交性による極めて事務的なものであって、先輩に何かしら希望を抱いだかせるようなものではなかったはずだ。

　現に、丁重にお断りした後、先輩は「そりゃそうだよな」と、簡単な問題の答え合わせでもするように言った。わかっていたなら是非挑戦しないで欲しいが、一％でも希望があると思ったのなら、可能性に賭けてみる気持ち自体は理解できる。もっとも、実際には一％の希望もないのだが、向こうがどう考えるかは別問題だ。

　高校に入って初めて告白されて、幾分驚いたが、それでもそれは辛うじて私の日常の範疇の出来事だった。中学時代は両手で足りないくらい告白されている。断るのは少なからずしんどいが、日頃絡みのある相手ではないし、心の負担は大してなかった。

　だからこの件は、特に帰宅部の中で話題にするつもりはなかった。もしかしたらいつかその内、なんでもないことのように話すかもしれないが、少なくとも「結構前のこと」になるまでは言わないでおこうと思っていた。

　ところがその翌日、私の日常の範疇から大きく外れる事件が起きて、そうもいかなくなった。廊下でクラスメイトの高松君に呼び止められて、いきなり告白されたのだ。二日連続はさすがに私も初めてだったし、今はたまたま誰もいなかったが、階段の下からは声が近付いてきている。数秒後には誰かがここを通るだろう。

「いやいやいやいやいや。待って。何？　なんで今ここ？　このタイミング？」

　完全に不意を突かれた。私が思わず素っ頓狂な声を上げると、高松君は私より頭ひとつ高い位置から、困ったように笑った。

「いやー、なんか、呼び出しても来てくれない気がして。そういうイメージが湧かなかった」

「そっか。うん。それはそうだね。『放課後ちょっといい？』って言われたら、たぶん『良くない』って答えた気がする」

「だろ？　そうなると、今、神った瞬間だった」

「なるほど。高松君なりに考えた告白だったわけだね？」

　私が真っ直ぐ見上げると、高松君は恥ずかしそうに視線を逸らせた。男女を問わず友達の多い人という認識だが、反応は初々しい。同じ異性でも、友達と好きな相手ではまったく違うのだろう。

　それにしても、高松君とも文化祭で初めて喋った程度の仲である。高松君に限らず、私は文化祭の実行委員になるまでクラスのほとんど誰とも喋っていなかった。それがあの文化祭でクラスメイトとの距離が近くなり、結果としてこのイベントに繋がっている。私が春から作ってきた壁は、もう無いと考えた方が良さそうだ。

　同じクラスの友達が、「どうしたのー？」「珍しい組み合わせだねー」と笑いながら歩いて行った。それにひらひらと手を振って応えてから、私は顔を上げて首を傾げた。

「もちろん、答えはノーなんだけど、なんか高松君が私に告白するとか、結構意外で驚いてる」

「意外ってことはないと思うけど。野阪さん、むっちゃ可愛いし、文化祭で秘密のベールが剥がされて、人気急上昇中だよ」

「どうかそのまま秘密のベールに包んでおいて。私は地味で空気のような存在を目指してるの」

「もう無理だと思うぞ？　人々はみんな、野阪千紗都に気付き始めた」

「マジか……」

　くだらないことを話しながら教室に戻り、高松君と別れて席についた。小さく息を吐くと、隣の席から川波君が好奇心を剥むき出しにして言った。

「タケとなんかあった？　尋常な空気じゃなかった」

「何も」

「あいつ、猪谷さん派だったはずだけど、まさか両刀か？　告白とかされてない？」

　半ば冗談で言われたその一言に、思わず言葉が詰まってしまった。川波君が「えっ？　マジで？」と目を丸くする。私がため息をつきながら机から教科書を出すと、川波君が何やら考え込むように顎に手を当てた。私は思わず半眼で睨んだ。

「お願いだから、告白とかしないでね？　希望は一グラムもないから。あの上皿天秤の一番小さい分銅でも量れないから」

　これもまた十分意識過剰な台詞だが、川波君は私のことが好きだと公言している。高松君が抜け駆けしたことで、心境の変化とやらが起きて、告白してくるかもしれない。先手を打っておくと、川波君が呆れたように肩をすくめた。

「そんなぬいペニ事案を起こすほどバカじゃないよ」

「ぬいペニって何？」

「おっと、今のは失言だ。どうか調べずに忘れてくれ」

　川波君がわざとらしく手をひらっと振った。せっかくなので目の前でスマホを取り出して調べると、どうやら友達だと思っていた男子に告白されることを言うらしい。まさに今話していた状況なので、使う言葉は正しいが、何の略かがひどかった。軽いセクハラだ。

「サイテー。二度と私に話しかけないで」

　机を少しだけずらしながらそう言うと、川波君は「それもう十回くらい言われてる」と苦笑いを浮かべた。




　帰り道、いつものように古沼への道を歩いていると、涼夏が静かに切り出した。

「今日、何があった？」

　見ると、絢音も心配そうに私を見つめていた。私が高松君と一緒に教室に入って来たことから何かを察した上、二人の中でそれはもう共有されているらしい。

　言うか言うまいか迷っていたが、聞かれた以上は答えなくてはならない。二人に隠し事はしたくないし、別に隠したい内容でもない。

「高松君が、突然廊下で告白するっていう暴挙に出た。正直、びっくりした」

「やっぱりか。あの男、私の千紗都に……」

　涼夏が不愉快そうに顔をしかめるが、冗談っぽくも見える。断ったことは言うまでもないし、心配もしていないようだ。ついでに昨日先輩に告白されたことも伝えて、「モテ期到来？」とおどけると、絢音が呆れたように笑った。

「千紗都はずっとモテるでしょ」

「高校に入ってから初めて告白された。きっとみんな、色んな子に告白して、もう私くらいしか残ってないんだね。余り人」

「億り人みたいな響きだね。仮想通貨で儲けた人」

「私も千紗都コインとか発行して、みんなに買ってもらおうかな」

　そんなくだらない話をしていると、涼夏が少し考えるような顔で言った。

「私の情報によると、高松君は先月、猪谷涼夏に告白している」

「えっ？　そうなの？」

　思わず声を上げると、涼夏はゆっくりと頷いた。そういえば、川波君が、高松君は猪谷組だと言っていた。冗談で言ったが、本当に他の人にフラれたから私という流れが出来始めたのだろうか。

「千紗都はドラフト一位指名級だよ。ただほら、どう考えても無理だからって誰も告白しないことで、女の子が自分は魅力がないんだって誤解して、冴えない男子がダメ元で告白して付き合い出すとか、マンガだと時々見るよ」

　絢音がそう言って笑う。確かにマンガにはありそうだ。幸いにも私は、自分に魅力があるとは思っていないが、男子と付き合いたいとも思っていないので問題ない。二人を安心させるようにそう言うと、涼夏が小さく笑った。

「千紗都は面白いよ」

「それ、褒められた？　涼夏はクラスで一番可愛い上に、性格まで天使だからモテるのはわかる。私はまあ、もしかしたら容姿は多少恵まれたかもしれないけど、地味でつまらない女だから」

「千紗都は面白いよ」

　私の自虐に、涼夏が同じ言葉を繰り返した。絢音も「喋ってて楽しいよ」と、涼夏の言葉を後押しする。二人が本心からそう言っていることに疑いはないし、それを否定しても空気が悪くなるだけなので「ありがとう」と言って流した。

「それにしても、涼夏は相変わらず告白されてるんだね。二学期になってからは、高松君だけ？」

　夏休みに一度、絢音が旧友に告白されたと相談した時、涼夏は高校に入ってから三人に告白されたと言っていた。今はどうかと聞くと、涼夏は眉も動かさずに答えた。

「高松君を入れて四人かな。私も文化祭で色んな人と喋って、存在を知られたかもしれない」

「涼夏はどう考えても目立ってるから」

「そうでもないと思うけど。冷静に考えると、私って地味じゃない？」

「粗雑そざつではないね」

　絢音が可笑しそうに口元を緩める。悪目立ちはしていないが、地味ではない。もしかしたら、涼夏がいるおかげで、私はあまり告白されずに済んでいるのかもしれない。

　うっとりと涼夏を見つめていると、涼夏が気味悪そうに身を引いた。絢音がくすっと笑って、組んだ両手を前に突き出した。

「それにしても、涼夏と千紗都に告白するっていうのは、高松君も色んな意味でチャレンジャーだね」

「色んな意味って？」

「無謀っていうのもあるけど、明らかに情報が筒抜けじゃん？　涼夏と千紗都が帰宅部で仲良しなのは、もうみんな知ってるでしょ？」

「いっそもっと知られたら、面倒な告白イベントもなくなるかなぁ。今度告白されたら、私は野阪千紗都を愛してるって言おうかな」

　涼夏がそう言って、明るく笑う。ツッコミ待ちのようだったが、敢えて何も言わずにスルーしたら、涼夏は恥ずかしそうに俯いた。今の沈黙は呆れではなく、肯定だ。涼夏が言いたければ言えばいいが、いざ言おうとすると、涼夏は初々しく照れる。とても可愛い。

「まあ、千紗都が涼夏の陰に隠れてる以上に、私は二人のおかげで、最高に地味な女子生徒でいられるよ」

　絢音が気楽な口調でそう言って、楽しそうにクルッと回った。私はやれやれと腰に手を当てて首を振った。

「絢音も気を付けてね？　文化祭の演奏で、男子の中で西畑株急上昇だって、川波君が言ってたよ」

　実際のところ、絢音はとても可愛いし、気品がある。勉強好きの大人しい優等生だと、私ですら春の頃はそう思っていたが、それがギターを弾いてステージで歌うというギャップに、胸を打たれた男子も多いらしい。

「それは面倒だなぁ。万が一告白されたら、私も野阪千紗都を愛してるって言おうかな」

　絢音がそう言って、ギュッと私の手を握った。実際に使うかどうかは別にして、内容自体に嘘はない。二人がもしそうしたら、私も帰宅部は三人で付き合っていると宣言しよう。それで告白がなくなるとは思えないけれど。




　一連の事件はこれだけでは終わらなかった。

　家に帰って宿題をしていたら、奈都からメールが飛んできた。見ると、帰りに寄ってもいいかと書かれていて、私はスマホの画面を見ながら首を傾げた。家も近いし、寄ること自体は大して面倒ではないだろうが、時間も遅いし珍しい。

『いいけど、親が帰ってるかも』

　そう返事をすると、それでも構わないと返ってきた。

　部活は終わっていた後だったようで、それから三十分ほどで奈都が家にやってきた。つい先程母親も帰ってきて、久しぶりと奈都に手を振った。奈都も明るく応じたが、どこか表情がぎこちない。まさか親の前で緊張しているとは思えない。

　部屋のドアを閉めて、早速何があったのか尋ねると、奈都はしばらく落ち着かないようにキョロキョロと部屋を見回してから、決心したように大きく頷いた。

「あのね、相談に乗って欲しいんだけど」

「うん」

「今日、クラスの男子に、その……好きだって言われて」

　もじもじしている奈都が死ぬほど可愛いが、ときめいている場合ではなくなった。

　奈都は可愛い。中学の時は髪が短くて男の子みたいだったが、元々顔の造形はいいし、髪を伸ばしてからはとても魅力的になった。それに、今もそうだが、仕草も女の子っぽいし、物腰も穏やかだ。だから、男子が奈都を好きになるのは不思議ではなかった。

　ただ、私の知る限りでは、奈都が男子に告白されたのはこれが初めてである。実際にそうらしく、奈都はどうしていいのかわからないと、顔を赤くして首を振った。

　私は幾分動揺しながら、気持ちを落ち着けるように一度深呼吸した。

「それで、奈都はその男子をどう思ってるの？」

「どうとも思ってないし、そもそも友達の枠にも入ってなかった」

「じゃあ、告白されたことで意識したとか、そういうのは？」

「まったくないけど。いや、ないって言うと嘘になるね。今後どうすればいいかも含めて相談に乗って欲しい」

　少し話が噛み合っていない。私はどう返事をしたらいいかを相談されていると思ったが、奈都はどうもそういう話をしているわけではないようだ。どう答えたのか単刀直入に聞くと、奈都は困ったように情けなく眉を曲げた。

「テンパっちゃって、考え直して欲しいって言ったら、大ウケしてた。私には何が面白かったのかもわかんないけど」

「いや、その返事はだいぶ面白いと思うよ？」

　別れ話に使うのならわかるが、好きだと言って考え直せと言われた男子はもう、笑うしかなかったのだろう。

「つまり、奈都は別にその男子と付き合おうとか、まったくそういう気持ちはないんだね？」

「当たり前じゃん。怒るよ？」

「待って。その怒りは理不尽でしょ」

　私が呆れながら押し留めるように手を伸ばすと、奈都は釈然としないように唇をへの字に曲げた。しばらく拗ねていたが、やがて真っ直ぐ私を見つめて少しだけ私の方ににじり寄った。

「あの子は一体、私のどこを好きになったんだろう」

　奈都が答えを求めるように私を見たが、さすがにそれは私にはわからない。ただ、奈都は十分に魅力的で、私も大好きだと伝えると、奈都は恥ずかしそうに俯いた。私は冷静に手を振った。

「今、そういう反応はいいから」

「だって、チサが私のこと、好きだって」

「もうちょっと正妻の自覚を持って」

　さんざんキスもしているし、一時間チャレンジもしている。今さら何を言ってるのだろう。私が首を傾げると、奈都は小さく息を吐いて私を見上げた。

「チサは高校に入ってからは、告白とかされてないんだっけ。同じクラスの子ってこともあって、どうしていいのかわからなくて」

「奇遇だね。丁度今日、クラスメイトからコクられた」

　私が何でもないようにそう言うと、奈都はまさに絶句するように大きく目を見開いた。

「何それ。聞かせて！」

「いや、その話はもう涼夏と絢音としたからいいよ」

「私が聞きたいの！　参考にさせて」

　奈都が掴みかかる勢いで迫ってきたので、私は両手を開いてそれを制した。

「好きって言われて、ああそうですか、それはどうもって感じの話をしただけだよ」

「明日からどんな顔で会うの？」

「向こうが距離を置くならそれまでだし、話しかけてくるなら応じるし、それだけだよ」

「この手練てだれが！」

　奈都が悔しそうに激しく首を振る。相談に乗ってあげてるのに、ひどい言い草だ。

「涼夏は、好きになられること自体は嬉しいって言ってた。私は、一方的な好意は迷惑に感じる。奈都はどう？」

　前に涼夏とそんな話をしていた。それについてはどう思うか聞いてみたが、奈都は情けなく眉をゆがめて瞳を潤ませた。

「そんな高度なこと、わかんないよ。初めて誰かに好きになられたし」

「可愛い反応だね。今、ちょっとでも嬉しいのか、それともただただ迷惑なのか、その辺は？」

「んー、なんか申し訳ない感じ？　よくわかんないけど、私はたぶんその子が思ってるような人間じゃないし、大体、そんなに喋ったこともないし。これから知っていくとか、順番が違うと思うし、これから知っていくなら私じゃなくてもよくない？　やっぱり何で私なんだろうって思うし」

「饒舌じょうぜつだね」

「真面目に聞いて！」

　奈都が不貞腐れたように睨み付ける。とても可愛い。私がにこにこしていると、奈都は機嫌を損ねたように唇を尖らせた。

「相談相手を間違えた。涼夏にすれば良かった」

　それはどうだろう。涼夏だと親身になり過ぎる気がするが、何にしろ奈都が涼夏を頼りにしているのは悪いことではない。

「じゃあ、涼夏にも意見を聞いておくよ」

「言わなくていいから！」

　奈都が私の腕を掴んで悲鳴を上げる。相談するんじゃなかったのかと心の中で突っ込みながら、そっと奈都の髪に指を滑らせた。

「とにかく大丈夫だよ。川波君みたいに、私のことが好きでも友達のポジションで満足な子もいるし、その子がこれから奈都とどういう距離感で付き合いたいかを見て、それが奈都的にＯＫだったら、その距離感で付き合っていけばいいよ」

「難しいよ」

　奈都が情けない声でそう言いながら、私の体を抱きしめて胸に顔をうずめた。こういうテンパって余裕のない奈都も実に可愛い。私はしばらく、微笑みながら奈都の頭を撫で続けた。




　翌日、昼休み。私は早速昨日の話を帰宅部内で共有した。私が二日連続で告白され、さらに同時に奈都も告白された。そして、実は涼夏も数日前に告白されたと言って、箸を置いてわざとらしく腕を組んだ。

「これは、陰謀だな」

「誰の？」

　妙に重たい単語が飛び出したので、苦笑しながら聞くと、涼夏は静かに首を振った。

「それはわからない」

「目的は？」

「帰宅部の不仲を狙ったものと思われる」

「離間りかんの計だね」

　絢音がそう言いながら、楽しそうに微笑んだ。涼夏が「笑い事じゃない」とたしなめる。もちろん冗談だが、陰謀説は否定しなかった。

「私たちの仲が悪くなって得をする人間。そいつが黒幕だ」

「そんな人、いるかなぁ」

　私が首を傾げると、涼夏が少しだけ身を乗り出して声を潜めた。

「例えば、私が川波君だったら、どうにか上手く千紗都の周りから猪谷涼夏と西畑絢音を排除して、一人ぼっちになった千紗都の心の隙に付け入る」

「涼夏、怖っ！」

「いや、私じゃなくて、川波君の話だから」

　涼夏が慌てたように手を振ったが、今のはどう聞いても涼夏の考えだろう。ただ、涼夏の言いたいことは理解した。

　私たちは仲が良すぎて、中に入り込めない。もしも私たちの誰かを狙っているとしたら、まずその結束を乱すのはとても効果的だ。

「高松君の無謀な告白は、きっと裏に黒幕がいて、操られてやったに違いない」

　涼夏が真顔でそう言って、私は思わず笑って手を振った。

「いや、単に涼夏や私を彼女にしたかっただけだと思うよ？」

「あまりにも無謀すぎる」

「それはまあ、そうだけど」

　涼夏の言葉に困りながら頷くと、絢音が弁当箱を片付けながら苦笑いを浮かべた。

「さすがに高松君に同情する」

「絢音も他人事じゃないからね？　この先、流言りゅうげんなんかで私たちの仲を壊そうとする者が現れるかもしれない。私たちは、そういう陰謀に屈しないように、より一層結束を深める必要がある」

　涼夏が拳を握って力説する。とても可愛い。私がにこにこしながら眺めていると、涼夏はふっと私を見て、放心したような顔で私の頬に触れた。

「やっぱり、みんなの前でキスとかした方がいいかな」

「いや、やめておこう」

「千紗都……」

　涼夏が薄く目を閉じて顔を近付ける。私は慌てて涼夏の顔を押し退けると、荒々しく息を吐いた。緊張で手の平に汗が滲む。絢音がくすっと笑って言った。

「まあ、答えを言うと、みんなクリスマスまでに彼女が欲しいんだよ。今から付き合えばひと月ちょっと。丁度いいタイミングでしょ？」

　それは確かに答えかもしれない。私が思わずポンと手を打つと、涼夏が難しそうに眉根を寄せた。

「つまり、サンタクロースの陰謀」

「陰謀から離れて」

　丁度予鈴が鳴ったので、陰謀に屈しない決意の握手を交わしてから席に戻った。

　弁当箱をバッグにしまっていると、隣で川波君がからかうような目で言った。

「なんか、熱い握手を交わしてたな」

「見てたの？　悪趣味」

「たまたま、偶然、まぐれ」

「まぐれかー」

　次の授業の教科書を出しながら、ちらりと川波君を見る。とても涼夏と絢音を私から排除できるような人間には見えないが、黒幕というのは意外と近くにいて、味方の顔をして笑っているものだ。

　じっと見つめると、川波君が顔を赤くして視線を逸らせた。

「何？　マジ照れるんだけど」

「私を見くびらないで」

「いや、見くびってない！　今、どういう流れからその発言が出てきた!?」

　慌てふためく川波君を無視して、私は机に肘をついて顎を乗せた。

　絢音の口からクリスマスという単語が出た。さすがにまだ気が早いが、確かにコンビニにはクリスマスケーキの予約のチラシが貼ってあるし、ショッピングセンターでも時々クリスマスソングが流れている。

　クリスマスは好きな人と過ごしたい。それはもちろん私も同じで、私の好きな人たちも、言葉にするまでもなくそう考えていてくれたら嬉しい。





　第二十五話　バドミントン




　若い内は代謝がいい。絢音は大して運動していないのにスリムだし、涼夏も痩せ型ではないが太ってはいない。そして私も、まったく運動していないが、体に余計な肉を感じたことがない。涼夏より重いのは身長の分だろうし、絢音より重いのは胸の分だろう。身長に対して平均体重以下だし、何も問題はない。

　そう思っていたのだが、ある日絢音がいつものようにハグをした後、少し私の腰やお尻を撫でてから、考え込むように視線を落とした。そして、首を傾げる私に重たい唇を開いた。

「千紗都。これはもしかしたら私の勘違いかもしれないけど、一応春から毎日のように千紗都を抱きしめてる人間の一意見として聞いて」

「何？」

「太った？」

　単刀直入に言われたその一言に、私は思わず固まって立ち尽くした。隣で涼夏が大笑いしてから、自分は大丈夫かと絢音に聞いた。ギュッと二人でハグし合ってから、絢音が深く頷いた。

「涼夏からは違和感を覚えない」

「待って。確かに私はまったく運動してないし、最近少し食べ過ぎてるかもしれない。でも、それだけで太る？」

「いや、太るだろ」

　涼夏がバッサリと切り捨てて、私は軽く眩暈めまいがした。おしまいだ。肉というのはつくのは簡単だが、落とすのは難しい。視力と同じだ。そう言って泣き喚わめく振りをすると、絢音が苦笑いを浮かべながら言った。

「視力を戻すよりは遥かに楽だと思うけど」

「どうすればいい？　大賢者の称号を持つ絢音なら、私が助かる方法を知ってるよね？」

　私がすがりつくと、絢音は私の頭を撫でながら微笑んだ。

「私は食事を減らすダイエットは否定派だから、運動するしかないんじゃないかな」

「後は食事のカロリーを考えるとか」

　涼夏がそう言いながら、私のお腹の肉をつまんだ。むにっと涼夏の指に私の肉が挟み込まれる。私は目をパチクリさせて涼夏を見つめた。

「カロリー？　私は十六歳でもう、カロリーを考えて生きなくちゃいけないの？」

「もうって言うか、常に考えて。ご飯は茶碗一杯で二五〇キロカロリー」

「えっ？　なんでそんなこと知ってるの？」

　突然博識を披露し始めた涼夏を見て唇を震わせると、涼夏は半眼で私を睨んだ。

「私を何部だと思ってるんだ？」

「料理部って、そんなことも勉強するの？　作って食べるだけじゃないの？」

「私、こういうバカっぽい千紗都、大好き」

　涼夏が私を指差して笑うと、絢音も嬉しそうに頷いた。二人が何やら楽しそうに喋っているが、私の頭はもはや一切の言葉を受け付けず、ただ絢音の言った「太った？」の四文字だけが、グルグルと回り続けていた。




　体重について考えたことがあまりない。もちろん、スタイルは意識しているし、体重計にも頻繁に乗っているが、太ったと感じたことがなかった。体重があまり変わっていないのに太るというのは、つまり筋肉が落ちて脂肪がついたということである。前に奈都も、私がどんどん柔らかくなっていると言っていた。

　体重というのは、消費カロリー以上にカロリーを摂取すると増えるらしい。基礎代謝というものがあって、人は生きているだけでカロリーを消費する。私の場合は、一三〇〇キロカロリー程度だ。体重を維持するには、摂取カロリーを減らすか、消費カロリーを増やすしかない。

　摂取カロリーを減らす方が簡単だが、そうすると筋肉量が低下して、基礎代謝が減ってしまう。そうなると摂取カロリーもさらに減らすしかなくなり、負の循環に陥った後、やがて死ぬ。大賢者が真顔でそう言っていたので、摂取カロリーはそのままで、消費カロリーを増やす方がいいだろう。もちろん、涼夏の言う通り、食事のバランスを考えるのも大切だが、家庭の問題でそれはなかなか難しい。

　とりあえず走ろう。そう決意して、家に帰るとすぐ、ジャージに着替えて外に出た。少し肌寒いが、走っていれば温かくなるだろう。スポーツの秋と言うにはやや冬に差し掛かっているが、走るのには悪くない季節だ。

　家から最寄り駅までの道や用水路沿いの遊歩道、公園の周りなどを適当に走る。退屈なので、イヤホンでもして来ればよかった。仕方がないので、涼夏の天使性について考えながら走っていたら、だんだん体が熱くなってきた。額から汗が流れ落ちるが、タオルも忘れてきてしまった。

　駅から奈都の家の方に走っていると、前方にバトンケースを持った女子高生を発見したので、追いついて声をかけた。奈都は私を見て驚いたように目を丸くした。

「チサがジャージ着て走ってる！」

「そうだね。学校はどう？」

「急にどうしたの？　チサ、もう金輪際運動はしないって言ってたのに！」

　私の質問を無視して、奈都が大袈裟に声を上げた。一言もそんなことは言ってないが、まったく運動していなかったのは事実だ。絢音や涼夏にはそれが当たり前だろうが、中二の夏まで運動部に所属していた私は、普通に毎日部活で走り込んでいた。奈都には懐かしい光景だったのだろう。

「まあ、その、ダイエット的な？　ちょっとお腹に肉がついてきた」

　私がそう言って頭を掻くと、奈都は心配そうに私を見つめた。

「どうして急に今？　そんなの、結構前からだよ？」

「うっ……。今、心に深刻なダメージを負った」

「そんな！　チサ、気付いてなかったの？」

　奈都が悲しそうに眉をゆがめて私の腕を掴んだ。この子は心配する振りをして、私をディスっているのだろうか。

「まあ、そんなわけで、寒くなるまでちょっと走ろうかなって。飽きるかもしれないから、奈都も一緒にどう？」

　一人だと寂しいので、是非付き合ってくれと無茶振りをすると、案の定奈都は苦笑いを浮かべて首を振った。

「私、運動部なんだよね。もう十分運動してきた後なんだよね」

「奈都ってそういうとこあるよね」

　私が深くため息をつくと、奈都は「どういうとこ!?」と心外そうに声を上げた。まあ、あまり私の個人的な事情に巻き込んでは申し訳ない。また涼夏の天使性について考えながら走り出そうとすると、奈都が私の手を握って言った。

「休みの日ならいいよ。一緒にスポーツしよっか」

「じゃあそれで。帰ったらまた連絡する」

「うん。気を付けてね！」

　手を振って別れると、私は再び走り出した。週末の約束も大切だが、ひとまず今は少しでもカロリーを消費しなくてはいけない。痩せるために。そして、ご飯をたくさん食べるために。




　週末までは、帰宅部の活動の後、毎日走った。イヤホンをつけて走ると車の音が聴こえなくて危ない上、大して音楽に興味がないので、結局毎日自分の体と対話しながら走っている。

　もう少し速くしても大丈夫か。膝は痛くないか。腕は振れているか。次の電柱まで全力で走ろう。インターバルは三十秒。そんなことを考えながら走っていると話すと、涼夏が「運動部みたいだね」と感心するように言った。一応運動部に所属していたのだが、今の私を見て想像できないのも無理はない。

　週末、奈都が久しぶりにバドミントンをしようと言ったので、埃をかぶっていたラケットを持って外に出た。お遊びのバドミントンではあまり運動にならないので、その前にラケットを置いて公園の周りを走ると、奈都が柔らかく微笑んだ。

「またチサと一緒に走れる日が来るなんて。嬉しいよ」

　私は毎日一緒に走ろうと声をかけていたはずだが、自分から誘いを断ったのはなかったことになっているのだろうか。なかなか都合のいい子だ。

「来年は同じクラスになるといいね。そしたら、体育の授業で一緒に走れるよ」

　私が冷静にそう言うと、奈都は無念そうに首を振った。

「そういうことじゃないんだよ！」

「どういうこと？」

　なかなか難しいことを言う子だ。説明を求めたが、奈都は面倒になったのかそれ以上口を開かなかった。私もそこまで興味がなかったので聞かなかったが、恐らく中学の部活が懐かしいとか、そういう話だろう。

　三キロくらい走っていい汗をかいたので、持ってきたスポーツドリンクを飲んでからラケットを握った。本気でやったら、大会に何度も出ている部長様に勝てるはずがないので、お遊びでシャトルを打ち合う。懐かしい感触だ。幸いにも、部活のトラウマはまったく想起されなかったが、奈都はわざとらしく声を震わせてくしゃっと顔をゆがめた。

「こうしてまたチサとバドミントンが出来る日が来るなんて！」

「言うほど私たち、一緒にやってなかったと思うよ？」

　呆れ顔で答える。運動部はまず年功の序列があり、次に能力の序列がある。奈都とは同学年だが、奈都はレギュラーで私は補欠の端くれだった。練習でもほとんどペアを組んでいなかったし、考えてみると、奈都と仲良くなったのは例の事件の後という気がする。

「そういうことじゃないんだよ」

　奈都が先程と同じ言葉を、残念そうに繰り返した。何を言っているのかさっぱりわからないが、とにかく私と一緒にバドミントンができて嬉しいようだ。

「今のバトン部と中学の時のバドミントン部、どっちがきつい？」

　シャトルを打ちながら聞いてみる。奈都とは暗黙のルールにより、中学時代の話をして来なかったが、今日はなんだか自然とそういう話になる。バドミントン部の二人がラケットを持ってシャトルを打っていたら、当然そうなるだろう。

「圧倒的に中学かな。バドミントン部、きつかったでしょ？」

「そう言われるとそうだったかも。私、たぶんあんまり真面目にやってなかった」

　バドミントン部がきついのは、一般的に言われることだ。練習もとにかく走るメニューが多かった気がするが、私はそこまできつかった記憶がない。余裕だったのではなく、単に真剣にやっていなかっただけだろう。遊びで入ったわけではなかったが、私の目的と部活の熱意が合っていなかったのは確かだ。

　もっとも、その割には大会でいい成績を収めていたわけでもなければ、私のくだらない恋愛事件一つで部内の空気が悪くなったりと、おかしなバランスだった。当時どう思っていたのか聞いてみると、奈都は苦笑いを浮かべた。

「チサが今みたいにのんびりバドミントンを楽しみたかったのはわかってたし、そういう子は他にもたくさんいたよ。そういう子には練習も無理させなかった。だから同じ部活で同じメニューなのに、私とチサで印象が違うし、部員も多かった」

「奈都としては、もっと部員は少なくていいから、本気のメンバーだけで上を目指したかった？」

「わかんない。でも、やる気のない子にイライラしたことはないし、私自身、高校でバドミントンを続けてないし、私は意外とチサに近かったんじゃないかって思う」

　高校に入って、奈都は比較的楽そうな屋内の運動部ということで、バトン部を選んだ。きっと中学でバドミントンを選んだのも同じ理由だったのだろう。それでも結局奈都は真剣にやっていたし、バトン部でも初心者の一年生としては上手な方らしい。運動神経が良くて、努力も出来る。私とは違う人種だ。

「奈都とはいつも、同じ入口から入って、違う出口から出るみたいなのを感じる」

　私がそう言うと、奈都は不思議そうに首を傾げた。

「どういうこと？」

「一緒にバドミントン部に入ったけど、私は途中で辞めて、奈都は部長になったし、同じ高校に入ったけど、奈都はバトン部で私は帰宅部。いつも違う道に進むよね」

「そんな、結婚したけどすぐに家庭内別居になったみたいなこと言わないで」

「奈都、私と結婚するの？」

「喩えだよ！」

　奈都が顔を赤くして力強いスマッシュを放った。いきなりで受けれるわけもなく、後ろに飛んで行ったシャトルを取りに行くと、不意に女の子の声で名前を呼ばれた。

「あれ？　千紗都と奈都じゃん。バドミントンしてる！」

　何気なく顔を上げると、立っていたのは中学時代の同級生だった。古橋愛由美あゆみは私が中一の時は奈都よりも遥かに仲良しで、部活の練習でもよくペアを組んでいたが、あの事件の後ぎくしゃくして疎遠になってしまった一人である。

　私がシャトルを取って振り返ると、奈都は軽い足取りで駆け寄って明るく笑いかけた。

「アユ、久しぶり」

　体の前で両手を握り合って、再会を喜び合う。元気だったかと近況を聞き合う様子を見るに、今は連絡を取り合っていないようだ。中学時代の話は意図的にして来なかったから、奈都が今、誰とどのような付き合いをしているか、私はまったく知らない。

　二人の話を邪魔するのも悪いと思い、一人でシャトルをポンポンと打っていると、愛由美が三年前のような気さくな調子で話しかけてきた。

「千紗都も元気だった？　奈都と同じ高校に行ったんだっけ？　二人とも、今もバドミントンやってるの？」

「いや、私は帰宅部だけど」

　私がしどろもどろに答えると、奈都は自分はバトン部だと無意味に胸を張った。私のフォローをしてくれたようにも見えるが、涼夏や絢音と違って、奈都はあまりそういう気の回る子ではない。単に質問されたから答えただけだろう。

「バトン部かー。意外。ちなみに私は茶道部」

「そっちの方が意外だし！　なんで茶道？」

「ほら、私って淑しとやかだし、互いに惹かれ合ったみたいな？」

「えっ？　誰が淑やか？」

「私！」

「アユ、たぶんだけど、淑やかを誤用してるよ」

「してないし！」

　二人がテンポよく言葉を投げ合って、楽しそうに笑う。部活を辞めてから二人が一緒にいるのは見たことがないが、きっとこんなふうに毎日楽しく喋っていたのだろう。

　複雑な気持ちでシャトルを打っていると、愛由美が私を見て口を開いた。

「千紗都は？　帰宅部はどう？　塾とか行ってるの？」

「行ってないよ。友達と毎日全力で帰宅してる」

「そりゃ、渾身の帰宅だ！」

　そう言ってあははと笑ってから、愛由美はふっと探るような目で私を見つめた。

「千紗都は、まだ怒ってるの？」

「怒ってる？　何を？」

　キョトンとして尋ねる。何も怒っていないが、どう接していいかわからない動揺を、そっけないと解釈されたのだろうか。ただ、「まだ」とはどういうことだろう。中学時代も、私は別に何も怒っていなかった。

　愛由美は悩ましげに眉根を寄せてから、静かに首を振った。

「わからないって言ったら怒られるかもだけど、千紗都、部活も辞めて友達も奈都以外全員切ったから、何かすごく怒ってたのかなって」

　その言葉を、私は頭の中で三回繰り返したが、意味がわからなかった。ただ、それを愛由美に確認したいとも思わなかったので、曖昧に笑って誤魔化した。

「あんまり覚えてないや。ごめん」

「そっか。千紗都はほら、バド部で一番仲がいいって、私はそう思ってたし、喧嘩別れみたいな感じになっちゃって、ちょっと落ち込んでたっていうか、そんな感じで、だからまた仲良くなれたらいいなって思うよ！」

　愛由美がそう言って、裏表のない笑顔を見せた。




　愛由美の背中を見送ると、なんだかドッと疲れてベンチに腰掛けた。奈都が隣に座って、心配そうに私の顔を覗き込む。何と言っていいのかわからないように、口をパクパクさせてから、困ったように項垂れた。

　私は地面に視線を落としたまま口を開いた。

「愛由美のあれ、どういうこと？　奈都は意味わかった？」

　私の聞き違いでなければ、愛由美は例の一件の後、私が怒って部活を辞めて友達を切り捨てたと言っていた。それは私の認識している事実と大きく異なる。

　奈都は言葉を選ぶように、たどたどしく言った。

「そう思ってる子もいるってことだと思う。私は、みんながチサが部活にいられない空気を作ったって思ってる」

「本当に？」

　私が思わず冷たい瞳で奈都を見ると、奈都は驚いたように眉を上げてから、私の手をギュッと握った。そして、怒ったように眉をひそめた。

「それは私に失礼」

「そうだね。ごめん。ちょっと、何も信じれないモードに入ってた」

　私の認識している世界では、私が学年で一番人気の男子に告白されて、それを断ったことで嫉妬を呼び起こし、いくつかの派閥が出来た末、男子も参戦して状況は混沌として、あまりの空気の悪さに私は部活を辞めた。その時誰も引き留めてくれなかったし、その後、段々と話しかけてくれる友達が減っていき、中二の冬にはもう、奈都しか友達がいなくなっていた。

　しかし、どうやら愛由美の中では、私が怒って部活を辞め、友達を全員切り捨てたことになっている。そして、もしかしたら他にもたくさんの部員やクラスメイトが、同じように思っていたのかもしれない。

　温泉旅行の時、奈都が冗談で、あの状況は自分が作ったと言っていた。それはもちろん本当にただの冗談で、奈都がそんなことをするはずがないと心の底からそう思っているが、他の誰かが本当にあの状況を作り上げた可能性は否定できない。

「私、はめられた……？」

　呆然とそう呟くと、奈都がそっと私の肩を抱き寄せた。

「チサが告白されたことで、チサを嫌ってた子がいたのは確かだよ。その子たちがあることないこと言った可能性はもちろんあるけど、そうだとしても、その子たちの言葉とチサと、どっちを信じるかって選択で、みんなチサを選ばなかった。同罪だよ」

　奈都が耳元でそう囁いて、そのまま耳に軽く唇を押し当てた。

　少しだけ奈都サイドの事情が見えてきた。情報量と立場の違いはあるが、私の認識と奈都の認識はズレていない。だから奈都は私を選んだ。もしかしたら、奈都は私が好きだからではなく、正しい方を選んだだけかもしれない。そう思って聞いてみると、奈都は顔を赤くして俯いた。

「いや、私は中一の時からチサが好きだったし、心のどこかで、チサを独り占めできてラッキーみたいに思ってたから、そんなに褒められたものじゃない」

「それは確かに、褒められたものじゃないね」

「十四歳の私を許してあげて」

　奈都が両手で顔を覆って、ブンブンと首を振った。この子は単に不器用で真っ直ぐなだけだ。あのわけのわからない状況の中で、私の味方をしながら、それでも部員をまとめ上げて部長になれたのは、きっとよくわかっていなかったからだろう。くだらない恋愛沙汰から距離を置き、バドミントン部の部員として、ただバドミントンに打ち込んでいた。

「奈都はすごいね」

　くすっと笑ってそう言うと、奈都は恥ずかしそうに頭を掻いた。

「別にすごくないよ。なんか、男女の恋愛とか苦手で、単に見たくなかっただけ。ほら、男女の恋愛って、汚らわしいじゃん？」

　そう言って、奈都が同意を求めるように真っ直ぐ私を見つめた。この子は一体、急に何を言い出したのだろう。私がまばたきをすると、奈都はギュッと私の手を握って言葉を続けた。

「やっぱり、恋愛って女同士がいいと思う。その方が綺麗じゃん？　ああでも、私が綺麗かって言われるとそういう意味じゃないんだけど、じゃあ外から見てるだけってのも嫌だし。私だって、チサと涼夏の恋愛を美しいと思ってるよ？」

「ちょっと落ち着いて。一体何の話をしてるの？」

　奈都がわけのわからない熱弁を振るい始めたので、私は向かってくる動物を押し留めるように両手を広げた。

　奈都は我に返ったようにはっと身を引くと、両手で頭を抱えてからすくっと立ち上がった。

「バドミントンをしよう」

　そう言って、ラケットをブンブン振りながらベンチから遠ざかる。私も呆れたように肩をすくめながらラケットを取った。

　愛由美の認識がどうであれ、それはもう終わった話だ。今は奈都がいて、涼夏がいて、絢音がいる。

　万が一同じようなことがあっても、この三人は私を守ってくれるだろうし、逆の立場になったら私も全力で三人を守る。

　そんなことよりも、今はお腹の肉を落とす方が大切だ。今日はまだまだ、奈都には私の運動に付き合ってもらおう。





　第二十六話　友達




　カフェで自然と温かい飲み物をオーダーして、秋の深まりを実感した。もう冬と言っていいかもしれない。

　晩秋の帰り道。涼夏とカフェに入ってホットココアをひと口飲んで、私はほぅっと息を吐いた。なんだか上質な大人の時間を感じる。

「私は女になった」

　静かにそう呟くと、涼夏がくわえていたストローを口から離して、ゲホゲホと激しく噎せた。

「急になんだ？　どういう意味だ？」

　涼夏が顔を赤くして身を乗り出した。声が裏返っているが、どうしたのだろう。私は首を傾げながら、そっと涼夏の口の周りの滴を指で拭った。

「こうしてカフェで温かい飲み物を優雅に飲んでると、大人になったなって思う」

「オンナになったって言った」

「少女から大人の女性になったっていう意味だけど」

　上品にココアをかき混ぜて、少し浅めに背もたれにもたれる。なるべく柔らかく微笑むと、涼夏は釈然としないように唇を尖らせた。

「普通、オンナになったっていうのは、その、性交渉をしたっていう意味に聞こえるから」

　涼夏が声を潜めて、恥ずかしそうにそう言った。私は何度かまばたきをしてから、少しだけ前のめりになって顔を近付けた。

「それは、本当に普通なの？　涼夏は、自分がそうだから、それが普通なんだって思い込んでるだけじゃない？」

「いやいやいや！　絢音にも聞いてみるといいよ。ナッちゃんでもそう言うよ」

「そっか。まあ、普通はそうだとしても、一体私が誰と性交渉するの？　涼夏？」

「えっ？　私？」

　涼夏が驚いたように身を仰け反らせてから、何やらもじもじとテーブルの上で指を絡め始めた。今日は表情豊かだ。希少な動物でも見るようにじっと観察していると、涼夏が気持ちを落ち着けるように大きく息を吐いてから、「前から聞きたかったんだけど」と前置きして顔を上げた。

「千紗都って、ちょっとエッチな方面に疎いよね」

「ちょっとって言うか、だいぶ疎い自覚はあるよ。全然興味もないし」

　平然とそう告げて、指先で前髪を耳の方に流した。エッチというのは恋愛の先にあると思っているが、そもそも前提となる恋愛にまったく興味がない。それよりも、涼夏が前からそんなことが聞きたかったという方が驚きである。そこに突っ込むと、涼夏がそっぽを向いて、可愛らしく唇を尖らせた。

「別に、そう思う瞬間がこれまでにたくさんあったってだけ」

「例えば？」

「それは、まあ、いい」

　涼夏が口ごもりながらそう言って、そこは突っ込むなと首を振った。まあ、よしとする。なんだか色々されている時に、私が恐らく涼夏たちの考えるような、あるいは期待するような反応をしていない自覚もある。天然の鈍感系と思われているかもしれないが、意図的にそういう態度を取っているわけではないので、そう思われても仕方ない。

「涼夏は、エッチに興味があるの？　恋愛する気はまったくないんでしょ？」

　内容が内容なので、周囲に聞こえないように小さな声で聞いてみた。まさか涼夏の口から性交渉などという言葉が出るとは思わなかったが、涼夏がそれを知っていること自体に違和感はない。私とて、知識としては持ち合わせている。

　涼夏は無意味にパタパタと手で仰ぎながら、困ったように私を見た。

「興味はないけど、知識はある。いや、興味もあるのかなぁ。わからん」

「こないだ奈都が、私と涼夏の恋愛は美しいとか言ってた」

「ちょっとごめん。一体何の話をしてたの？」

「私にもわからない」

　そう言って首を傾げると、涼夏が「なんだそりゃ」と苦笑した。時々涼夏が私のことを謎思考と言うが、私に言わせると、奈都の方がよほど何を考えているのかわからない。

「ナッちゃんは恋愛とか好きそう。私や千紗都みたいなトラウマもなさそうだし」

　涼夏がそう言って、私は大きく頷いた。

「うん。恋愛は女同士に限るって言ってた」

「待って。本当にどんな会話してたの？」

「わからない。突然そんなことを言い出した」

　本当にわからないので、二人でバドミントンをしていた日のことを簡単に話すと、涼夏は「確かにわからんな」と情けなく眉尻を下げた。

「それで、千紗都はなんて答えたの？」

「なんてって？」

「ナッちゃんは千紗都が好きで、女同士で恋愛したいってことなら、要するに千紗都と恋愛したいって意味じゃないの？」

　涼夏の言葉に、私は何度かまばたきをした。そういう意味だと思っていたわけではないが、そういう意味だと言われても驚きはない。面と向かって「付き合って」と言われたら、別に付き合っても構わない。もちろん、涼夏と絢音との仲が一切変わらないならという条件付きだが。

　腕を組んでじっと涼夏を見つめると、涼夏は居心地悪そうに視線を逸らせてから、背もたれにぐったりと体を預けた。

「こういう時の千紗都は、本当に何を考えてるかわからん」

「特に何も。友達について、みたいな？」

　そもそも今私には、涼夏と絢音と奈都の三人しか友達がいない。中学時代の後半は、奈都一人しかいなかった。そしてその三人とは、いずれもキスをしたり一緒に寝たりしている。それはただの友達と呼べる関係だろうか。もし奈都と恋愛的に付き合うとして、何かすることが変わるのだろうか。

　そんなことを淡々と話すと、涼夏は興味深そうに頷いて口を開いた。

「私は友達が多いね。でも、親友は千紗都と絢音だけかな」

「友達と親友がもし違うとしたら、私には親友しかいない」

　奈都には部活の仲間がいるし、絢音にはバンドの仲間がいる。もちろん、他にクラスメイトと仲良くしたりもしている。だから、その子たちと私とで、付き合い方に明確な差があるだろう。しかし、私には三人しかおらず、しかもその三人には、一切優劣をつけていない。

「さっき、エッチな知識の話をしたけど、中学の時に友達がそういう話をしたりしてて、自然とつくんだよね。私も、積極的に情報を集めてたわけじゃない」

　涼夏がそう言いながら、自分の言葉に納得するように頷いた。

　それはなんだかわかる。しかも涼夏の場合、妹が恋愛体質なので、好きでもない恋愛話もたくさん聞かされるのだろう。前に妹が部屋に彼氏を連れ込んでいるという悩みを話してくれたが、私には遠い世界のことのように感じた。

「たぶん、みんながそういう話をしてる時にぼっちで過ごしてたから、私はそういう知識も興味もないんだと思う。奈都も、私の前ではアニメの話しかしてなかったし」

　軽く顎あごを撫でながら、中学時代を思い出す。きっとみんなが推しだイケメンだと喋っている中に、涼夏や絢音は普通にいたのだろう。絢音にいたっては、ずっと一緒に活動していたバンドのメンバーに男子がいたし、そもそも上にも下にも男兄弟がいる。見たくないものまで見えてしまうとため息をついていたし、興味はともかく、知識だけは豊富そうだ。

「じゃあ、私が千紗都にエッチな知識を教えなきゃダメだな。ベッドの中で」

　涼夏が深刻そうに眉根を寄せてそう言った。敢えて口を開かずにじっと涼夏の目を見つめると、涼夏は恥ずかしそうに顔を赤くして視線を逸らせた。

「その目、やめて」

「涼夏、私にエッチな知識を教えたいの？　ベッドの中で？」

「冗談だって！」

「冗談なの？」

「いや、冗談じゃないけど……」

　ごにょごにょと涼夏が口ごもる。いじめているつもりはないのだが、こういう時の涼夏はとんでもなく可愛い。

　ぬるくなったココアに口をつける。店内の時計を見ると、まだ十七時を少し過ぎたところだった。

　ずっとここで喋っていてもいいが、なんとなく話に区切りがついたので、外に出るかと聞いてみた。涼夏は小さく頷いて、薄くなったジュースを飲みほした。




　クリスマスソングの流れるショッピングモールを、涼夏と手を繋いで歩く。元々は絢音が私たちと手を繋ぎたがっていたのだが、いつの間にか涼夏と二人の時も自然と手を繋ぐようになった。

　周囲を観察すると、女の子同士で手を繋いで歩いているのは、中高生だと四組に一組だろうか。もちろん、それだけでただの友達か親友かは判別できないが、何気ない肌の触れ合いは一つの指標に思える。

「涼夏は、中学の時は、親友はいたの？」

　なんとなくそう聞くと、涼夏が「んー？」とやる気なさそうに相槌を打ってから、考えるように首をひねった。

「どうだろう。特に仲の良かったグループはあったけど、卒業したらあんまり連絡してないし、今思うとどうかなぁ。当時はＢＦＦだって思ってたけど」

「ＢＦＦ……。手を繋いで歩いたりしたの？」

「時々は。でも、はっきり言っておくけど、今の千紗都や絢音との関係みたいなのじゃない」

「キスはしてない、と」

「キスはしてない。そもそも千紗都としたのが初めてだ」

　涼夏が可笑しそうに頬を緩める。涼夏の特に仲の良かったグループが、親友ではなかったとは思えない。もしかしたら、私たちが親友より深い関係なのかもしれない。何気なくそう言うと、涼夏は嬉しそうに頷いた。

「それはそうだね。千紗都はもう、友達の枠を出てる気はする」

「涼夏や絢音が友達じゃなかったら、私はいよいよまた、友達のいない人生に逆戻りする」

　私は涼夏の手を離して、ムンクの『叫び』のように両手で耳を押さえた。涼夏が小さく噴いて、優しく私の手を取った。

「あの絵は、一体何を叫んでるの？　それは見る人に委ねられてるの？」

「何も叫んでない。叫びに耳を塞いでるだけ」

「えっ？　そうなの？」

　涼夏が今日一番驚いたように、素っ頓狂な声を上げた。私が「そうだけど」と呟くように返すと、涼夏はしばらく呆然と私の顔を見つめてから、そのままの表情で歩き始めた。

「驚いた。いや、にわかには信じ難い」

「そう？　それより、友達の話だけど……」

「今は、千紗都の友達の話より、ムンクの方が大事だ」

「いやいや、ムンクどうでもいいし！」

　そう言いながら、涼夏の手を子供のように引っ張った。一般常識だと思っていたが、そうでもないのだろうか。それこそ、さっき自分で言ったように、私も自分が知っていることは普通だと思ってしまっているのかもしれない。

「涼夏は、私の友達でも親友でもないなら、何？」

　冷やかすようにそう聞くと、涼夏は同じ瞳で笑った。

「大親友？　それとも、新しい言葉を作ってみる？　愛友みたいな」

「愛友！　いいね、それ。それなら、私は友達がいない状態を回避できる！」

　私が思わず声を弾ませると、涼夏が「喜び過ぎだろ」と呆れたように息を吐いた。言葉の響きが良かったので、絢音にも「君は私の愛友だ」とメールを送った。絢音のことだから、「何それ」みたいなつまらない返事はしてこないだろう。

「試される絢音」

　涼夏がくすっと笑う。

　しばらくブラブラとショッピングモールの中を歩いていたが、今日は涼夏は店には入ろうとしなかった。退屈そうではないので、私と歩くのを楽しむ日なのだろう。

　何か考えているようだったので、私も黙って隣を歩いていると、不意に涼夏が遠くを見て言った。

「私、『叫び』以外にムンクの絵を知らないや」

「えっ？　今、そんなこと考えて歩いてたの？」

　思わず声が裏返って、慌てて咳払いした。涼夏は平然と頷いた。

「美術館っていう場所も悪くないけど、ああいう場所は、見る側の教養が試されてる感じがする。お前らに俺の絵がわかるか、みたいな」

「わからない絵は飛ばせばいいんじゃない？　きっと一枚くらいは心に来る絵があって、それをじっと鑑賞するのが、正しい美術館の楽しみ方だよ」

　思わず主語を大きくしてしまったが、私はそう思う。そう付け加えると、涼夏が感心するように、私の手を握ったまま拍手した。

「千紗都、しょぼくない人みたいだ」

「いや、私、しょぼくないし。聡明だし」

「聡明な千紗都さん、好きな絵とかあるの？」

「私はブリューゲルの『バベルの塔』をこよなく愛してる」

　片手を胸に当てて目を閉じて、少しだけ天井の方に顔を傾けながら微笑むと、涼夏が「知らんなぁ」と無教養な呟きを漏らした。

　せっかくなのでスマホで検索して見せると、涼夏が大きく頷いた。

「見たことある気がする。造りかけの塔だな」

「人間の愚かさの象徴だね。昔の人がこんなものを造らなければ、私たちは今頃、みんな同じ言葉を喋っていて、もしかしたら戦争も生まれなかったかもしれない」

「同じ言葉を喋ってる日本人同士でも争ってるから、言葉で戦争はなくならんだろ」

「涼夏、今、すごく頭のいい人みたいだったよ？」

　私が感心したようにそう言うと、涼夏は半眼で私を睨んだ。ちなみにそっちは好きな絵はどうかと聞いたら、涼夏は可愛い顔に皺を刻んだ。

「絵はわからん。モネとか？」

「それは、知ってる画家の名前を挙げただけ？　それとも、作品を知ってるの？」

「モネの庭」

「モネの庭みたいだっていう場所はよく聴くけど、私は元の作品を見たことがない気がする」

　二人で一緒に検索したら、『印象・日の出』と『散歩・日傘をさす女』は見たことがあった。知識が教科書レベルだ。

「今度、みんなで美術館行ってみるか」

　涼夏が明るい声でそう言って、私は思わずうーんと首をひねった。もちろん楽しそうだが、今言った通りみんな見たい絵は違うし、美術館では会話ができない。かと言って、一人で行きたいかと言われるとそうでもない。

「図書室で美術図鑑みたいなの借りて、みんなでワイワイ言いながら見る方が楽しそう」

「それは実に千紗都らしい意見だ」

「そう？」

「私は千紗都のことをよく知ってる。愛友だから」

　涼夏が得意気に腰に手を当てる。一体今は私の何を知っていたのか。

　前からずっと、私は何をするかより、誰とするかに重きを置いている。だから、喋れなかったり別行動になるような美術館にはあまり興味がない。たぶん、涼夏はそれを言っているのだろう。

「まあ、それも悪くないな。ぶっちゃけ、私も絵にはそんなに興味が無いから、色んな絵を見てみんなで品評会する方が楽しそうっていう千紗都の意見に賛同する。そっちの方が帰宅部っぽいし」

　確かにそれなら、授業が終わった後に出来る。是非今度やってみることにしよう。




　その後もだらだらと喋って過ごして、そろそろ帰ろうと駅に向かった。

　涼夏が「それにしても」と静かに切り出して、私の顔を見た。ほんのわずかに視線を逸らせて続ける。

「ナッちゃんが女同士の恋愛最高ってカミングアウトしたのには、少なからず驚いた。そんな気はしてたけど」

　一瞬何のことかと思ったが、そういえばカフェでそんな話をしていた。私は不思議に思って首を傾げた。

「奈都は前から私を好きだって言ってたし、涼夏も絢音も私にキスしてきたし、私もみんなのこと大好きだし、そんなに不思議？」

　もちろん、恋愛を女同士でするのがマジョリティーとは言わないが、少なくとも私の周りではそれが普通になっている。涼夏は少しだけ考えるように首を傾げてから、軽く自分の頬に触れた。

「私は男女の恋愛に嫌悪感があるし、千紗都はトラウマがあるし、絢音は男があんまり好きじゃない。でも、ナッちゃんはそういうのに関係なく、元から女の子が好きな気がする」

「同性愛者ってこと？」

「ぶっちゃけると、そう。もちろん、ネガティブな意味では言ってないし、私自身、今は千紗都が大好きだ」

　それは必要のないフォローだった。私はそれに何の偏見もない。

　ただ言われてみると、中学時代、奈都はそれを隠すために、わざと私と一定の距離を取っていたように思える。そして、最近はそれを隠していない。

　いつからか考えて、ふと思い出した。

「そういえば、夏休みにみんなで涼夏の家で宿題をやった帰りに、奈都に女の子同士の恋愛をどう思うかって聞かれた」

「なんだそれ」

　涼夏が興味を惹かれたように目を見開いた。あの日は確か、私が涼夏とキスをしたことがあると言って、少しだけ空気が悪くなった。その帰り道にその質問をされて、私が何の偏見もないと答えた後、奈都はとても嬉しそうにしていた。もちろん、奈都が私を好きだという意味で言ったのはわかっていたが、深いところまでは理解できていなかった。

「そっか。あれ、そういう意味だったのか」

　すっかり忘れていたが、過去の疑問が一つ解消されてすっきりした気持ちでいると、ポケットでスマホが震えた。見ると絢音からで、「愛友の次は何に進化するの？」と書かれていた。そのまま涼夏に見せて尋ねる。

「友達は愛友で終わりだな。その先はもう恋人でしょ」

　涼夏が明るい声でそう言った。確かに、抱き合ってキスするような仲を越えたら、さすがにそれはもう友達ではない。

「涼夏の目標ゴール地点は？」

　少しだけからかうように目を細めると、涼夏は私の目を見て、微かに怯おびえるように眉をゆがめた。

「私が本気で付き合ってって言ったら、千紗都はどうする？」

「涼夏が私と恋人同士になりたいのなら、私は別に構わないけど」

「千紗都は私と恋人同士になりたいの？」

　それは難しい質問だった。私はそもそも恋愛に興味がない。

　なるほど。涼夏も私と同じだと思っていたが、涼夏は男女の恋愛に興味がないだけで、私とはずっと違うことを考えていたのだ。

「私には、愛友と恋人の差がよくわからない。言葉一つで涼夏ともっと仲良くなれるならなりたいと思うけど、奈都も含めて、今の帰宅部の関係を崩したくない。まずはそれが絶対」

　もしかしたら、それはずるい答えだったかもしれない。あるいは、遠回しな涼夏の告白を、遠回しに拒否してしまったかもしれない。不安げに様子を窺うと、涼夏は呆れたように息を吐いて頷いた。

「私、高校を卒業したら家を出ようと思ってる。その時に、もし可能なら千紗都と一緒に暮らしたい」

「奇遇だね。私も同じだ」

　私がそう言うと、涼夏は嬉しそうに私の手を強く握った。

「それが、今のところの目標ゴール地点。だから、恋人じゃなくてもそれが出来るなら、愛友のままで全然いいし、もちろんその計画に絢音も賛同してくれたら嬉しいよ」

　その一言に、私は小さく安堵の息を吐いた。私は涼夏と絢音に優劣をつけていないが、たぶん涼夏はそうではない。その温度差が私たちの関係に影響を与えることを、私は密かに恐れている。隠すことでもないので、はっきりそう言ってみると、涼夏は楽しげに笑った。

「私、絢音のことも大好きだよ？　ただ、千紗都の好きと絢音の好きは種類が違う。それは優劣じゃない」

「なるほど。そもそも恋愛をまったく意識してない私には無い区別だ」

「似てるようで違うのがいいね」

　そう言って、涼夏が屈託くったくのない笑顔を見せた。思いの外、難しい話になってしまったが、私たちの仲は何も変わっていない。何よりもそれが嬉しい。

　別れ際、涼夏が恥ずかしそうに微笑んだ。

「それにしても、私が告白したらＯＫしてくれるっていうのには、涼夏さん、ちょっとドキドキしました」

　カフェでは随分大人びた表情をしていたが、急にまた子供のように照れている。本当に可愛い子だ。

　少しだけいじめよう。いじめる振りをして、私も少しだけドキドキしている気持ちを伝えておこう。

「涼夏、愛してるよ」

　真っ直ぐ目を見てそう言って、ふわっと涼夏の体を抱きしめた。そして、周りに人がたくさんいることなど構うことなく、涼夏の顔に唇を押し付けた。

　腕の中で涼夏の驚く気配がする。少し体を強張らせていたが、やがて力を抜いて私の背中を引き寄せた。

　さすがにフレンチキスはやめておこう。軽く唇を触れ合わせて顔を離すと、涼夏が頬を染めてうっとりと目を細めた。

「千紗都さん、大人だわー」

「なんかそれ、聞いたことある」

　二人でくすくすと笑い合う。今はこれでいい。これがいい。今この場所にも、春からゆっくり歩いて辿り着いた。だから、次の場所にもゆっくり歩いて行こう。それが私の、今の目標。





　番外編　悪役令嬢




　高校に入り、奈都とはクラスが離れてしまったが、毎朝一緒に登校している。元々同じ中学だし、最寄り駅も同じだ。

　朝は貴重な情報交換タイムである。授業はどうだとか、部活はどうだったとか、主にそんなことを話している。

　他にもう一つ。奈都は時々、前日もしくは最近見ているマンガやアニメの影響で、訳のわからないことを話し始める。私はオタク文化に疎いので、大抵の話題が理解できないが、楽しそうに喋っている奈都が可愛いのと、無言で見つめた時の反応が面白いので楽しみにしている。

　その日も、私の聞いたこともない単語を嬉々として話し始めた。

「世界には悪役令嬢っていうジャンルがあるらしい」

　そもそもジャンルという概念が独特だと思う。奈都は当たり前のように使っているが、ジャンルとかクラスタとか、日常生活であまり使う言葉ではない。

「それは、異世界転生とか、おねショタとか、そういうものの一つ？」

「そう。そうなんだけど、チサの口からおねショタなんて単語を聞く日が来るとは思わなかった。奈都さん、感動したよ」

「朝から変なテンションだね」

　呆れながら続きを促す。ちなみにおねショタとは、お姉さんと男の子というカップリングのことらしい。カップリングという言葉も、私の日常ではなかなか耳にしない。時々絢音が、私と涼夏のカップリングは最高だなどと口走るくらいだろうか。

「悪役令嬢自体は、物語のヒロインをいじめる悪者の女の子のことだね」

「悪役が人気なの？」

「悪役令嬢って、大抵最後には痛い目を見たり、断罪されたりするじゃん？」

「そうなんだ」

「悪役令嬢っていうジャンルは、主人公がそんな悪役令嬢に転生して、やがて訪れる破滅の運命からいかに逃れるかってところにスポットライトを当てた話なんだよ」

　なるほど、なかなか面白そうだが、物語のヒロインに対して嫌がらせをする部分はそのままなのだろうか。嫌がらせをしなければ、そもそも破滅の運命も訪れない。それはもはや、ただの令嬢だ。

　実例を聞くと、奈都は首を横に振った。

「私も概念しか知らない。今度、有名タイトルのアニメでも見てみようかなって思ってたところ」

「ふーん」

　奈都にしては随分見切り発車で話し始めたものだ。これは何か、話を膨らませることを期待されているのだろうか。

「奈都が悪役令嬢で、私がいじめられる正ヒロイン」

　とりあえずそう振ってみると、奈都は驚いたように眉を上げた。

「逆じゃない？　チサの方が令嬢感ある」

「じゃあ、奈都が正ヒロイン」

「うぅ。私、ヒロイン感もないや」

　頭を抱えて、奈都が無念そうにため息をついた。確かに、ヒロインという感じも、いじめっ子という感じもない。

「お互い、平凡だね」

　物語の主人公になどなれそうにない。そう言って笑うと、奈都が真顔で手を振った。

「いや、チサはどっちもいけそうだよ？」

「中学の時、実際にちょっといじめられたけど、空気みたいな存在になって終わったよ？　モブＡ」

「モブはいじめられもしないんだって」

「いじめられるくらいなら、モブの方がいいよ」

　有名税と同じだ。人より目立つと、いいこともあれば悪いこともある。

　私の場合は、プラスのはずのモテたことそれ自体がすでにマイナスだった上、嫉妬までされて、二重のマイナスだった。可哀想なヒロインは最後には報むくわれ、悪役令嬢は断罪される。残念ながら私の場合は、そんな物語のようなことは起こらず、そのまま卒業式を迎えた。

　ガッカリしながらため息をつくと、奈都が慰めるように頭を撫でてくれた。まあ、この子との絆が深まったので、あれはあれで悪くない日々だったのかもしれない。そう思うことにしよう。




　その日は昼過ぎから雨が降り出した。予報通りなので私はもちろん、涼夏も絢音も傘は持っていたが、外をウロウロする気分にはなれず、雨から逃れるようにファミレスに退避した。

　しばらくもうじき始まるテストの話をしていたが、いまいち盛り上がりに欠けた。珍しく三人揃っているので、もっと楽しく過ごしたい。そう思った私は、今朝奈都の言っていた話題を振ってみることにした。

「世の中には、悪役令嬢っていうジャンルがあるって、私のちょっとオタクな友達が言ってた」

　私の言葉に、まるでそれを待っていたかのように二人が目を輝かせた。

「千紗都のオタク友達！」

「その言い方だと、まるで私もオタクみたいに聞こえるからやめて」

「千紗都はオタクが嫌いだね。それで、悪役令嬢って何？」

　やはり涼夏も私と同じ知識レベルのようで、興味深そうに聞いてきた。絢音は知っているようだが、にこにこと微笑んだまま黙って聞いている。

　とりあえず「別に嫌いじゃない」と訂正すると、涼夏はそれはどうでもいいというように手を振った。実際にオタクではないから、オタクではないと言ったまでだが、この二人を相手に力説する必要はないだろう。二人とも、私のことは熟知している。

　奈都から聞いた話をそのまま伝えてから、私は話を膨らませるように続けた。

「二人ともヒロインも悪役令嬢も似合いそうだね。キャラ強いし、可愛いし」

「千紗都もね」

「私はキャラが弱いから。路地裏にひっそり咲いてるオキザリスみたいな感じ。世間から置き去りにされた私に、ピッタリの花だね」

　そっと微笑むと、二人は顔を見合わせて、呆れたように肩をすくめた。二人の中では、私は表舞台にいるらしい。過大評価だが、有り難いことだ。

「じゃあ、私が悪役令嬢をやる」

　絢音がピシッと手を挙げて、ノリノリでそう言った。涼夏が「おー」と歓声を上げて拍手を送る。

　やるとかやらないとか、一体何が始まるのだろう。ワクワクしながら見つめていると、絢音は微笑んだまま私たちの顔を見た。

「二人はヒロインね。可愛いから」

「絢音も可愛いよ？」

「令嬢ですから」

　絢音が偉そうに胸を張った。変なスイッチが入ったのか、なんだか面白い。涼夏が肩を震わせながら言った。

「最後に断罪されるけどいいの？」

「それを回避するのが悪役令嬢でしょ？」

「転生する？」

「転生はしなくていいや」

「でも、結末を知ってる世界に転生するのが、話の大前提じゃないの？」

「知らないけど、会社のお金をずっと使い込んでたら、いつかはバレて破滅するってわかってるみたいなのを回避する」

　なるほど。罪を犯し続けながらなお、破滅確定のシチュエーションから逃れるのもまた広義の悪役令嬢だろうか。涼夏が「ただの犯罪者だな」と笑う。ただの犯罪者が主人公になれるのが、令嬢の特権だろう。

「二人をいじめ続けたらその内形勢が逆転して、学校の屋上から飛び降りたら半年前に戻ってたとかでもいいよ？」

　絢音が意見を求めるようにそう言った。いいよと言われても、そもそも何が始まるのか理解できていない。お好きなようにと続きを促すと、絢音は大きく頷いて口を開いた。

「じゃあ、とりあえずなしで。私はとあるお金持ちの令嬢で、中学時代すごくチヤホヤされてたの」

「性格悪そうだね」

「悪役ですから。ところが高校に入ったら、とんでもなく可愛い同級生が二人いて、誰も私のことなんて見てもくれない！」

　絢音が無念そうに首を振る。なかなか興味深い設定だ。

「私と涼夏は仲良しなの？」

「バチバチ。ユナ高にはミスユナ高っていうミスコンがあって、二人はそれに勝ちたくて、お互いに意識したり牽制したりしてる」

「負けられない戦い。絢音は出ないの？」

「負けて惨みじめな思いはしたくありませんわ」

　絢音は澄ました顔でそう言って、手の平で優雅に自分を扇いだ。いちいち仕草が可愛らしい。私よりずっとミスユナ高を戦えそうだが、今は私はすごく可愛い設定らしいから黙って聞こう。

「それで、悪役令嬢の絢音は、ヒロインの私たちをどうするの？」

「うん。実は私には一つ大きな秘密があった」

「何？」

「ネタバレになるけど、いい？」

　真顔で言われて、私は思わず噴いて顔を覆った。今さらネタバレも何もないだろう。気にせず話してくれと頼むと、絢音は嬉しそうに大きく頷いた。

「私は可愛いものが大好きで、涼夏も千紗都も私のタイプだったの」

「ネタバレっていうか、そのまんまの設定だね」

　涼夏がそう言って笑う。リアルではそうかも知れないが、物語の中では重大な秘密なのだろう。

「じゃあ、絢音は私と涼夏と仲良くするの？」

　それは確かに破滅の運命を回避できるだろうが、そもそも悪役ではない。嫌がらせをしなければただの令嬢だとは、奈都にも言った通りだ。

　そう訴えると、絢音は静かに首を振った。

「涼夏と千紗都は仲が悪いから、私は自分が二人と仲良くするより、二人に仲良しになって欲しい」

「ただのいい人じゃん」

「だから、二人をまとめていじめることで、仲間意識を持たせるの」

「一瞬でもいい人だと思った私がバカだった」

　涼夏が呆れた顔をすると、絢音は悪びれることなく、「悪役だから」と笑った。私としては、涼夏と仲良くなる結末は大歓迎だが、いじめられるのは喜ばしくない。

「そんなわけで、まず涼夏の教科書に『ミスコンに出るな』って左手で落書きをしよう。マジックで」

「ひどい！　これは絶対にあの女、野阪千紗都がやったに違いない！」

　涼夏が拳を握って怒りを露にした。涼夏に睨まれたので、私は慌てて手を振って絢音を見た。

「手段が間違ってない？　明らかにヘイトを買ってるけど」

「じゃあ、そう涼夏に釈明して」

「えっと。私がそんなことするわけないでしょ？　アンタになんか、真っ向から戦ったって負けるはずがないんだから」

　そう言って嘲笑あざわらうと、涼夏は驚いたように私を見つめてから、うっとりと目を細めた。

「強気な千紗都、可愛い」

「役だから。演じてるだけだから」

　冷静に指摘すると、涼夏がくすっと笑った。再び絢音がナレーションのように話し始めた。

「実は千紗都には、ナツっていう親友がいて、ナツは千紗都のことが大好きなの」

「出たな黒幕！」

「黒幕は絢音だから」

　喧嘩腰の涼夏をなだめると、絢音が耳打ちするように涼夏の耳に顔を寄せた。

「隣のクラスのナツさん、どうしても千紗都にミスコン勝たせたいそうよ？」

「ナッちゃんか。あの女、千紗都の手下だったな」

　涼夏がそう息巻いて、絢音が満足そうに頷いた。

「こうして私は、涼夏のヘイトをナツに向けることに成功しました」

「いや、私と涼夏の仲が良くなりそうにない」

　百歩譲って絢音へのヘイトが奈都に向けられたとしても、涼夏は私と奈都をチームで認識している。一体どうするつもりなのだろう。次の展開を待つと、絢音は最初に言った通り、今度は私をいじめ始めた。

「じゃあ、次は千紗都の上履きを捨てよう。可哀想だけど、私、悪役だし」

「ひどい！　これはあの女、猪谷涼夏の仕業に違いない！」

　私が勢いよく首を振ると、涼夏が可笑しそうに頬を緩めた。

「小学生の演劇感あったよ？」

「いいから」

「私、そんなことしてないし」

「アンタの他に誰がいるの？　私、アンタと違って人気者だから！　言ってて悲しくなってきたんだけど」

「いや、千紗都は人気者だと思うよ？」

　涼夏がフォローしてくれたが、絢音にわかりにくいから役と中の人の台詞を混ぜるなと怒られた。くだらない劇だが、遊びには全力がモットーの帰宅部だ。真面目にやろう。

「怒ってる千紗都に耳打ちしよう。こないだナツが、千紗都の陰口言ってたけど、本当に仲いいの？　大丈夫？」

「うわー、悪役令嬢サイテーだ」

　涼夏が笑いながら頭を抱える。

「断罪されて欲しいね」

　私が同調すると、絢音は悪びれずに手を振った。

「主人公ですから。罪を全部ナツに押し付けて、私は二人をいじめ続けよう。可愛い子をいじめるの楽しい」

「奈都、ちゃんと私の友達だって言ってたから」

「そりゃ、本人の前ではそう言うでしょ。千紗都さん、心が綺麗なのね」

　絢音がからかうようにくすっと笑う。実に性格が悪い。

　涼夏が難しそうに眉根を寄せて腕を組んだ。

「私はナッちゃんに直接言うよ。やめてくれない？」

「何のこと？　私、何もしてないし！」

「今の、すごくナッちゃんっぽかった」

「ＮＰＣだから、それっぽく演じなきゃ。ナツさん、涼夏に睨まれて泣きそうだよ？」

「可哀想。この子じゃないな」

「いや、この子だから」

　もうわけがわからない。

「何か奈都が、実は私を嫌いだっていう証拠がないと、今のところ犯人を奈都だって思うの、無理があるよ？」

　冷静にそう告げると、絢音は「そうだねぇ」と前置きしてから、考えるようにジュースを取った。しばらくポテトを頬張ってから、思い付いたように大きく頷く。

「じゃあ、千紗都の財布から盗ったお金を、ナツの財布に入れておこう」

「器用だね」

「チートスキルを発動する。主人公だから」

　やりたい放題だ。ライトノベルの主人公は、みんなそんな感じなのだろうか。

「奈都、私のお金を盗んだの？」

「盗んでないよ！　誰かが私とチサの仲を裂こうとしてるんだよ！　それこそ、涼夏じゃないの？」

「そっか。涼夏だな」

　私があっさりそう頷くと、涼夏も深刻な表情で口を開いた。

「これは、もっと別の第三者の仕業かも知れない。ここは千紗都と一時停戦して、真犯人を見つける動きをした方がいいか？」

「こうして私たちは、ついに黒幕の悪役令嬢を見つけ、絢音はクラスからハブられて惨めな学校生活を送りました？」

　締め括るようにそう言うと、絢音が切ないため息をついた。

「上手くいかないなぁ。やっぱり私には悪役は無理だね」

「いや、いい感じだった」

「涼夏と千紗都の仲が良くなったならいいけど。ノーマルエンド」

「ミスコンの結果でまたギスギスしそう。どっちが勝つの？」

　涼夏がにこにこしながらそう聞くと、絢音は「さあ」とかわした。

　それからしばらく、感想戦のように悪役令嬢のグッドエンドを探ったが、どうやっても悪役令嬢の行動によって、私と涼夏の仲が良くなりそうにはなかった。ただひたすら、悪役令嬢は断罪されるべきという結論で一致して、このチープな三文芝居は幕を下ろした。




　翌朝、いつもと同じように奈都と一緒に登校したが、一過性の興味だったのか、悪役令嬢の話は出なかった。

　昨日は奈都のおかげで楽しい時間を過ごすことができた。せっかくなので、お礼に昨日の話をしようと、奈都の目を見てゆっくりと口を開いた。

「奈都は私の友達？」

「いきなり何？　もちろん友達だけど！」

　奈都が驚いた顔をする。私はふっと視線を逸らせて息を吐いた。

「本人の前ではそう言うよね」

「待って！　何？　どうしたの？」

　奈都が慌てた様子で私の腕を掴んだ。わかりやすい、真っ直ぐな反応。確かに、悪いことを出来る子ではなさそうだ。

　私はなるべく悲しそうに視線を落とした。

「奈都が、私の悪口を言ってたって」

「言ってないから！　誰がそんなこと言ったの!?」

「悪役令嬢」

　しれっと答えると、奈都が「はぁ？」と素っ頓狂な声を上げてから、何やら難しそうに眉根を寄せた。

「帰宅部の遊び？」

「活動って言って。悪役令嬢ごっこしてたら、悪役令嬢の子が自分の悪事を全部奈都に押し付けてた」

「アヤだね」

　奈都が秒で断言する。なかなかの推察力だ。

　詳しい説明を求められたので、昨日のファミレスで行われた活動を報告すると、奈都は苦笑いを浮かべて首を傾けた。

「悪役令嬢って、そういうのかなぁ。私も読んだことがないからわからないけど」

「悪役のままでいるなら、断罪されてお願いって空気だった」

「そうだね。危うくチサに嫌われるところだった」

　奈都がほっと胸を撫で下ろす。絵に描いたような仕草だ。動きが大袈裟なのはオタクの特徴か、それとも奈都個人の性質か。

「芝居の中の話だけどね」

　私もそっと奈都の胸を撫で下ろすと、奈都が変な悲鳴を上げて顔を赤くした。

「なんで胸を触るの!?」

「わからない。私は時折、意味のない行動をすることがある」

「偉そうに言うことじゃないから」

　奈都が悲しそうに首を振った。憐れまれた気がするが、そんなにもおかしな行動だっただろうか。親友なら時々胸くらい触るものだと、親愛なる帰宅部の仲間たちが教えてくれた。

「今度、奈都も一緒に悪役令嬢ごっこしようね」

　晴れやかにそう言うと、奈都は微妙に顔を引きつらせて手を広げた。

「私はネタの提供だけするよ」

「じゃあ、また訳のわからないことを突然話し始めてね。私はそんな奈都を愛してる」

　うっとりと目を細めて訴えたが、奈都は心外そうに首を振った。

「訳わかるから。チサは、理解できない自分を疑って！」

「わかったわかった。またおねショタの話とかしてね？」

　言いながら、言葉の響きがバカっぽくて思わず笑ってしまった。奈都が目を丸くして、非難の声を上げた。

「それ、言ったのチサだから！」

「そうだっけ？　奈都っぽい台詞だから、奈都に譲るよ」

「要らないし！　おねショタとか、興味ないし！」

　いちいち反応がオーバーで面白い。

　奈都は、何になら興味があるのだろう。たとえそれがどんなジャンルであっても、私には新しい概念に違いない。

　これからも、どんどん新しいネタを提供してほしい。そして、できれば一緒に遊んでくれたらと思う。

　我が帰宅部は、いつだって奈都の参加を心待ちにしている。





　第二十七話　悩み




　いよいよクリスマスが近付いてきた。キリスト教徒でなくても、日本では一般的にクリスマスを賑やかに過ごす習慣がある。ハロウィンも同じ。単に騒ぐ口実が欲しいだけなので、クリスチャンの皆様には申し訳なく思うが、子供のやることだと許して欲しい。

　もっとも、去年のクリスマスは受験の真っ最中ということもあり、奈都と二人でケーキを食べただけだった。一昨年は孤独に過ごした。中一の時は平日だったか忘れたが、何もした記憶がない。だから、友達と賑やかに過ごすクリスマスは、今年が初めてである。

　文化祭もそうだったが、私はお祭りが好きだ。クリスマス会も、誰も声を上げなければ私が率先して企画するつもりだったが、もちろん涼夏がパーティーを開くと言ってくれたので、それに乗っかることにした。涼夏は「いつも私が決めちゃっていいの？」と若干不安そうだったが、私も絢音も、涼夏についていくのが好きなので何も問題ない。

　二学期の期末試験も終わり、私の心は一〇〇％解放されていた。順位はまだわからないが、五十一位より悪いということはないだろう。にこにこしながら歩いていると、涼夏が呆れたように言った。

「気が早いから。まだもうちょっとあるから」

「私、今なら飛べそう」

「それ、お酒の力を借りて自殺する人みたいだから」

「そうなの？」

「いや、知らん」

　二人でケラケラと笑う。涼夏もテストが終わってからテンションが高い。それとは対照的に、絢音が少し元気がないことに、もちろん私も涼夏も気が付いていた。そもそも、積極的に手を繋ごうとして来ない時点で、絢音らしくない。

　今日は涼夏はバイトがある。絢音のことは任せたと涼夏が目配せを送ってきたので、私は大きく頷いた。元より、声をかけるつもりだ。絢音も、自分が元気のないことに、私と涼夏が気が付いていることに気が付いているだろう。むしろ、敢えてそうしているようにも見える。

　案の定、涼夏と別れた後、絢音は小さくため息をついて口を開いた。

「千紗都。ちょっと相談したいことがあるんだけど」

「もちろん」

　即答すると、絢音がそっと微笑んで吐息を零した。どこかカフェにでも入るか、あるいは賑やかだがマックにでも行くかと提案したら、絢音は私の部屋がいいと言った。二人きりの静かな場所で話したいらしい。もちろん構わないと頷きながら、念のため確認した。

「悩んでるのは、涼夏のこと？」

「まったく違うけど、どうして？」

　絢音がキョトンと首を傾げる。私は安堵の息をつきながら答えた。

「涼夏が帰ってから話し始めたから」

「バイトに行く直前に悩み相談されても困るでしょ。幸いにも、千紗都には話せて涼夏には話せないことは一つもない」

　そう言って、絢音が顔を綻ばせる。それはとても嬉しいことだ。私も含めて、みんなそれぞれ悩みの一つくらいあるだろうが、それが私たちの関係によるものであってほしくない。

　私の家までは無難にクリスマスの話をして過ごし、家に着くととりあえず紅茶を淹いれた。制服は鬱陶しいので部屋着に着替えさせてもらうと、絢音はクマのぬいぐるみを手に取って、優しい微笑みを浮かべた。

「メテオラ、久しぶり」

「よく名前覚えてたね。私の中で、その子はクマに戻ってた」

「千紗都は、私や涼夏に、少女Ａとか呼ばれたら悲しくないの？　ちゃんと名前で呼んであげて」

　ちゃんとと言われても、絢音が勝手につけた名前だが、意外とメテオラはしっくり来る。仕方なく、私は古くからの戦友を胸に抱えて声をかけた。

「ただいま、メテオラ」

　絢音がじっと私を見つめる。なんだろう、この羞恥プレイは。私はぬいぐるみを棚に戻して、クッションの上に腰を下ろした。

　絢音が優雅に紅茶を飲んでから、うっとりと目を細めた。

「当たり前だけど、千紗都の部屋は千紗都の匂いがする」

「それは自分ではわからない」

「ポリ袋に入れて持ち帰って、家で吸いたい」

「絵的には完全にクスリヤッてる人だね」

　冷静にそう突っ込むと、絢音が可笑しそうに口元に手を寄せた。悩み相談をしたいと言っていたが、ここに来てから随分表情が穏やかだ。急かすことでもないので、絢音のタイミングに委ねると、絢音がふとベッドを見ながら言った。

「涼夏とナツはよく来るの？」

「よくは来ない。涼夏はお金がかかるし、奈都は部活があるし」

「時々来る。そして、そのたびにここで一時間チャレンジをする」

　絢音がポンポンと布団を叩きながら私を見た。犯人に証拠を突き付ける刑事のような眼差しだ。私は咎とがめられているのだろうか。

「まあ、一時間とは言わないけど、来たら少しくらいはごろごろしてるね」

「そう。なんだかんだ言って、私はまだしたことがない」

　絢音が私から視線を逸らせて、切なそうにため息をついた。確かに、一時間チャレンジの話題はよく出るが、結局絢音とは一度もしていない。奈都と初めてしてから、もう半年も経っているのに。

　もちろんそれは、そもそも絢音があまり私の部屋に来ないからであって、友情の度合いとは一切関係がない。ただ、部屋に来る頻度自体を関係の深さと捉えているのなら、それは大問題だ。

「そんなのは、いつだってするよ」

　ベッドに腰掛けて両手を広げると、絢音は目を細めてはにかんで、腰を上げてシャツを緩めた。

　ふわりと体を抱きしめられて、そのまま絢音を胸に抱いてベッドに倒れ込む。仰向けで絢音を上に乗っけて、背中を抱きしめながら髪を撫でていると、絢音が私の胸に顔をうずめたまま嬉しそうな声を出した。

「当たり前だけど、千紗都は千紗都の匂いがする」

「それは当たり前だ。むしろ定義だから」

「女の子はいい匂いがするから好き」

　いかにも男兄弟に囲まれて過ごしている絢音らしい発言だ。幸いにも父親から加齢臭のようなものを感じたことはないが、涼夏や絢音はいい香りがする。世の中には女子高生の匂いのするデオドラントのようなものもあるらしいから、きっと何か私たちだけが持っている成分があるのだろう。

　絢音が私の首から太ももまで手を這わせながら、時々その指に柔らかく肉を挟み込んだ。くすぐったいのを我慢していたら、絢音が満足げに頷いた。

「少し引き締まった気がする」

「そう？　誰かに太ったって言われてから、頑張って走ってる」

　平坦な声でそう告げると、その誰かは私の色々なところを揉みながら笑った。

「言ったから太ったわけじゃないでしょ？　私は無罪」

「それはまあ、そうだね」

　もし絢音が言葉にしただけで体型が変わるなら、もう少しだけ肉を落として欲しい。ただ、それ以外には特に自分の体型に不満は無い。身長は奈都くらいあってもいいが、割と今の高さも気に入っている。

　絢音の体温が気持ち良かったので、なんとなく顔を上げさせてキスをした。しばらく唇を重ねながら転がっていると、絢音が子供のような笑顔を見せた。

　そっと髪を撫でながら、努めて優しい声で言った。

「絢音のことも大好きだよ。私は部員に優劣をつけてない」

　それは本当にそうなのだ。ただ、涼夏の方が私に対して積極的なので、必然的に絢音より涼夏と一緒にいる時間の方が濃密になっている。時間数だけで見ると、平日に三日バイトを入れている涼夏より、絢音の方が一緒にいる時間が長い。

　そういうことをゆっくり語ると、絢音は私の胸の谷間に顔をすり寄せながら、不思議そうに言った。

「なんでいきなりそんな話を始めたの？」

「なんでって……」

　私は思わず困惑して、髪を撫でる手を止めた。絢音が胸から顔を離して、私を見てパチクリとまばたきをした。

「まさか、もしかして、私の相談したい悩みが、そんなことだって勘違いしてる？」

「あ、あれ？」

　私が思わず間抜け面で首を傾げると、絢音は可笑しそうに目元を緩めて、再び私の胸に顔をうずめた。

「涼夏にも相談できる悩みだって言ったじゃん。それに、私結構、千紗都にとって西畑絢音は必要な人間だって自惚うぬぼれてるよ」

　改めて言われると、絢音は私たちのことではないと言っていた。なんだか恥ずかしくなって、ぬいぐるみでも抱きしめるように絢音の頭を両腕で抱え込んだ。

「早く言ってよ！」

「そんな誤解をしてるとは思わなかったから」

「自分だけ一時間チャレンジをしてないことを悩んでるんだって、本気で思った」

「それはかなり面白いね。野阪千紗都はアトラクションの名前みたいになってきたね。ブラックサイクロンみたいな」

　かつてＬＳパークにあった有名なジェットコースターの名前を挙げながら、絢音が楽しそうに笑い声を零す。

「野阪千紗都の一時間チャレンジコースは、愛友限定で一回五百円です」

「出た、愛友。割引クーポンがあるって聞いた」

「十枚で四千五百円なので、一回四百五十円です。有効期限は一週間」

「十枚綴りなら、せめて十日は使えてお願い」

　くだらない話をして笑いながら、のんびりした時間を過ごす。絢音が私の太ももに膝を割り込ませて、キスをしながら指先で私の輪郭をなぞった。温もりが心地良い。私はどんどん、誰かいないとダメになっていく。

　三十分くらいそうしていただろうか。ずっと上に絢音を乗っけているので、そろそろ上下を交代して欲しいと思い始めたら、絢音が私の耳に唇を押し付けながら、息を吐くように言った。

「そろそろ悩み相談を始めようかな」

「もう始まらないのかと思った」

「千紗都の腕の中、安らぎ過ぎて、他のことが全部どうでもよくなる」

「まあ、癒し系アトラクションだから」

　自分で言いながら意味がわからなかったが、絢音はウケたように肩を震わせた。それから、恐らくまったく無意味に私の耳の中を舌で舐めた。なんだか久しぶりにされた。ゾワゾワする感触と音に背筋を震わせて、絢音の体をきつく抱きしめると、絢音が少しだけ苦しそうに声を漏らした。それから囁くように話し始めた。

「若い私たちの悩みなんて、九割が人間関係だと思うの」

「バンド？」

「そうだね。私には今、帰宅部とバンドの二つしか人間関係がない」

　それを言ったら、私など帰宅部一つしかないが、その自虐は話の進行の妨げになるので口にはしなかった。

「結論だけ言うと、なんか面倒くさくなって全部投げ出したいんだけど、どう思う？」

「それはさすがに、結論だけ過ぎてわからない」

　冷静にそう告げると、絢音はあははと笑った。声と唇の感触で、耳がくすぐったい。

「どこまで話したっけ？」

　絢音が静かにそう聞いた。私は「んー」と声を出しながら記憶を探った。

　どこまでと言うほど、何も聞いていない。絢音は中学の時、LemonPoundというバンドを組んでいたが、中学を卒業した時に脱退した。しかし、残りのメンバーは活動を続けていて、一岡に進んだギターの子がボーカルを務めている。

　サマセミで演奏するにあたり、同じユナ高に進学したバンドメンバーの豊山さんに声をかけられたことで、絢音は一度だけステージを手伝った。それが案外面白かったので、絢音としてはまたバンドをやってもいい気持ちになったが、やはり一岡に進んだベースの男の子に告白されて有耶無耶になった。

　同じ頃、残ったメンバーの内、一人だけユナ高だった豊山さんが、同級生の牧島さんと一緒に音楽活動を始め、絢音も巻き込んでPrime Yellowsというバンドで文化祭のステージに立った。

　そこまでが私の知っている情報である。私が話し終えると、絢音は両手が私の背中にあるせいか、口でパチパチパチと拍手をするように言ってから、うっとりと目を細めた。

「詳しいね。私のファン？」

「大ファン。愛友だし」

「じゃあ、続きを話そう。ファンクラブ限定の最新情報だよ？」

　おどけるようにそう言ってから、絢音が文化祭から今日までの話を始める。

　そもそも豊山さんはLemonPoundを続けていたが、Prime Yellowsを結成したことにより、元のバンドにあまり顔を出さなくなった。文化祭のステージはLemonPoundのメンバーも見ていて、なぜこっちに来ないのかと、少々険悪なムードになったらしい。

　それを豊山さん自ら愚痴ったのか、それとも雰囲気で察したのか、牧島さんが責任を感じてしまった。Prime Yellowsは、元々牧島さんがサマセミのステージで豊山さんを見つけて、声をかけて始まったバンドである。自分が声をかけなければと考えてしまうのも無理はない。

　一方のLemonPoundも、Prime Yellowsで絢音が歌ったことで、ベースの子が脱退すると言い出した。自分がいなければ、また絢音も戻ってくるだろうし、絢音が戻ってくれば、豊山さんも一緒に戻ってくると考えたのだ。

「まあ、全然関係ないとは言えないけど……」

　絢音がギュッと私の背中を引き寄せながら、耳元でため息をつく。息が苦しくなってきたが、話の腰を折りたくない。絢音の背中を撫でながらはぁはぁと荒い息を吐いていたら、絢音がくすっと笑った。

「千紗都、息が色っぽい」

「体勢が限界」

　絢音を下ろして、横向きで抱きしめ合う。顔が近かったからか、絢音が軽く私の唇にキスをしてから、話の核心に触れた。

「あの告白がなかったら、たまにならLemonPoundで活動してもいいかなって思ってたのは事実だよ。だからきっと今、Prime Yellowsに顔を出してるんだと思う。私、思ったよりバンドがやりたいのかもしれない」

「私はそういう絢音を応援したいよ？　ファンだし」

　ステージの上の絢音はカッコイイ。もちろん、平然と一桁順位を維持し続ける絢音もカッコイイが、その絢音には驚きがない。絢音は見た目通り賢い子だ。

　それに比べて、ガーリッシュな格好でギターを弾いて、低い声で歌っている姿には、強烈な違和感がある。そのギャップに心が躍る。もちろん、昔からのメンバーには、絢音のその姿は「普通」なのだろうが、なにせ私は出会ってからふた月もの間、そのことを知らなかったのだ。

「まあ、隼一しゅんいち……ベースの子だけど、その子はともかく、キーボードの男の子が、そういうことなら逆にPrime Yellowsに入れて欲しいって話もしてるみたいで。でも、キーボードはさぎりんがいるし、さぎりんが言い出したバンドに、莉絵経由で、しかも男子を入れるのはちょっとおかしいでしょ？」

「それは牧島さんに聞いてみないとわからないけど、抵抗はあるかもね」

　私なら嫌だ。ただそれは、私が男女混合の集まりが苦手だからであって、牧島さんはそうではないかもしれない。絢音はどうなのだろう。先程から、絢音の考えや想いがまるで出て来ない。率直なところを聞いてみると、絢音は小さく息をついて首を振った。

「私はゲストのつもりなんだけどね。面白そうなら続けるし、つまらなくなったら辞める。そう言ったら、莉絵は私が面白いと思える活動をしたいって言って、さぎりんも私とやりたいみたい。それは有り難いけど、ちょっと重い」

「まあ、センターボーカルでギターも弾いてる子がゲストっていうのは、音楽に詳しくない私が聞いても変だと思うよ？」

「元々私なしで始めたのに、文化祭のステージで、私がいなくちゃ続けないみたいな空気になっちゃったのも、私としては残念。莉絵が私のことを好き過ぎるんだよ」

　好きという言葉に、胸がチクリと疼うずいた。重たくならないように「親友なの？」と聞くと、絢音は私の気持ちなどお見通しだと言わんばかりに微笑んだ。

「愛友ではないね」

　そう言って、むさぼるように私の唇を吸い上げる。しばらく舌を絡めてから、絢音がほぅっと息を吐いた。

「もう、全部投げ出して、こうして千紗都の腕の中にいたい。前にも言ったけど、やれることとやりたいことは違って、私は帰宅部が大好きなんだよ」

　それは本当に嬉しい。でも、だからこそ、絢音のバンド活動を応援したくなる。もし絢音がバンド活動に重きを置く発言をしたら、私は全力で引き留めたかもしれない。

「帰宅部の活動に支障がない程度に、バンド活動を続けて欲しいなって思うよ？」

　随分と我が儘な意見だ。自分で言っていてそう思うが、本音なので仕方ない。ステージで歌う絢音は見たいが、帰宅部の活動は減らして欲しくない。バンドは続けて欲しいが、バンドメンバーとあまり仲良くなって欲しくない。子供かよと、自分でも思う。

　自己嫌悪に陥っていると、絢音が私の髪に指を滑らせた。

「私は音楽がやりたいのと、千紗都と遊びたい思いがある。千紗都が音楽をやってくれたらいいのに」

「理想的ではあるね」

　当然無理だという前提で笑い飛ばした。帰宅部の中では一番受けが広く、色々なものに手を出しているが、それはあくまでお遊びである。ビリヤードみたいに、入るかどうかは運任せみたいな、そんなレベルで良ければ付き合えるが、楽器はそうはいかない。ど素人の涼夏と二人で始めるならともかく、人前で弾いて歌える絢音と一緒にやるのは、さすがに気が引けるしわきまえる。

「まあ、さすがにそうだよね」

　絢音が残念そうにそう言いながら、私の首筋に舌を這わせた。どさくさに紛れてなんてことをするのか。くすぐったさに堪えていると、絢音が「千紗都、美味しい」と熱にでもうなされるように言った。真面目な悩みの相談中でも、この子は頭がおかしい。

「ウクレレくらいならやってみてもいいかも。でも、私そもそも、音楽にあんまり興味がない」

「千紗都がウクレレ……。似合わない……」

　絢音が私の首の付け根を甘噛みしながら、可笑しそうに肩を震わせた。舐めるのは構わないが、変な跡が残らないようにしてほしい。

「絢音は、歌いたいとか弾きたいっていう気持ちが、内側から溢れて来るんでしょ？　私、そういうのが全然ない。それはまあ、音楽に限らないけど」

「千紗都はモノより人の人だからね。でも、趣味探しの旅は続けてるんでしょ？」

「まあ、うん。私の話はいいよ。それより、絢音はどうするの？」

　強制的に話を戻す。絢音はきっと、どういう形でもいいから私に楽器を触らせてみたいと思っているのだろうが、それとPrime Yellowsでの活動はまったく別の話だ。私がウクレレを弾き始めたら、絢音が豊山さんを切り捨てるというのは、話が飛躍し過ぎている。

　そう説くと、絢音は私の首筋にかぶりついたまま言った。

「親友より愛友」

「絶対に退屈だよ。すぐに刺激が欲しくなるって」

「それはそうかもしれないね」

　絢音がどうでも良さそうにそう言って、私の体に手を這わせた。今の声には、話を打ち切るような響きがあった。ただそれは、ネガティブなものではなく、何らかの結論に至ったからもう大丈夫だというニュアンスだった。

　ずっと触られっぱなしなので、両腋からお尻まで強めに撫で下ろすと、絢音が変な声を上げて体を震わせた。

「びっくりした。千紗都から触ってくることなんてないから」

「たまには？　それで、どうすることにしたの？」

　両手でお尻を撫で回すと、絢音がくすぐったそうに身をよじって私の手を取った。

「くすぐったい！」

「こんなぐらいで音を上げないで。私が普段、どれだけ君たちに触られてるのか、わかってるのかな？」

「わかった。我慢する。目覚めそう……」

　絢音がギュッと抱き付いて、耳元で熱っぽい息を吐いた。何に目覚めるのか知らないが、質問に答えて欲しい。お尻を叩いて促すと、絢音は諦めたように口を開いた。

「まあ、今まで通りほどほどに付き合うよ。絢音さんは、千紗都さんほど人付き合いが下手ではないのです」

「私も下手じゃないから！　付き合う人がいないだけで」

「それは笑えばいいの？　同情すればいいの？」

「好きにして」

　仰向けになって、もう一度絢音を上に乗せた。背中をギュッと抱きしめると、絢音が安らいだ表情で私の肩に顔をうずめた。

「こうして、千紗都の腕の中で少し愚痴るだけで気分が晴れる程度の悩みだって自覚したから、もう平気。演奏してる最中は楽しいし、莉絵もさぎりんも友達だし。私も定期的に一時間チャレンジして、ストレスを発散しよう」

「それなら回数券がお得です」

　そう言いながら時計を見ると、とっくに一時間以上経っていた。それでも、親が帰ってくるまでまだまだ時間がある。

　絢音が私の腕の中で、楽しそうに私の体を触っている。豊山さんや牧島さんと、あれだけ熱いステージを作りながら、それでも絢音が一番いたいのは私の腕の中だということに、子供じみた優越感を覚える。

　何もない私が、唯一誇れる愛友たち。たまには外に遊びに行っても、最後にはきっとここに帰って来てくれたら、私はそれが一番嬉しい。





第二十八話　クリスマス




　　一




　二学期の終業式。今さら授業などなく、午前の早い時間に解放された。

　部活は練習がある部とない部があるが、奈都がバトン部は練習すると言っていた。年内最後の部活らしい。帰宅部も活動する予定なので、同じだねと微笑んだら、実に曖昧な笑みを返された。

　ちなみに、期末試験の成績は数日前に返ってきたが、三十八位だった。とりあえず三十位台に戻ったのはよかったが、中間試験の目標が三十位だったことを考えると、やはり満足のいく順位ではない。

　最初同じくらいでスタートしたマラソンの集団が、次第に縦長になっていくように、頭のいいグループと悪いグループとの間に差が広がり始めた。結構頑張って勉強したが、それでも三十八位というのは、上位グループはもっと頑張っているか、頭の出来が違うのだろう。

　帰宅部が誇る秀才、西畑絢音は六位だった。抜群の安定感だ。安定感と言えば、涼夏と奈都も中間くらいで安定している。私だけが大きく変動しているとため息をつくと、涼夏が不思議そうに首を傾げた。

「三十八位と五十一位って、そんなに違うかねぇ」

　その差は十三人。毎回三十位くらい順位が変わる涼夏より僅差だが、一位と二位が大きく違うように、上に行けば行くほど一つの順位の重みが変わるのだ。そう説明したら、「天上人てんじょうびとの悩みだね」と笑っていた。

　何にしろ、授業から解放されて、二週間ちょっとの連休に入る。私が満面の笑みでその幸せに浸っていると、隣の席で帰宅部の男子が絶望的な表情で項垂れていた。

「どうしたの？」

　声をかけて欲しそうだったので、仕方なくそう聞くと、川波君はよくぞ聞いてくれたと大きく頷いて、わざとらしく涙を拭う仕草をした。

「野阪さんの隣の席も今日までかと思うと、俺は三学期は何を楽しみに生きればいいだろう」

「江塚君と親交を深めたら？　クリスマスとか、一緒に遊ばないの？」

　もう一人の帰宅部男子の名前を挙げると、川波君はうーんと難しそうに唸って腕を組んだ。

「クリスマスに男二人はシュールだな。そっちは？」

「女子帰宅部は、お祭り事は賑やかに過ごす活動方針があるから」

「今こそ、男子帰宅部と女子帰宅部は合併して一つの部に！」

「ないねぇ。結構多くの部活が男女別だと思うけど」

　そもそも帰宅部は部活でもなんでもないが、大真面目にそう言うと、川波君は諦めたようにため息をついて肩を落とした。

「残念だ。今までありがとう。野阪さんのおかげで、俺の二学期はとても楽しかった」

　湿っぽくそう言いながら手を差し出されたので、流れで握ると、川波君がとても嬉しそうに微笑んだ。ほとんど同時に、遠くから女子の低い声がした。

「おうおう、にーちゃん。うちの若ぇ子に、手ぇ出すんじゃねーよ」

　二人で声のした方を見ると、涼夏が近付いてきて、ブレザーのポケットに手を突っ込んだまま川波君を睨み上げた。可愛すぎてまったく貫禄かんろくがない。もちろん、本気で怒ったらかなり怖いが、今のはただの冗談だ。

「俺、もう一生手を洗わない」

「アイドルの握手会か？」

「猪谷さん、三学期の席替えで、また俺が野阪さんの隣になれるように細工してよ」

「そんなことができるなら、とっくに私が隣になってる」

「それはそうか」

　納得したように川波君が頷く。悪いが漫才に付き合っている暇はないので、川波君に今生の別れを告げて絢音と三人で教室を出た。

　初日から早速時間がたっぷりあるが、涼夏は昼からバイトがある。クリスマス前で忙しく、クリスマスに休むために、今日は半日、明日は一日バイトが入っている。

　イブに一緒に遊べないのは残念だが、絢音も同様で、明日から早速冬期講習が始まり、塾でお勉強とのこと。それだけ頑張っていて、未だに行きたい大学が決まっていないというのが不思議でならない。そう言ったら、絢音が得意気に胸を張った。

「選択の幅を広くしておくのはいいことだよ。それに、勉強って面白いし」

「ちょっと意味がわからないですね」

　私がおどけながら肩をすくめると、絢音はくすくすと笑っていた。

　正妻は明日はバトン部の子とクリスマス会だという。所詮私などその程度の存在なのだと泣き喚くと、「クリスマス、空けたじゃん」と呆れられた。聞くと、元々パーティーはクリスマス当日を予定していたが、奈都が帰宅部を優先したため、イブの日に変更になったらしい。

　奈都に合わせて日にちを変えてくれるとは、なんと愛されている子なのか。嫉妬しながらそう言うと、奈都は実に冷たい眼差しで私を見た。

「そっちは私に合わせてくれないでしょ？」

「奈都は帰宅部員としては素行不良だからなぁ。個人的な遊びなら、私が奈都に合わせるけど」

「それはどうも。私は涼夏たちとも遊びたいから。とにかくイブは諦めて」

　ぴしゃりとそう言われて、私は深くため息をついた。

　そんなわけで、明日は私は単発のバイトをすることにした。正確には明日だけでなく、年末まで何日かやるのだが、今回はイベントスタッフに挑戦する。夏にお世話になったカラオケ店にも電話したのだが、日数が短すぎるのと、今回は大学生の子で埋まってしまったらしい。

　ちなみにイベントスタッフの方は、一応面接があったのだが、思いの外すんなり採用された。会場の設営を手伝ったり、物販の列整理や、入場後の案内をするだけなので、誰でもできる仕事である。どんな音楽が好きかと聞かれ、基本的にはあまり興味がないと正直に答えたが、雇ってもらえることになった。

　私がその話をすると、涼夏が「だからじゃない？」と笑った。確かに、興味があるライブのスタッフをしていると、気もそぞろ、端的に言えばサボりそうな気がする。いっそそのイベントにまったく興味がない方が、淡々と仕事をこなしそうな印象を与えたのかもしれない。

「イベントスタッフってのも面白そうだ」

　古沼のマックに入り、ポテトをつまみながら涼夏が言った。雑貨屋でのバイトももう半年以上になり、他の仕事もしてみたいという。もちろん、雑貨屋を辞めたいという意味ではない。仕事の内容も人間関係も大変良好なので、出来るなら高校を卒業しても続けたいし、なんならそのまま正社員になりたいと笑った。

「塾がなかったら、私も千紗都と一緒にやってみたい気持ちもあったんだけどね」

　絢音が小さくため息をつく。どうやら夏に奈都と二人でバイトをしていたのが羨ましかったらしく、冬は少しアルバイトをすることも考えていたらしい。実際に親にも相談したが、ダメと一蹴されたそうだ。

「ダメっていう割には、お小遣いが増えるわけでもないし、私から可能性を奪わないで欲しい」

　絢音が不服そうに愚痴を零して、思わず涼夏と顔を見合わせた。不貞腐れて文句を言っている絢音はなかなかレアだ。じっと見つめると、絢音が「何？」と首を傾げた。

「別に。反抗期の絢音可愛い」

　私がにこにこしながらそう言うと、絢音はやれやれと首を振って手を広げた。

「私、二人が思ってるほど素直ないい子じゃないよ」

「少なくとも私たちの前では、素直ないい子だよ？」

「この空間には何の不満もない。しかし、家は違う」

　突然芝居調にそう言った絢音が面白くて、涼夏と二人で笑った。

　絢音の家は厳しく、涼夏の家はやや放置気味。そう考えると、私の家は過保護な上に甘い。有り難いことだと、シェイクのストローをくわえながら言うと、二人が可笑しそうに目を細めた。

「千紗都の甘やかされてる感、ハンパないよ？」

「時々我が儘な感じとか、すごく好き」

「それ、褒められてる？」

　思わず眉をひそめたが、二人はケラケラと笑うばかりだった。あまり我が儘に振る舞っているつもりはないが、二人に依存して甘えている自覚はある。そういうところを言っているのかもしれない。

「ナッちゃんはどうなの？　あの子、ちょっと変わってるよね。いい意味で」

　涼夏が長いポテトをつまんで、私の口に近付けた。何も疑問に思わず、それを頂戴して頬張る。

「奈都の家は、ごく普通だと思うよ？　奈都が変わってるのは、オタクだからだよ」

「千紗都って、オタクに厳しいよね」

「厳しくないし。ゆるゆるだし。奈都大好きだし！」

　強く否定しておいたが、実際のところ、嫌いでも苦手でもないが、偏見はあるかもしれない。偏見というと私側に問題があるように聞こえるが、現実オタク趣味の人たちにはある特有の傾向があって、奈都にもそれがあると思う。

　絢音が奈都を擁護するように言った。

「私はどっちかというとナツ寄りだから、涼夏や千紗都みたいな、ファッションが好きでメイクしてアニメとかに興味のないパリピーみたいな子が、私たちを構ってくれるのが不思議でしょうがない」

「パリピーって久々に聞いたな。腕にハートのシール貼り付けてステージでエレキギター弾いてた絢音は、最もオタクピープルが遠ざける人種のような気がするけど」

「高校生でバンドとか、いかにもテンプレって感じで、むしろオタクそのものだと思うよ？　ナツに勧められたアニメとか見てるけど、私は普通に面白いと思うから、だいぶ素質もあるね」

　二人がオタク談議に花を咲かせる。奈都が絢音にアニメを勧めている光景を見たことがないが、二人はもう友達だし、私のいないところでやりとりをしているのだろう。しかも私は、あまりはまれなかった人間なので、奈都がよりわかってくれる子と話したがるのも仕方ない。

「私、絢音のこと、大好きだよ」

　二人の話に区切りがついたところで、一応話題の発端となった絢音の言葉を拾っておいた。涼夏はいつも通り、何を言い出したのかという目で私を見たが、絢音は「ありがとう」と顔を綻ばせた。

　春から今に至るまで、絢音に対して構ってあげているなどと思ったことはない。そもそも私はパリピーではない。根暗で友達も少ないコミュ障の女子高生アピールをすると、絢音が「それはない」と手を振った。

　休みに入ったばかりの解放感もあって、ハイテンションで喋っていたら、涼夏のバイトの時間が近付いてきた。今日という日はまだまだ長い。駅に戻って涼夏の背中に手を振ると、絢音が私の手を握ってうっとりと目を細めた。

「二人きりだね。これからどうしよう」

　誘惑するように甘ったるい声でそう言いながら、絢音が私の手の甲に指で「すき」と書いた。意味がわからないが、浮かれているのは伝わってきた。今日の絢音は随分と年齢相応の女の子だ。

「とりあえず、またビリヤードでもやろうか」

　ここから冬休みを始めよう。大きく頷く絢音の手を引いて、私は幸せな二週間に一歩足を踏み出した。




　　二




　二十四日、クリスマスイブ。朝から厳しい冷え込みだったので、オシャレは諦めてなるべくもこもこした格好で外に出た。一応メイクはしてきたから、最低限人前に出られる容姿にはなっているだろう。

　今日はよく知らないアーティストの、クリスマスコンサートのスタッフのバイトをする。電車の中で、親愛なる部員たちからの応援メッセージに返事を送って、会場に着いたら休憩までスマホとはお別れだ。

　バイト自体は、いささかの緊張はあったが、大きなトラブルもなく無事に終わった。難しい仕事もなければ、重たいものを運ぶこともなかった。ただ、じっと立っていることが多くて、帰る頃には腰がひどく痛んだ。

　後は、仕事中にライブ客に二回ナンパされたのと、仕事の後に一緒に働いていた仲間からもナンパされたくらいだろうか。単発バイトは人間関係の後腐れがなくていいが、その分男子が積極的になっている気もする。

　もちろん、アルバイトは若者にとって、学校の次に異性と出会える場だし、そういう需要があることも知っている。女子の中にも、それを求めてバイトをしている子は多いようで、今日長く一緒にいた子もずっと男子の品定めをしていた。

　涼夏がバイトの話を聞きたがっていたので、その辺りのことは明日話すことにしよう。そう思いながらスマホを見ると、メッセージが大量に届いていた。ほとんどすべて帰宅部グループのものだったので、明日の時間や用意の話だろうと思って、未読のトップまで遡ると、思ったような内容ではなかった。発端はパーティーの立案者にして明日のホストである涼夏からで、どうやら明日一日出かける予定だった妹が、急遽家にいることになったらしい。

『妹がクリスマス直前に彼氏と別れたらしく、明日は家にいると言って聞かない。お姉ちゃんは激おこなんだけど、私のような素敵な柔軟性は持ち合わせてないようだ』

　状況報告しか書かれていないが、要するに明日予定通り涼夏の家でやるか、場所を変えるかということだろう。母親は仕事、妹はデートで一日留守にするとのことで、明日は涼夏の家でパーティーを開くことになっていた。私の家という案もあったのだが、明日は涼夏が鍋を振る舞ってくれることになっており、使い慣れた台所で料理したいと言って涼夏の家になった。

　ただ、それは家に誰もいない前提の上での選択だった。そういうことなら改めて私の家でも良かったが、メッセージを読んでいくと、「妹がいても構わない」という流れになっていた。

『私たちが騒いで迷惑じゃなかったら、別に妹がいても問題ないけど、どう？』

　奈都のメッセージのすぐ後に、まだ塾に行く前だったのか、絢音も返事を投稿していた。

『会ったこともあるし、妹さんの方が大丈夫なら、私は大丈夫』

　そういえば、すっかり忘れていたが、涼夏の誕生日会の時に、一瞬だけ妹と遭遇している。涼夏に似た可愛い子だった記憶しかないが、性格はどうだろう。恋愛が大好きで、誰もいない家に彼氏を連れ込んでいたという涼夏の情報により、少しネガティブなイメージが先行していたが、そんなに悪い子でもなさそうだった気がする。

『妹は大丈夫っていうか、文句は言わせないけど、なんか家族がいるとはしゃぎづらい』

『それはわかる。うちは男兄弟がいるからもっと無理。ナツは？』

『お母さんはいるかな。リビング常駐だから、鍋をする時に困るかも。チサの家は？』

『ナッちゃんの豪邸は気になるけど、初めましてでいきなり母上のいる目の前で台所を借りるのは気が引ける。部長の返事を待ってたら夜になるし、私もバイトがあるし、まあ二人がいいなら私の家でいっか』

『涼夏がいいなら問題なし。私もそろそろ出かける』

『私は塾はまだだから、もし千紗都から連絡があったら聞いてみるよ』

『任せた』

　そんなような内容で終わっていた。後は、奈都がクリスマス会の後に、涼夏がバイトの後にそれぞれメッセージを投稿しているが、『千紗都の気配を感じない』『生きてたらいいけど……』みたいな、他愛もない話だけだった。バイト中、休憩時間はあったのだが、ロッカーに戻るのが面倒だったのと、腰が痛くて揉んだりほぐしたりしていたら、結局スマホに触っている余裕がなかった。

『今バイト終わった。涼夏の家でいいよ。腰が痛いから、明日みんなで揉んで』

　とりあえずそう投下すると、すぐに既読が三になって返事が来た。

『お疲れ。念入りに揉むね』

『腰以外も揉むよ』

『千紗都を揉めるのなら、妹の部屋に外から鍵をかける』

　私を揉むのに、妹がいてはいけないのだろうか。不思議に思ったが、ひどく疲れていたので、とりあえず何もかも明日にすることにして、私はぐったりと電車のシートに体を預けた。




　クリスマス当日は、朝から雪のパラつく天気だった。積もりそうにはないが、一応初雪と呼んでいいのだろうか。クリスマスに初雪とはなかなか風流だ。ただし、とんでもなく寒い。

　服装は、昨日と同じもこもこダウンにした。昨日は帰ってすぐに寝たこともあってか、疲れも取れている。思ったより私の体は丈夫なようだ。戸締りを確認して家を出る。

　いつもなら最寄り駅が同じ奈都と合流していくのだが、今日は一人で電車に乗った。スーパーに寄って食材を買うためである。

　もちろん、一人でお遣いができるかを試されているわけではなく、今日のメインディッシュである鍋について、涼夏から事前にこうお達しがあったのだ。

「食材を一人三つか四つ買ってきて。他の人に知られないように。内緒で」

　みんなで材料を持ち寄って、それで鍋を作ろうということだ。闇鍋というと響きが怖いが、一応鍋に合いそうなものを選ぶことだけは、事前に取り決めた。美味しくないのは論外だと、元料理部の鍋奉行が事前に警告した。

　ちなみに、味付けは多数決により味噌になった。満場一致と言っていい。私たちは味噌で育ち、うどんだっておでんだってトンカツだって、なんでも味噌で食べるのだ。

　スーパーの袋を持って電車に乗りたくなかったので、買い物は涼夏の家の近くですることにした。スーパーなどほとんど使わないのでとても新鮮だ。文化祭の時に買い出しで入った以来だろうか。その前は遡っても記憶にない。

　さて、鍋の食材である。メインはやはり肉だろう。ぶっちゃけ、豚肉と鶏肉だけ買っていけば、みんなとかぶってもダメージは少ない。ただ、野菜がないのは味気ないし、メンバーの顔を思い浮かべると、野菜を買わない可能性はあっても、肉を買わない可能性は低そうだ。

　野菜は何がいいだろうか。ネギはあっても良さそうだ。豆腐もいい。豆腐は果たして野菜なのか。

　白菜は大勝利すぎて、全員買ってきて大変なことになりそうだ。ただ、みんなそう思って誰も買わない可能性もある。

　レタスやキャベツ、キュウリ、ほうれん草はきっと違うだろう。トマトはトマト鍋にでもするならともかく、味噌とは喧嘩しそうだ。

　キノコ類はどうだろう。椎茸、エノキ、シメジ、エリンギ、ナメコ、キクラゲ。この中ではやはりエノキだろうが、貴重な一つをエノキに使っていいのか。

　そういえば、シメはどうするのだろう。麺類だと思うが、うどんかラーメンか。焼きそばはラーメンに使えるのか好奇心が疼くが、涼夏に苦笑いされそうなので冒険はやめておこう。そう考えると、帰宅部は堅実な部員しかいない。性格的には涼夏が一番チャレンジしそうだが、食に関しては至って真面目だ。

　いや、元気で勢いがあってテキトーな印象を受けるが、元々四人の中では涼夏が一番ちゃんとしている。もしかしたら、私が変なものを買ってくることを期待されているのかもしれない。

　攻めた方がいいだろうか。味はよく知らないが、ルッコラとチンゲン菜なら、少し珍しい上、大きな失敗はないだろう。豚肉はさすがにバラ肉にしておいたが、全員買ってきそうな気がする。シメも無難にきしめんにしておいた。うどんかきしめんなら、きしめんの方がいいだろう。

　袋をぶら下げて涼夏のマンションのインターホンを鳴らすと、妹が出た。想定していなかったので声が裏返り、恥ずかしくなりながら涼夏の部屋のドアをノックする。迎えてくれたのは涼夏だった。

「ナッちゃんと喋ってたら、何故か妹に先を越された。意味がわからん積極性だ」

　涼夏が苦笑いを浮かべながらそう言った。奈都が先に来ているのは、グループメッセージで知っていた。私も約束した集合時間より早く着いたが、奈都がやたらと早く来た気持ちはわかる。四人の関係性を考えたら、一番最後は嫌だろう。

　挨拶しながら靴を脱ぐと、妹が顔を出して明るい表情をした。

「あっ、お姉ちゃん一推しの綺麗な人だ！」

「こんにちは」

　勢いに圧おされつつ、余所よそ行きの笑顔を浮かべる。涼夏は家で妹と私の話をしたりもするのだろうか。チラリと涼夏を見ると、こちらは微塵も笑わずに口を開いた。

「秋歩あきほ。誰かを褒めることは、誰かを貶けなすことにも繋がるから気を付けて」

「難しいことを言うなぁ」

　妹が首を傾げながら部屋に戻っていく。

　リビングに案内されると、くつろいでいた奈都が「メリクリー」とぞんざいに手を振った。リビングはツリーこそ無いが、壁にはペタペタとクリスマスっぽい飾りがたくさん貼られていて、クリスマス感満載である。相変わらずの女子力だ。

「食材、とりあえず冷蔵庫に入れておくよ」

　そう言いながら、涼夏が私のスーパーの袋を台所に持って行く。奈都は何を買ったのか聞いたら、答えようとした奈都を涼夏が遮った。

「絢音が来るまで内緒にしよう。ほんの数分の辛抱だ」

　絢音からも、少し前に後十分ほどで着くとメッセージが来ていた。ソファに転がって奈都に腰を揉んでもらっていると、インターホンが鳴って涼夏が出迎えた。

　絢音はエコバッグを涼夏に渡しながら、背負っていたギターを床に下ろした。いつものと形が違うようだったので聞くと、小さなアコースティックギターらしい。見せてもらうと、木の温かみのある小振りの可愛いギターだった。

「今日はアヤのリサイタルか。しかも無料！」

　奈都が大袈裟にそう言いながら、大仏のように指で丸を作った。絢音が「お金取ったことないよ」と、楽しそうに笑う。キッチンカウンターの向こうで、涼夏が一人で「なるほどなるほど」と呟きながら、みんなの食材をカウンターに並べた。手招きされて立ち上がると、涼夏が笑いながら手を広げた。

「これが今日のお鍋の材料です。まあ、うん、まあまあだね」

「なんだそりゃ」

　肉類は豚バラはかぶったが、他には鶏もも肉に出来合いのつみれ、そしてもつ。後ろの二つは考えもしなかったので感心した。

　野菜はまさかの白菜を買った人がおらず、ネギ、水菜、椎茸、糸こんにゃくに、私の買ったルッコラとチンゲン菜。後は焼き豆腐が二人分に油揚げ。シメは私のきしめんと中華麺。相談なしでこれは奇跡的なバランスではなかろうか。

「ルッコラはかぶらないね。味の想像はまったくできないけど」

「チサ、ＧＪだよ。味は知らないけど」

　絢音と奈都が手を叩く。どうも褒められている気がしないのは、私の性格が悪いのだろうか。それにしても、こうして並べるとすごい量だ。

「多いな」

　涼夏が食材を見つめながら、苦笑いを浮かべた。一応、涼夏に言われて一つ一つは少なめにしたのだが、それにしても女子四人で食べ切れる量ではない。

「みんな、忘れるな。これにさらにケーキがある」

　涼夏が急に真顔で忠告して、みんなでくすっと笑った。

「まあ、余った食材は猪谷家で引き取ってくれたらいいよ。私は糸こんにゃくに何の未練もない」

　絢音がそう言って、私と奈都も頷いた。涼夏が食材を冷蔵庫に戻しながら言った。

「そうさせてもらうよ。まあ、いざとなったらケーキを諦めてもいいし」

「それはない」

　三人の声が綺麗に重なって、四人で顔を見合わせて笑った。私の人生初のクリスマスパーティーは、なかなか楽しくなりそうだ。
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　クリスマスと言えばケーキである。去年、受験の真っ最中でも奈都と二人でケーキは食べたし、一昨年は孤独に過ごしたが、それでも親が買ってきたケーキを食べた。

　クリスマス会を企画してくれた涼夏に、事前にケーキだけは食べたいと注文したら、「当たり前だ」と一蹴された。涼夏も同じ考えだったようで、「私たちは心の深いところで繋がっている」と伝えたら、「うん、そうだね」と気のない返事をされた。

　そのケーキだが、お金を出し合って市販品を買う案も出たが、せっかくなのでみんなで作ることにした。もっとも、生地を焼くのは大変なので、市販のスポンジケーキを使って、クリームだけ作る。後は、イチゴをカットしてデコレーションしたら完成だ。

「涼夏は料理部で、ケーキとかお菓子も作ってたの？」

　クリームの用意をしている涼夏に声をかけると、涼夏がクリームを塗る道具を顔の横で握って笑った。

「まあそうだね。女子はみんなお菓子大好き」

「私、ケーキは食べたことしかない」

　奈都がクリームを絞る道具を興味深そうに眺めながら言った。もちろん私も同じだ。奈都とも心の深い部分で繋がっている。絢音は小学生の時に作ったことがあるらしく、私たちを見て可愛らしく首を傾けた。

「こういうのは、みんなどこかで一度は経験するものかと思ってた」

「学区によるのかなぁ。いや、学校でやるものでもないでしょ」

「千紗都とナツは、小学校は別だったの？」

「別だね。中一の時、初めてチサを見た時、三次元にもこんなに可愛い子がいるのかと衝撃を受けた」

「私も、今の教室で初めて千紗都を見た時、世の中にこんなに可愛い子がいるのかって、衝撃を受けたよ」

「わかる！」

　わからない。くだらない話をしている二人は放っておいて、生クリームを用意している涼夏を見ていると、手際よくボウルに生クリームとグラニュー糖を入れて、氷水に突っ込んだ。そして、泡立て器を持ってにっこり笑う。

「みんなで交互に泡立てよう。固くしすぎないのがコツだね。最初だけ私がやるから、後は見てるよ」

　そう言って、チャカチャカと掻き回す。とてもリズミカルだ。

「道具、色々持ってるのに、ミキサーはないんだね」

　奈都が何気なくそう言うと、涼夏が手を休めずに言った。

「普通にある」

「じゃあ使おうよ！」

「苦労して作った方が美味しいんだって」

　非科学的なことを言いながら、泡立て器とともに場所を奈都に譲った。後ろからエプロンをかけて、紐をキュッと結ぶ。奈都が見様見真似で掻き回すが、涼夏と比べるとだいぶスピードが遅い。涼夏がやるとなんでも簡単そうに見えるが、やはりそんなことはないようだ。

　みんなでキャイキャイ言いながらクリームを作っていたら、リビングのドアが開いて妹がやってきた。

「ケーキ作ってる。完成したら私にも食べさせてね」

　まじまじとボウルの中のクリームを覗き込んでから、冷蔵庫を開けてグラスにジュースを注いだ。涼夏が小さく首を振って、感情のこもらない声で言った。

「アンタの分はないな。どう見てもないな」

「結構でかいじゃん」

　妹がスポンジケーキを指差して声を上げる。涼夏は冷静に否定した。

「二回分だから。今から食べるのと、鍋の後に食べるのと」

「鍋の後なんて、お腹いっぱいでケーキなんて入らないって」

「別腹だから。早く森へお帰り」

　しっしと手を振ると、妹は仕方なさそうにドアの方に戻って行った。その途中で絢音のギターを発見して、子供のように目を輝かせた。

「ギターがある！　絢音さんの!?」

　絢音がバンドでギターを弾いているのは、涼夏から伝わっているらしい。絢音がまるで自分の妹を見るように、優しい眼差しで「そうだよ」と微笑んだ。いや、自分の妹を見るような眼差しというのは嘘かもしれない。私は一人っ子だから、あくまで想像だ。当の姉はうんざりした顔で妹を見つめている。

「何か弾いてよ。歌って」

　妹が声を弾ませて、それとは対照的に涼夏が表情を険しくした。絢音が「まあまあ」と涼夏をなだめてエプロンを外した。

「じゃあ、ケーキについては私は食べる係になって、ＢＧＭを担当しようかな」

　手を洗う絢音に、涼夏ががっくりと肩を落として、「すまぬ……」と項垂れた。大袈裟なアクションに奈都がくすくすと笑うが、本人は不満そうに口をへの字に曲げた。恐らく事前に何かしらの取り決めをしていて、今はそれが破られている状態なのだろう。

　絢音が椅子に座ってギターを爪弾つまびく。クリスマスによく聞く洋楽のバラードを歌うが、相変わらずギターも歌も上手で、妹が「おおっ！」と感嘆の声を上げた。派手なエレキの音ばかり聴いていたので、また全然違った趣がある。

　それにしても、絢音がほぼ初対面の妹と親し気に話していることに、私は少なからず驚いた。自分も女子中学生だったはずだが、年下の女の子とどう接していいのかわからない。学校で一緒に友達が少ないチームを結成しているが、友達を作れない私と作らない絢音の間には、グレート・リフト・バレーのような隔たりがある。

「猫って可愛いと思うけど、いざ目の前にいてもどうしていいのかわからない。きっとそんな感じ」

　トロリとしたクリームをペロッと舐めながらそう言うと、二人が首を傾げて私を見た。

「突然どうした？」

「別に。次はどうするの？」

「イチゴをカットする。二人に任せた」

　涼夏がまな板に包丁を置いて、促すように手を広げた。さすがにイチゴくらいは切れるが、スポンジの間に挟むにはどう切ればいいだろう。

「包丁なんて、中学の時に人を刺した時以来だ」

　奈都が何気なくそう言いながら包丁を握る。涼夏が真顔でじっと見つめたので、私は慌てて涼夏の手を取った。

「冗談だから！　この子はちょっと頭がおかしいの！」

「えっ？　いきなりディスられた!?」

　奈都が驚いて振り返る。私はブンブンと首を横に振った。

「奈都はほら、オタクだから！」

「なんで私、激しくディスられてるの!?」

「ディスってないし！　いいからイチゴを切って！　私は上に乗せるのを担当する」

「それ、ヘタを取るだけじゃん！」

「私、ヘタ取りの王になる！」

「チサ、どうしたの？　明らかにそっちの方が頭おかしい感じだよ？」

「それはない」

　わーわー言いながらイチゴをカットして、いよいよスポンジケーキにクリームを塗っていく。直前にクリームを適度な固さに泡立てるらしい。

　涼夏のチェックでＯＫが出たので、クリームを乗せてヘラで伸ばす。皿を重ねて作った即席の回転台でケーキをクルクル回しながら塗るのが楽しい。

　一応絢音にもやるか聞いてみたが、「任せた」と笑顔で言われた。妹の相手をしてあげようという優しさだろう。私が感動に震えていると、絢音が顔を上げて手を振った。

「私、やったことあるし。それに、自分でやるより、千紗都の作ったケーキが食べたい」

「それは一理あるね」

　奈都がうんうんと頷く。妹が「千紗都さん、人気だねー」と笑った。私があははと作り笑いを浮かべると、涼夏が頬を膨らませた。

「秋歩、いつまでそこにいるの？」

「ケーキ食べたら一旦帰るよ」

「一旦ってなんだよ、一旦って」

　涼夏がぶつぶつと文句を垂れる。いつもの冗談とはノリが違うように感じるのは、相手が家族だからだろうか。若干、怖い。

　カットしたイチゴを挟んで、またクリームを塗り、最後にクリームを絞る。涼夏の見本を見ながら頑張ってみたが、思ったよりも上手く出来なかった。奈都も同じようなものだ。テーブルに運んで、どれが涼夏が絞ったものか当てるクイズを出したら、絢音にあっさりと当てられた。

「まあ、これはこれで」

　涼夏が写真を撮ってから包丁を入れる。早速フォークを突き刺して食べると、味は普通に美味しかった。優雅に紅茶のカップを取ると、妹がケーキを頬張りながら言った。

「クリスマスってことは、プレゼント交換とかもするの？」

「まあ、そういうイベントもあるね」

　絢音がにこにこしながら応じて、持ってきたバッグを指差した。クリスマスと言えばケーキ、そしてプレゼントだ。もちろん私も持ってきたが、このままプレゼントの話を続けていいのだろうか。チラリと涼夏の様子を窺うと、涼夏はあまり聞かない低い声で言った。

「私さぁ、色々考えてんだよ、段取りとか。大人しくできないなら、部屋に帰ってくれない？」

　空気がピリッとした。こんなにも機嫌の悪い涼夏を見るのは、文化祭の実行委員を決めた時以来だろうか。

　あの時は若干涼夏の方に非があった上、相手が少なからず私たちに気のある男子だったから丸く収めることができた。しかし、今回は苛立たせているのが涼夏の妹ということもあって、どうしていいのかわからない。しかも当の本人は、全然気にした様子もなく、「えー、いいじゃん別に」とあっけらかんと笑っている。

　涼夏が絶望的に重たいため息をついて、ケーキを口に運んだ。これが姉妹というものだろうか。一人っ子の私には、経験したことのない空気だ。奈都は焦った様子はないが、口を出す気はないようで、静かにケーキを楽しんでいる。絢音が一人、笑顔のまま妹に語りかけた。

「秋歩ちゃんは、友達とプレゼント交換とかしないの？」

「んー、たぶん今日、みんなで集まってると思うけど、ほら、彼氏とデートの予定だからって断ったのに、行きづらいじゃん？」

「それはなんとなく想像がつく。彼氏はフッたの？　フラれたの？」

「んー、微妙。急に別の用事が入ったとか言われて、私から別れたけど、その用事次第ではフラれたとも言える」

　そう言いながら、妹が眉間に皺を寄せた。浮気されたと確信している表情だ。

　要するに、クリスマスというビッグイベントにぼっちになって寂しいのだろう。だから構って欲しいだけで、涼夏の邪魔をする気は微塵もない。ただ、家族不在を前提にパーティーを計画していた涼夏がどう感じているかは、想像に難くない。

　絢音に任せたと言わんばかりに、涼夏が素知らぬ顔でケーキを食べている。私もどうしていいかわからず、ひとまず絢音に任せることにして、ケーキ以外の情報をシャットアウトすることにした。
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　ケーキタイムが終わると、約束通り妹は一旦部屋に戻って、涼夏が大きくため息をついてがっくりと項垂れた。

「みんなすまない。猪谷涼夏、一生の不覚だ」

「あんな可愛い子が、まさか彼氏に振られるなんて、予想できないのは仕方ないよ」

　奈都がそう言って涼夏の肩を叩いた。どうも少しピントがズレているような気がするが、奈都なりに励ましているのだろう。

「私も別に嫌じゃないよ？　可愛いし。ミニ涼夏」

　絢音がうっとりと目を細めて妹を擁護したので、私もとりあえず頷いておいた。別に私も、嫌いでも苦手でもない。ただ、どう接したらいいのかわからないだけだ。

　涼夏は静かに首を横に振ってから、無念そうに息を吐いた。

「みんなが嫌じゃないのはわかってる。ありがとう。ただ、私は自分の考えたプラン通りに進んでないのが、すごく嫌だ」

「涼夏、その辺はもっと大雑把かと思った」

　奈都が意外そうに首を傾げた。確かにいつもの涼夏なら、色々計画して、その通りにならなくても、むしろそれを楽しむくらいのゆとりがある。クリスマスは特別なのかと思って聞くと、涼夏はやはり首を横に振った。

「別に、みんなが他のことがしたいとか、そういうのならいいよ。あと、天気とか電車の事故とかなら仕方ない。でも、なんで家族に壊されなきゃならんのだと、そう思うわけ。しかも、わざわざ事前に予定を確認した上で計画したのに」

「その憤りはわかる。私も昔、弟の理不尽な駄々のせいで、楽しみにしてたお出かけがなくなった時、殺意が芽生えた」

　絢音がそう言って、柔らかく微笑んだ。表情と台詞が合っていない。涼夏も絢音も殺伐としているが、兄弟姉妹のほんわかしたエピソードはないのだろうか。

「奈都は、お兄ちゃんとはどうだったの？」

　話を振ると、高校からの友達二人が奈都を見てまばたきをした。

「ナッちゃん、お兄ちゃんがいるんだ」

「うん。言ったことなかったっけ？　今年から大学生で、家を出てったよ」

「へー。じゃあ、ナッちゃんの男嫌いは、絢音と同じ感じの理由？」

　涼夏が好奇心を剥き出しにして奈都の顔を覗き込んだ。別に絢音は男が嫌いというわけではないが、上にも下にも男兄弟がいて、色々と夢を打ち砕かれ続けた結果、男性に対して一切ときめかなくなったらしい。

　奈都は恐らく違うだろう。奈都の兄とは面識があるが、ごく普通の真面目な若者という感じだった。もっとも、外から見た印象と、家族から見た印象が全然違うというのはよくあることだ。涼夏の妹がまさにそうだろう。

　奈都は少し考えるようにうーんと声を出して、二、三回首をひねってから口を開いた。

「私は別に男子が嫌いってことはないよ。恋愛対象にはならないけど」

「千紗都が好きだから？」

「まあ、そう。私はチサを愛してる」

　奈都が胸に手を当てて、芝居がかった調子でそう言った。じっと見つめると、「その目やめて」とお決まりの台詞を言って、私の視線を遮るように手をかざした。いつもただ見ているだけなのだが、自分で恥ずかしいことを言っている自覚があるのだろう。まだ救いがある。

「ナッちゃんは、昔から女の子が好きなの？」

　涼夏がさらっと核心に触れた。思わず息を呑んだが、奈都はもう開き直ったのか、特に驚いた様子もなく答えた。

「わかんない。チサを見た時に抱いた感情を、私はそれまでに感じたことがない」

「それはつまり、初恋ってやつだね」

　絢音が組んだ手に顎を乗せて、熱っぽい瞳で笑った。奈都は小さく頷いた。

「たぶん。中学の時は、女の子を好きになるのはおかしいとか、色々思い悩んでたけど、高校に入って二人がチサとイチャイチャしてるのを見て、私は解き放たれた。感謝しかない」

「解き放たれちゃったかー」

　そう呟きながら見つめると、奈都は私の視線から逃げるように体を反らせた。

「っていうか、私は何を語らされてるの？」

「知らん。でも、面白かった。千紗都に恋して思い悩む思春期のナッちゃん、可愛いな」

「二人もチサのこと大好きでしょ？」

　奈都が念のためというように聞いた。二人は当然と言わんばかりに頷いた。

「千紗都のぬいぐるみを作って、毎晩一緒に寝たいくらい好き」

「手の平サイズの千紗都を、籠に入れて飼いたいくらい好き」

「二人とも、ちょっと歪ゆがんでるよ」

　奈都が呆れたように言って、三人で楽しそうに笑った。なんだかよくわからないが、とりあえず私のことがとても好きらしいので、どうかこのままみんな仲良く、ずっと私を好きでいて欲しいものだ。




　しばらく絢音がギターを弾いて、私たちも触らせてもらった。このシーズン、巷でよく聴く『Last Christmas』を弾けるようになろうということで、三人で交代しながら教えてもらった。バレーコードといって、指一本で弦をすべて押さえるコードが出て来ないので、とても簡単らしい。

　一時間半ほどみんなで弾いていたら、私も一応最後まで弾けるようになった。もっとも、右手は単純なストロークだし、歌いながらは無理なので、みんなに歌ってもらったらなんだか胸が熱くなった。こういう高揚感は人生で初めてだ。絢音がステージで感じるそれは、如何ほどのものか。

「何かしら千紗都が感じてくれたなら嬉しいよ」

　絢音がそう言いながら、フィンガーピッキングで『Last Christmas』を歌い上げる。相変わらずとんでもなく上手い。

　それにしても、私は左手の指先が痛くて死にそうなのだが、絢音はずっと弾いていても平気なのだろうか。聞いたら、だんだん皮が厚くなって平気になるそうだ。

「いい経験をした。ギターとか、弾いてみたくても敷居が高いし」

　奈都が新鮮な空気でも吸うように、清々しい表情で目を閉じた。この子は言動が独特なので、眺めていると面白い。じっと見つめていると、「その目やめて」と言われた。そこまでがお決まりの流れだ。

　そろそろプレゼントを交換しようと言って、各自袋を取り出した。通常、こういう時は一つだけ買って誰にどのプレゼントが渡るかを楽しみにするものだが、四人とも趣味も好みもバラバラだし、奈都はまだそこまで帰宅部に馴染んでいるわけでもない。そう考えた涼夏が、「全員、安いものを四つずつ買ってお揃いにしよう」という、素晴らしい提案をした。もちろん、各自個別にあげたければ自由にしろと言われたが、そこまでお金に余裕がない。

「じゃあまあ、部長の私から」

　涼夏に目で促されたので、袋を開く。買ったのはクローバー模様の飾りのついたヘアピンで、色はすべて別々だ。涼夏に一つ千円以下にしろと言われたものの、いくらなんでも安かっただろうか。全部で二千円くらいしかしていない。

「これは大変無難ですね。そういえば、私たちって、イメージカラーってないよね」

　涼夏がにこにこしながらピンクのピンを手に取った。すっと前髪に差して、「どう？」と笑顔を見せる。

「可愛いよ？　私はまあ、黄色だね」

　絢音が迷うことなく黄色のピンを手に取り、奈都が青のピンを手にしたので、私は残った緑のピンを取って髪につけた。クローバーと言えば緑だと思うが、きっとそういう問題ではないのだろう。

「ナッちゃんはブルーって感じだよね。夏と言えば青い空と青い海！」

「それはあんまり関係ないんじゃ……」

「下着も青いのが多いの？　今日は？」

　涼夏が目を輝かせて詰め寄って、奈都が怯えたように身を引いた。そういえば、下着の色というものを意識したことがない。そっと奈都の頬に顔を寄せると、襟から胸元を覗き込んでみた。下着は残念ながら青ではなかった。

「帰宅部って、相変わらず頭がおかしいね」

　奈都が声を裏返らせながらそう言って、無意味に胸元を手ではらった。「ナッちゃんももう帰宅部だから」と涼夏が笑うと、奈都は無念そうに首を振った。

「今日、退部届を出そう」

「受理しないから」

　軽くあしらって、絢音にプレゼントを促す。絢音は、こちらも四色バラバラの、小さなクマのぬいぐるみのついたストラップだった。白、黄色、紫、茶色だったが、涼夏が絢音に断ってから黄色を持って行き、奈都が残りのメンバーに何色がいいか確認した後、紫を取った。私は茶色にしておいた。

「クローバーは緑、クマは茶色。私は自然に生きる」

　そう言いながらヘアピンにつけて、顔の前でブラブラさせると、三人が真顔で私を見つめてから、静かに目を逸らせた。冗談なのだから、誰か突っ込んで欲しいものだ。

「私はこないだレンタルショップの中古ワゴンで、適当にＣＤを四枚買ってきた」

　奈都がそう言いながら、何のラッピングもされていない紙袋から、無造作にＣＤを取り出した。ケースもくすんでいて、いかにもワゴンで買った中古品という様相だ。

　思わず絶句した私の隣で、絢音が可笑しそうに笑い声を上げて、涼夏は「独特だなぁ」と感心したように頷いた。私は静かに首を振って頭を下げた。

「うちの奈都がごめん」

「えっ？　変だった？　いいじゃん！　意外なところに、自分の感性に合う曲があるものだって！」

　奈都が慌てたように力説する。全部洋楽で、まったくわからなかったので、思い思いに四枚分けたが、これは全員回して、後日感想を語り合おうということになった。ジャケットや曲名で盛り上がったので、大成功とも言える。本当に、奈都の感性は独特だ。

　最後に涼夏が、得意気に小さな紙袋を四つ取り出して、一人ずつ配った。

「全員同じだから」

　にこにこしている涼夏が可愛い。ワクワクしながら開けると、中には数珠のようなブレスレットが入っていた。真っ赤な球は大きさがいびつで、手に取るといくつかの球に目が描かれていて、私は思わず悲鳴を上げてブレスレットを取り落とした。

「ひっ！　目がある！」

「これはいのちの輝きブレスレットです。手作り」

「キモい。何これ。涼夏、どうしちゃったの？」

　私が指先でつまみ上げると、奈都は「面白いなぁ」と言いながら腕につけて、絢音もウケたように笑い転げた。涼夏も自分の腕にはめて、満足な出来だと大きく頷いた。

　もしかしたら、何か見間違えたのだろうか。テーブルに置いてまじまじと見てみたが、やはり赤い球のいくつかに青い瞳が描かれていて、しかもバラバラによくわからない方向を見つめている。怖いとしか言いようがない。

「これ、私、要らない」

　そっと涼夏に返そうとすると、涼夏が私の手を押し戻して首を振った。

「大丈夫。きっといつか、良さがわかるから」

「いつかその日が来た時にもらうね」

「メテオラの首にかけてあげて。お守りだと思って」

「呪われそう……」

　じっと見つめていたら、少しだけ見慣れてきた。可愛く感じるには、まだまだ時間がかかりそうだけれども。




　　五




　プレゼント交換が終わると、再び妹がやってきて、「可愛いヘアピンしてる」とにこやかに言った。選んだ私としては悪い気分ではない。これからゲームをしようとしていたので、絢音が一緒にやるか聞くと、妹は二つ返事で頷いた。

　涼夏は渋い顔をしていたが、意外と仲が悪いのだろうか。私は兄弟がいないのでわからないが、確かに親のいる前で友達とクリスマスパーティーをしろと言われたら嫌なので、家族の前だと恥ずかしい気持ちは理解できる。

「何か新しいゲームは買った？」

　奈都が期待の眼差しを向ける。今までみんなで集まってやったゲームは、ナンジャモンジャとディクシット、そして温泉の時に持ってきたｉｔｏの三つである。私は涼夏と一緒に、一度ボードゲームカフェで熱戦を繰り広げたことがある。その時のことを思い出していると、涼夏が悩まし気に腕を組んだ。

「このままパーティー寄りに行くか、ゲーマーズゲームに行くか、ちょっと迷ってる。千紗都とガチでやったのは面白かったし、みんなで真剣にゲームに向き合うのも、帰宅部として正しい方向性な気もするし」

「高いし当たり外れもあるし、今度みんなでカフェで色々やってみるのもいいね。今日はｉｔｏをやろう」

　絢音が笑顔でゲームを指定した。久しぶりにディクシットもいいと思ったが、妹もいるし、ｉｔｏの方がお互いが知れて面白いだろう。ただし、どうか今日は、私の胸の柔らかさは91だとか、変なことは言わないで欲しい。あれは深夜のノリである。

　果たして素面でもｉｔｏは楽しめるのか、少し不安はあったが、やはり楽しかった。もちろん温泉でもお酒など飲んでいないが、旅先でテンションが高かったのは間違いない。

　人気の飲食店で、涼夏の89のスタバに対して、絢音がスガキヤを92で出して論争になったり、生き物の強さでキリンとカバはどっちが強いのかと議論になって、アフリカについて検索し始めたり、大いに盛り上がった。

　ただ、人生で大切なものというお題に対して、妹が95で恋愛を出した時に、涼夏が「恋愛は要らんだろ」と鼻で笑ったことが癇かんに障ったらしく、妹が露骨に不機嫌な顔をした。

「せっかく男女の性別があるんだから、人は恋愛するべきだよ。生物的にも！」

　どうしてもその一線は譲れないらしい。妹の言うことももっともだが、涼夏は両親の離婚で男女の恋愛に拒否反応がある。それを、同じ境遇の妹に非難されるのは心中穏やかではないだろう。

　しかも、ここには女の子が好きな奈都がいる。奈都に限らず、私たちは頻繁に女同士でイチャイチャしていて、男にまったく興味がない。私たち四人だけだったら絶対に始まらない話題だと考えたら、これもまた涼夏の計画から大幅に逸れた展開と言えるだろう。

「クリスマス直前にフラれて、よくもまあそういうモチベーションでいられるな。感心するわ」

　涼夏が冷たく笑った。軽く流せばいいのに、わざわざがっぷり四つに組みに行くところが、涼夏も大人げない。案の定、妹はふんっと不機嫌にそっぽを向いた。

「それはそれ。千紗都さんとか、むっちゃ綺麗だし、絶対にモテるでしょ！」

　目を輝かせて私を見つめる。なるほど、私が来た時に涼夏が言ったのはそういう意味かと、私は心の中で納得した。今の台詞は、絢音と奈都からすると、自分たちはそうではないと聞こえてもおかしくない。

「お姉ちゃんの足下にも及ばないよ」

「中学の時は彼氏とかいなかったの？　よりどりみどりでしょ！」

「ないねー、ないない」

　軽く手を振って答えると、妹は納得がいかないように「えー」と疑いの眼差しを向けた。

　確かに、よりどりみどりだったのはそうかもしれないが、恋愛にまったく興味がなかったし、実際に誰とも付き合っていない。それは今でもそうだ。目の前にいる三人のことが大好きだし、キスだってしているが、恋愛感情なのかと言われるとよくわからない。

　ぼんやりそんなことを考えていたら、妹は奈都と絢音にも同じ質問をした。特に絢音には、中学の時にバンドをしていたならモテただろうと持論を展開して、絢音が優しい目で笑った。

「まあ、告白はされたね。付き合ってはないけど」

「なんで？　文武両道な絢音さんにふさわしい男じゃなかった？」

「私、イケメンが好きだから」

「意外！」

　妹がようやく自分のしたい話ができると、嬉しそうに手を叩いた。

　絢音がイケメン好きというのは嘘ではない。嘘ではないが、かなり話を妹に寄せている。私と涼夏にはそれがわかったが、奈都まで意外そうな顔をしたので、こちらには後で説明しておこう。

「高校はどうなの？　バンド、まだ続けてるんでしょ？」

　妹が質問を続けて、絢音は小さく首を振った。

「そっちはぼちぼち。友達と遊んでる方が楽しいねぇ」

「そっか。でも、そういう子もいるよ。男か友達か、みたいになるよね。両立は難しい」

「秋歩ちゃんは男？」

「断然そう！」

　大きく頷いて、妹が身を乗り出した。断然と言い切れるほど、男女の恋愛の何が素晴らしいのか、せっかくだから拝聴しようと思ったが、妹の話は涼夏の深いため息で断絶された。

「ふぅ。そろそろ無理だ」

「何が？」

「何じゃない。なんで私は、せっかくのクリスマス会で、アンタの恋愛話を聞かなかんのだ？」

　涼夏が静かにそう告げる。その声が落ち着いていればいるほど、深い怒りを感じて、私は思わず身震いをした。妹氏には悪いが、ここは大人しく引いて欲しい。そう思ったが、伝わっていないのかわざとなのか、妹はあっけらかんと言い放った。

「まあ、お姉ちゃんには退屈かもしれないけど、他のみんなは初めてだし、別にいいじゃん」

「いいかどうかは私が決める」

「えー、傲慢ごうまん！　部長は千紗都さんなんでしょ？」

「鬱陶しいなぁ。そこまで空気が読めんのか？」

　涼夏が眉間に皺を寄せて、苛立った声で言った。私は自分が叱られたように、思わず姿勢を正して隣を見たが、奈都も絢音も困ったように微笑んでいるだけだった。少なからず兄弟喧嘩を経験している余裕だろうか。

　私がハラハラして見ていると、妹はさすがに臆したように口を噤んだ。反撃の言葉を考える内に、涼夏が財布を手に取って畳みかけた。

「お姉ちゃんが特別にお小遣いをあげるから、アンタは外に買い物に行きなさい」

　顔を上げると、外はまだ雪が舞っていた。とても寒そうだし、そろそろ暗くなる。今から追い出すのはさすがに酷だと思うが、口出しできる空気ではなかった。

「いや、寒いし、クリスマスに一人で買い物とか、ないでしょ」

「だったら、私たちが鍋の材料と食べかけのケーキを持って、千紗都の家に移動する。どっちがいいか選んで。オススメは、お小遣いで好きなものを買う方だね。後者を選ぶなら、もう二度と私のご飯と私との会話は諦めて」

　涼夏が薄ら笑いを浮かべる。対照的に、眼光は鋭い。もう私が代わりに土下座して謝りたいくらいだったが、身じろぎはおろか、呼吸すらままならない。

　涼夏が無言で二千円を手に取って、妹が立ち上がりながらそれを受け取った。そして、まるで自分に言い聞かせるように言った。

「クリスマスにプレゼントの一つもないのもあれだし、何か買って来ようかな」

「それはとてもいい選択だと、私は思うよ」

　涼夏の言葉を背に受けながら、妹が部屋を出て行く。そのまま一度自分の部屋に寄って、やがて玄関のドアが音を立てると、絢音が小さく息を吐いた。

「別に良かったのに」

　それを言うのかと、私は思わず息を呑んだが、涼夏はがっくりと肩を落として首を振った。そのままこっちににじり寄り、私の腰に腕を巻き付けて、お腹に顔をうずめた。

「もう嫌……」

「まあ、このメンツで恋愛トークはないなって思うよ」

　奈都が涼夏の肩を持つように、苦笑いを浮かべてそう言った。奈都もどちらかと言えば、恋愛話には抵抗がある方だし、私が自分で思う以上に、私が恋愛話を苦手だと思っている節があるから、いたたまれなかったのだろう。そして、涼夏もそれがわかっていたから、友達のためにも妹を止めたかった。

「お姉ちゃんは大変だねぇ」

　髪を撫でながら同情を示すと、涼夏が私のお腹に顔を押し付けながら首を振った。

「あそこまで空気が読めんとは思わなかった。他の人間といる場に立ち会ったことがないから知らなかった」

「まあ、寂しかったんでしょ。同情の余地はあるよ」

　絢音が優しく妹を擁護するが、涼夏はぎゅっと私の腰を引き寄せながら、再び首を振った。

「あんなんだから、クリスマス直前に彼氏にフラれるんだ。顔がいいだけでなんとかなるほど、この世の中は甘くない」

「涼夏、今さりげなくチサをディスった？」

　奈都が突然そう言って、私は思わず真顔で奈都を見つめた。

「何？　なんで私、ディスられた？」

「ほら、涼夏」

「いや、奈都だって。今、一〇対〇で奈都が私をディスったよね？」

「冗談だよ。千紗都は性格も面白いよ？」

　奈都が軽やかに手を振って、絢音がお腹を抱えて笑い転げる。なるほど、場を明るくしたかったようだが、相変わらず奈都の不器用さには、逆に感心する。

　当の本人はあまりウケなかったのか、深くため息をつきながら、投げやり気味に言った。

「もうあいつ千紗都にあげる。兄弟喧嘩できるよ？」

「いや、別に要らない。涼夏なら欲しいけど」

　髪を撫でながら答えると、涼夏はそれっきり押し黙った。絢音と奈都は机に広げたｉｔｏのカードを見ながら、二人でお題を言い合っている。涼夏のことは任せたと言わんばかりだ。

　二人が暗い空気になっていないのは良かったが、私のお腹の子はどうすればいいのだろう。いや、お腹の子という表現は大いに誤解を生みそうだ。一人でそんなことを考えていたら、突然涼夏が私を抱きしめたまま顔を上げた。

「惚れた！　今の言葉で、涼夏さんは八〇％回復した！」

「えっ？　どの言葉？」

　思わず聞き返したが、涼夏はいきなり私の唇にキスをすると、そのまま私を床に組み敷いた。しばらく口の中を舐め回してから、荒い呼吸で顔を上げる。

「妹出てったし、約束通り揉もう！　それで涼夏さんは一〇〇％回復する！」

「追い出したんじゃん！　八〇％で十分だから、ゲームをしよう」

「いいや、揉む！　みんなで揉もう！」

　涼夏が勢いよく振り返ると、二人が呆れた顔で頷いた。

「まあ、涼夏がそう言うなら揉もうかな」

「そうだね。千紗都、昨日はバイト大変だったよね」

　嬉々としてそう言いながら、二人も涼夏と一緒になって私の体を揉み始めた。くすぐったかったり、気持ち良かったり、痛かったり、わけがわからない。

「ちょっと待って！　冷静に！」

「そういえば、昨日のバイトはどうだったの？」

　涼夏が笑いながら聞いてきたが、体のあらゆる場所を揉まれまくってそれどころではなかった。

　まあ、私が揉まれてみんなが笑顔になるのなら、喜んで揉まれよう。バイトで疲れたのは確かだし、これだけ揉みほぐされれば、体も楽になるだろう。

　涼夏がいつもの笑顔で喋っている。一時はどうなるかと思ったが、もう大丈夫そうだ。

　妹氏には可哀想なことをしたが、ちょっと空気が読めていなかったのも確かなので、少し反省してもらおう。

　それにしても、マッサージが気持ちいい。




　　六




　そろそろ鍋にしようと、涼夏が立ち上がった。絢音も、ケーキを手伝えなかったからと言って、一緒に台所に行った。

　奈都は再び絢音のギターで遊び始めた。どうやら気に入ったらしい。スマホでコードを検索して、好きなアニソンに挑戦している。そういう熱意や好奇心を私は持ち合わせていないので、とても羨ましく思う。

　私はしばらくぐったりと横たわっていたが、やがて体を起こして髪にブラシをかけた。マッサージをされるのもなかなか疲れるが、体は驚くほど楽になっている。

　結局三十分くらいだろうか。普通、マッサージは一人でするので、三人がかりなら延べ一時間半くらいマッサージされたことになる。体も楽になるはずだ。

　涼夏もすっかり機嫌が直ったようで、楽しそうに絢音と喋っている。

「私も揉まれて気持ちいいし、みんなも揉んで楽しいなら、それはとてもいいことだ」

　一人でそう呟いて頷くと、奈都が顔を赤くして私を見た。

「気持ち良かったの？」

「うん。普通に。バイトのたびに揉んでもらいたい」

「冬休みはバトン部は休みだし、いつでも揉みに行くよ」

　奈都がはにかみながらそう言って、ピックで弦を弾き下ろした。なかなかクリアなサウンドだ。私は指が他の弦に当たって、綺麗に音が出なかった。奈都の筋がいいのか、私が不器用なだけか。

　それにしても、どうしてみんなそんなに私を揉みたがるのだろう。私も頼まれたらしてもいいが、積極的にマッサージをしてあげたいとは思わない。不思議な子たちだ。

「ナッちゃん、冬は部活が無いんだ」

　涼夏が土鍋をテーブルに置いて、椅子に座った。すでに第一陣は投下されていて、私のルッコラとチンゲン菜も他の野菜と一緒に味噌ベースの出汁の中に沈んでいる。果たして味はどうだろうか。

　奈都がギターを置いて鍋の中を覗き込んだ。

「美味しそう。年末年始はどの部活も休みだし、披露する機会も当分ないし、うちは毎年全休みたい」

「じゃあ、冬はたくさん遊べるな。みんな、里帰りとかは？」

「近いけど、おじいちゃんおばあちゃんのところには行かなきゃいけないと思う」

「私も。お年玉をもらいに行かないと」

　絢音がにこにこしながらそう言って、グラスにジュースを注いだ。子供っぽい発言をする絢音は特に可愛い。この子はギャップを楽しむタイプの子だ。

　みんな揃ったので、涼夏が鍋に火をかける。そのまま鍋が煮えるまで年末年始の予定の確認をすると、涼夏は親戚行事は少ないが、新年早々初売りセールに駆り出されると言った。

　逆に私は、大晦日までクリスマスライブやら年越しライブのスタッフをする予定が入っている。あまりがっつりとは遊べなさそうだと言うと、奈都が残念そうにため息をついた。

「こんなことなら、チサと一緒にバイトすればよかった。今回、誘われてすらいない」

「イブにぼっちだから、バイトするって話はしたはずだけど」

「それはまあ、そうだけど。一緒にしようとは言われてない」

　奈都がそう言って唇を尖らせた。子供みたいな屁理屈だ。確かに直接誘ってはいないが、十二月上旬の時点で誘っても、奈都は断っていただろう。あくまで結果論だ。

「そういえば、バイトっていうと、結局昨日の話を聞いてないや。食べながらじっくり聞こうじゃないか」

　涼夏がテーブルに肘をついて、明るい瞳で私を見つめた。相変わらず、研ぎ澄まされた可愛さだ。やはり涼夏には笑顔が似合う。

　バイトの内容と一緒に、観客やバイト仲間にナンパされた話をしたら、涼夏は「わぉ」と驚いたように手を合わせ、奈都は不安そうに眉をひそめた。

「大丈夫なの？　チャラチャラした男女が多そうなイメージ」

「千紗都もチャラチャラして見えるから大丈夫だよ」

　私が答える前に、涼夏がそう言って笑った。私は思わず身を乗り出して首を振った。

「待って。私のどこがチャラチャラして見えるの？」

「若くて可愛くてメイクしてたら、大抵チャラく見えるもんだって」

「しかもそれ、別に大丈夫じゃないし！　チサが心配！」

　奈都が頭を抱えて悲鳴を上げる。別に心配しなくても、ナンパについて行くことはないが、夜に若い男の子が複数人で暴走したら為す術がないので、そういうのは気を付けなくてはと思う。

　鍋が煮えてきたので、各自まず、自分の持ってきた食材を食べてみた。バラ肉にルッコラを巻いて食べたら普通に美味しくて、むしろがっかりしてしまうほどだった。

「この鍋は、普通に美味しい」

　みんなの食材もつつきながらそう言うと、涼夏がはふはふとつみれを頬張りながら言った。

「美味しいのが一番」

「もう少し闇鍋的な要素を期待してた」

「だったら、バラ肉じゃなくて、手羽先とか買ってきたら良かったんじゃない？　失敗はしないギリギリのライン」

　明らかに合わないものは禁止と言われていたので、少し守りに入ってしまったかもしれない。涼夏に怒られず、それでいて攻めた食材はなんだっただろう。そんな話を始めると、絢音がくすっと笑った。

「千紗都って、本当にそういうの好きだよね。文化祭の時も思ったけど、お祭りとかパーティーとか好きそう。見た目とは裏腹に」

「好きだね。そう見えない？」

「まったく」

　絢音が断言して、涼夏が苦笑いを浮かべながら頷いた。中学から一緒の奈都ですら、「私も知らなかったよ」と口を揃える。

「高校に入って、性格が変わった？」

「元からだと思うけど。中学の時は、そういう機会がなかっただけで」

「私、またチサのトラウマを抉ったね。ごめんね」

　奈都が箸を置いて両手で顔を覆う。

「いや、悲しそうに謝られる方がツライんだけど……」

　呆れた顔で見つめると、他の二人が可笑しそうに肩を震わせた。相変わらずこの人たちは私をいじるのが好きだ。まあ、揶揄やゆする意図のない、愛に満ちたいじりは大歓迎だけれども。




　鍋は案の定、量が多くて、日持ちのする野菜は猪谷家に寄付することになった。シメもきしめんは重いからと、ラーメンになった。

　丁度ラーメンを食べている最中に妹が帰って来て、リビングに顔を出してリップを買ってきたと報告した。涼夏が手招きをして、量的に食べられそうにないラーメンを妹に押し付ける。妹も大人しく食べていたので、あの喧嘩からまだそれほど時間は経っていないが、大丈夫なのだと私はほっと胸を撫で下ろした。

　一人っ子なので、兄弟喧嘩などもちろんしたことがないし、その収め方もわからない。奈都と絢音が焦っていなかったのも、きっとあれくらいの喧嘩はよくするのだろう。

　妹の買い物の話を聞きながらケーキを食べて、またしばらく四人で遊んでから、最後に絢音の伴奏でクリスマスソングを歌った。

　涼夏が駅まで送ると言って、四人で外に出る。雪は止やんでいたが、吐く息は真っ白で背筋が震えた。

「今日はすまんかったね。なんか、だいぶ私の思った会と違う感じになった」

　別れ際に、涼夏がそう言って情けなく眉をゆがめた。絢音が不思議そうに首を傾げた。

「そう？　会話の内容はともかく、プログラムは予定通りでしょ」

「もっと肉体的な交流をする予定だった」

「いや、それ絶対に嘘でしょ！」

　私が思わず声を上げると、涼夏と絢音がくすくすと笑って、奈都は顔を赤くして俯いた。

　涼夏とハグをして別れて、三人で電車に乗る。絢音とも途中の駅で別れると、奈都が吊り革を握ってブラブラと体を揺らしながら言った。

「今日は楽しかった」

「そうだね。涼夏が怒ってた時はどうしようかと思ったけど。奈都は心配じゃなかったの？」

「別に。私が口を挟むことでもないし」

　そっけなくそう言った奈都の横顔がひどく冷たく見えて、私は思わず息を呑んだ。奈都が慌てた様子で手を振った。

「いや、別に突き放してるとかじゃないよ？　でもまあ、関係ないっていうか、興味がないっていうか……」

　ごにょごにょと言い淀んで、奈都がしゅんと項垂れた。必死に言い繕ったようだが、何のフォローにもなっていなかったのが、いかにも奈都らしい。

「別に涼夏と妹の仲がどうなろうと、知ったこっちゃないって言った？」

「言ってないから！」

　奈都が顔を赤くする。言ったと思うが、可哀想なのであまりいじめないであげよう。

　最寄り駅に降り立つと、風が痛いくらい冷たかった。なんとなく明日も会う流れになっていたので、「また明日」と手を振ると、奈都がその手を取って軽く引いた。

「ちょっと、話をしよう」

「それ、明日じゃダメなの？」

「うん」

　はっきりと頷いて、奈都が私の手を握ったまま歩き出す。何か深刻な話なのだろうかと思って、大人しくついて行くと、奈都は近くの公園に入ってベンチに座った。そして、そっとはにかんで軽く私の肩に頭を乗せた。

「なんか、もうちょっとチサと一緒にいたくて」

「えっ？　それだけ？　明日、二人で遊ぶじゃん」

「チサはムードのかけらもない」

　奈都がそう言いながら、ごそごそとカバンをあさった。まさか奈都の口からムードなどという単語が出るとは思わず、からかってやろうと思ったら、先に紙袋を突き付けられた。

「これ、プレゼント。個別に渡す分ね」

「あっ、うん。ありがとう」

　呆然と受け取ると、紙袋は思ったよりも軽かった。開けると手袋が入っていた。無難だが可愛らしいチョイスだ。早速つけながら奈都の顔を覗き込む。

「私、買ってないけど」

「いいよ。私が勝手にチサのこと好きなだけだから」

「いや、私も好きだって！」

　自虐的な笑みを浮かべる奈都を横から抱き締めると、子供にするように頬をすり寄せた。そのままなんとなくキスをすると、奈都が私の背中を引き寄せながら舌を絡めた。

　凍ったように冷たい頬に、吐息が熱い。

　しばらくキスをしてから顔を離すと、奈都が赤らんだ顔でぼーっと私を見つめていた。エロ可愛い。

「あのＣＤはどうかと思ったけど、この手袋はいいね」

「あれはギャグだよ。でも、いい曲があるかもしれないよ？」

「それは否定しないけど」

　人の気配がなかったので、もう一度抱きしめ合ってキスをした。なんだか奈都が随分情熱的に舌を入れて来るが、どうしてこの子はこんなにも興奮しているのだろう。冷静に突っ込むと、たくさん揉んだからだと熱っぽく言った。

　体があったまってきたので、顔を離して背もたれにもたれる。奈都が私に寄りかかりながら言った。

「今日は楽しかった。でも、去年みたいに二人で過ごすクリスマスもいいなって思って、ちょっとそういう時間が取りたかった」

　去年は受験の真っ最中だったこともあって、二人でケーキを食べてささやかに過ごした。中二の時はぼっちで過ごしたこともあって、随分有り難かったのを覚えている。

「二人の時間を取って、することがキスなの？」

　からかうように言うと、奈都が苦笑いを浮かべた。

「先にしたの、チサだと思うけど……」

　そう言われるとそうだったかもしれない。プレゼントを用意していなかったので、キスでもしたら喜んでもらえるかと思ったが、冷静に考えるとやや上から目線な発想という気もする。

　そっと腰を抱き寄せる。服が厚いので感触はわからない。今外気に触れているのは、顔だけだ。だから、触れ合える肌は顔しかない。

「奈都、愛してる」

　至近距離で見つめると、奈都が驚いた顔で口をパクパクさせた。もう一度その口を塞いで、そっと囁いた。

「来年もよろしくね」

「いや、明日も遊ぶから！」

「良いお年を」

「遊ぶから！」

　腕の中で喚いている奈都が可愛い。

　若干のアクシデントもあったけれど、みんなのおかげでいいクリスマスになった。

　今年も残り数日。その数日すら、無駄にすることなく全力で遊ぼう。寒さを忘れるほどキスをしながら、私は心の中でそう誓った。
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